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ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

そ
の
２
）

第
五
回
調
査
デ
ー
タ
の
多
変
量
解
析
と
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
面

ラ
ジ
オ
面
、

少
年
」
の
用
法
の
分
析
を
中
心
に

田

中

和

子

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

は
じ
め
に

Ⅰ

新
聞
銘
柄
、
掲
載
紙
面
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
み
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
ク
ロ
ス
分
析
と
多
変
量
解
析

１

女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞

２

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

３

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る

こ
と
ば

４

さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け

Ⅱ

投
書
欄
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

１

投
書
欄
の
性
質
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
分
析
の
意
義

２

読
者
が
使
用
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

Ⅲ

テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

１

テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
の
性
質
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表

現
分
析
の
意
義

２

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
好
む
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

Ⅳ

少
年
」
と
は
誰
か

１

標
準
」
と
し
て
の
男
性

２

新
聞
紙
面
に
お
け
る
「
少
年
」
の
用
法

３

新
聞
紙
面
に
お
け
る
「
青
年
」
の
用
法

お
わ
り
に
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は

じ

め

に

本
稿
は
、「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
第
五
回
調
査
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
研
究
報
告
の
第
二
報
で
あ
る
。

前
稿
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在
」（『
国
学
院
法
学
』
第
四
六
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
所

収
）
に
お
い
て
は
、
一
九
八
六
年
以
降
、
五
年
ご
と
に
続
行
し
て
き
た
新
聞
紙
面
の
量
的
分
析
の
基
本
軸
を
踏
襲
す
る
形
で
、
二
〇
〇

六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
の
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読
売
新
聞
の
朝
刊
・
夕
刊
に
お
け
る
、
女
性
冠
詞
と
男
性
冠
詞

を
含
む
性
別
冠
詞
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
と
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
、
女
性
隠
し
表
現
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
使
用
状
況
を
分
析
・
把
握
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の

デ
ー
タ
と
の
比
較
を
試

１
）

み
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
前
稿
で
既
に
報
告
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
強
調
表
現
で
あ
る
「
性
別
冠
詞
」
お
よ
び
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ

職
業
語
」、
次
に
「
他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
」、
そ
し
て
「
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
」
の
典
型
で
あ
る

「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
に
関
し
、
そ
の
元
と
な
っ
た
デ
ー
タ
に
、
さ
ら
に
新
聞
銘
柄
、
掲
載
紙
面
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
を
変
数

に
加
え
た
三
重
ク
ロ
ス
集
計
や
多
変
量
解
析
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
で
、
右
記
の
表
現
と
こ
れ
ら
の
変
数
が
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
を

把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

次
に
、
〇
六
年
の
第
五
回
調
査
か
ら
新
た
に
加
え
た
投
書
欄
と
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に
お
け
る
「
性
別
冠
詞
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含

み
込
ん
だ
職
業
語
」「
他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
」「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」
の
集
計
結
果
の
分
析
を
行
う
。

さ
ら
に
、
前
稿
、
前
々
稿
で
論
じ
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
同
様
、
暗
に
男
性
を
「
人
間
の
標
準
」
と
み
な
す
表
現
方
法
と
し
て
の
「
少
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年
」「
青
年
」
の
使
用
状
況
の
分
析
を
行
い
、
そ
の
問
題
点
を
考
察
し
た
い
。

Ⅰ

新
聞
銘
柄
、
掲
載
紙
面
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
み
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
ク
ロ
ス
分
析
と

多
変
量
解
析

１

女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞

⑴

変
数
と
し
て
の
新
聞
銘
柄
、
掲
載
紙
面
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル

新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
は
、
以
下
に
示
し
た
三
つ
の
基
本
類
型
が
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
こ
れ

ら
を
軸
に
す
え
、
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
、
小
説
お
よ
び
広
告
を
除
い
た
新
聞
紙
面
の
量
的
な
分
析
を
行
っ
て
き
た
。

一

女
性
を
強
調
す
る
表
現
（
女
性
冠
詞
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
、
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
、
女
性
に
対

す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
）

二

女
性
が
隠
さ
れ
る
表
現
（
男
性
が
世
帯
や
家
族
を
代
表
す
る
表
現
、
女
性
が
男
性
に
付
随
な
い
し
従
属
さ
せ
ら
れ
た
表
現
）

三

女
性
と
男
性
と
で
扱
い
の
規
準
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
（
女
性
を
業
績
や
地
位
で
扱
わ
な
い
表
現
、
女
性
と
男

性
と
で
異
な
る
敬
称
の
使
用
、
女
性
を
名
の
み
、
男
性
を
姓
ま
た
は
姓
名
で
あ
ら
わ
す
表
現
）

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
過
去
に
行
っ
て
き
た
分
析
軸
の
中
か
ら
、
量
的
に
も
多
い
「
女
性
強
調
の
表
現
」
と
「
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
表
現
」
に
着
目
し
、
①
女
性
の
性
を
強
調
す
る
「
女
○
○
」「
女
子
○
○
」「
女
性
○
○
」「
女
流
○
○
」
な
ど
女
性
冠
詞
の
つ
く
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語
と
、
男
性
冠
詞
の
つ
く
語
、
②

看
護
婦
」
や
「
Ｏ
Ｌ
」、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」「
神
父
」
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
こ
ん
だ
職
業

語
、
③

夫
人
」「
嫁
」
や
「
主
人
」「
婿
」
な
ど
他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
表
現
さ
れ
る
語
、
そ
し
て
女
性
と
男
性
で
扱
い
が

異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
と
し
て
の
④
性
別
に
よ
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
⒜
新
聞
銘
柄
、

⒝
掲
載
紙
面
、
⒞
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
、
の
三
つ
を
変
数
と
し
て
分
析
す
る
。

⒜

新
聞
銘
柄
」
に
つ
い
て
は
、
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
が
こ
れ
ま
で
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
三
銘

柄
を
引
き
続
き
用
い
る
こ
と
で
継
続
性
を
も
た
せ
た
。
ま
た
、

⒝
社
会
面
、
生
活
面
と
い
っ
た
「
掲
載
紙
面
」
は
、
本
研
究
会
が
二
〇
〇
一
年
の
第
四
回
調
査
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
紙
面
に
よ
っ
て
特
有
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と

２
）

か
ら
、
重
要
な
変
数
と
み
な
さ
れ
る
。

⒞
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
掲
載
紙
面
を
、
政
治
・
経
済
系
、
生
活
・
文
化
系
、
社
会
系
の
三
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
前
稿
に
も
記
し
た
よ

３
）

う
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
の
た
め
に
、
該
当
す
る
す
べ
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
き
、
新
聞
銘
柄
、
日

付
、
掲
載
紙
面
名
、
掲
載
ペ
ー
ジ
、
記
事
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
属
性
を
表
計
等
ソ
フ
ト
ウ
ェ
アE

x
cel

に
入
力
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
て
用
い
た
。

以
下
で
は
、
ま
ず
新
聞
銘
柄
別
・
掲
載
紙
面
別
に
ク
ロ
ス
集
計
結
果
を
示
し
た
の
ち
、
多
変
量
解
析
の
結
果
を
み
る
こ
と
で
、
先
の

①
〜
④
の
各
表
現
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
あ
ら
わ
れ
や
す
い
の
か
を
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
。
多
変
量
解
析
は
、
本
調
査
の
よ
う
に
、

多
数
の
変
数
が
か
か
わ
る
場
合
に
は
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

本
調
査
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
は
、
多
数
の
質
的
変
数
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
が
か
か
わ
る
た
め
、
そ
れ
に
適
し
た
多
変
量
解
析
法
と
し

て
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
（
対
応
分
析
）
を
使
用
し
た
。
対
応
分
析
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン＝

ポ
ー
ル
・
ベ
ン
ゼ
ク
リ
に
よ
り
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提
唱
さ
れ
た
方
法
で
、
質
的
デ
ー
タ
の
主
成
分
分
析
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
林
知
己
夫
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
数
量
化
Ⅲ
類
と
同

等
の
手
法
で

４
）

あ
る
。
使
用
し
た
統
計
ソ
フ
ト
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
（IB

M
 
S
P
S
S S

ta
tistics V

er.
17

）
で
あ
る
。

コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
で
は
、
変
数
同
士
の
関
係
が
視
覚
化
さ
れ
て
、
平
面
上
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る
た
め
、
細
か
い
数
値
が
幾
重

に
も
か
さ
な
る
ク
ロ
ス
集
計
よ
り
も
、
変
数
間
の
関
係
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
布
置
図
上
に
上
下
左
右
の
二
つ
の

軸
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
次
元
１
と
次
元
２
は
、
変
数
の
相
対
的
関
係
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
析
方
法
で
は
、
プ
ロ
ッ

ト
さ
れ
た
変
数
が
ど
の
よ
う
な
布
置
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
か
と
い
う
、
相
対
的
な
位
置
関
係
を
み
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
次
元

（
軸
）
の
解
釈
は
、
意
味
づ
け
が
で
き
る
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
。

各
変
数
は
、
以
下
の
よ
う
に
細
分
化
し
、
入
力
・
集
計
に
あ
た
っ
て
コ
ー
ド
化
し
た
。

ま
ず
、
掲
載
紙
面
名
は
各
紙
で
名
称
が
異
な
り
、
ま
た
朝
刊
と
夕
刊
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
紙
・
朝
夕
刊
共
通
の
紙
面
名
を
策
定
、

表
１
の
よ
う
に
一
一
種
類
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
分
類
は
か
な
り
細
か
く
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
は
該
当
す
る
件
数
が
ゼ
ロ
ま
た

は
非
常
に
少
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
多
変
量
解
析
に
か
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
局
的

な
観
点
か
ら
デ
ー
タ
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
大
き
く
三
分
類
に
く
く
っ

た
変
数
も
用
い
た
。
そ
れ
が
表
１
の
右
に
掲
げ
た
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

⒜

新
聞
銘
柄
…
…
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
（
三
銘
柄
）

⒝

掲
載
紙
面
…
…
一
面
、
総
合
・
政
治
、
国
際
、
経
済
、
科
学
、
教
育
、
生
活
、
文

化
・
メ
デ
ィ
ア
、
地
域
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
（
一
一
種
類
）

⒞

紙
面
ジ
ャ
ン
ル
…
…
政
治
・
経
済
系
、
生
活
・
文
化
系
、
社
会
系
（
三
ジ
ャ
ン
ル
）

な
お
、「
一
面
」
と
「
総
合
・
政
治
」
面
に
つ
い
て
は
、
便
宜
的
に
「
政
治
・
経
済
系
」

5

表1 紙面の分類と紙面ジャンル

掲載紙面 紙面ジャンル

１ １面

２ 総合・政治

３ 国際
政治・経済系

４ 経済

５ 科学

６ 教育

７ 生活

８ 文化・メディア
生活・文化系

９ 地域

10 スポーツ

11 社会 社会系
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ジ
ャ
ン
ル
に
類
別
し
て
あ
る
も
の
の
、
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー
や
特
集
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
「
政
治
・
経
済
」
以
外
の
別
種
の
記
事

も
含
ま
れ
る
た
め
、
結
果
の
解
釈
に
お
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
「
新
聞
銘
柄
」
を
「
紙
名
」、「
掲
載
紙
面
」

を
単
に
「
紙
面
」
と
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
。

⑵

性
別
を
〞
徴
づ
け
る
〝
女
性
冠
詞

ま
ず
最
初
に
、
登
場
人
物
に
性
別
を
示
す
〞
か
ん
む
り
〝
を
つ
け
て
女
性
・
男
性
を
〞
徴しるし
づ
け
る
〝
表
現
で
あ
る
、「
女
○
○
」

「
女
子
○
○
」「
女
性
○
○
」「
女
流
○
○
」
と
、「
男
○
○
」「
男
子
○
○
」「
男
性
○
○
」（「
男
流
○
○
」）
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。

こ
れ
ら
性
別
を
〞
徴
づ
け
る
〝
表
現
は
、
新
聞
に
お
け
る
表
現
の
〞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
度
〝
を
測
る
ひ
と
つ
の
指
標
に
な
る
と
い
え
よ

う
。
最
近
は
、「
腐
女
子
」
の
よ
う
に
、〞
か
ん
む
り
〝
で
は
な
く
、
語
の
後
方
に
性
別
を
示
す
要
素
が
つ
く
も
の
や
そ
れ
以
外
の
新
語

も
登
場
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
注
目
さ
れ
る
現
象
で
は
あ
る
が
、〞
か
ん
む
り
〝
が
つ
く
り
出
す
表
現
は
、
語
構
成
や
表
現
上
の
機
能
と

い
う
点
で
変
化
に
富
み
、
ま
た
、
女
性
冠
詞
と
男
性
冠
詞
の
つ
く
語
の
種
類
の
間
で
の
体
系
的
な
比
較
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
、

優
れ
た
指
標
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
聞
で
は
、
文
字
数
を
圧
縮
す
る
た
め
に
、
単
語
を
結
合
し
て
臨
時
的
な
語
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
専
門
的
に
は
「
臨
時
一
語
」
と
呼
ば

５
）

れ
る
。「
臨
時
一
語
」
と
は
、
本
来
独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
二
つ
以
上
の
単
語
が
、

何
ら
か
の
必
要
に
よ
り
合
わ
さ
っ
て
、
一
時
的
に
一
つ
の
単
語
と
な
っ
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
は
そ
の
ま
ま
定
着
せ
ず
消
え
て

ゆ
く
が
、
日
本
語
の
語
彙
の
一
部
と
な
っ
て
定
着
す
る
も
の
も
あ
る
。
実
際
に
紙
面
で
使
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
例
に
と
れ
ば
、

「
女
性
独
身
パ
ー
ト
」
は
、「
女
性
」
と
「
独
身
」
と
「
パ
ー
ト
」
が
一
時
的
に
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
女
性

の
独
身
パ
ー
ト
」、「
独
身
の
女
性
パ
ー
ト
」
な
ど
と
も
い
い
換
え
が
で
き
る
う
ち
は
、
本
当
に
「
臨
時
」
の
語
と
み
る
こ
と
が
で
き
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る
。
だ
が
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
特
定
の
組
み
合
わ
せ
が
何
度
も
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
も
は
や
臨
時
的
な
も
の
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
ひ
と
つ
の
語
と
し
て
日
本
語
の
語
彙
の
一
部
と
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

臨
時
的
に
つ
く
ら
れ
た
語
が
社
会
で
定
着
し
て
ゆ
く
中
で
、
女
性
を
示
す
要
素
が
い
つ
し
か
〞
か
ん
む
り
〝
の
よ
う
に
常
態
化
す
る

な
ら
ば
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
女
性
の
医
師
」
を
圧
縮
し
て
「
女
性
医
師
」
と
し
た
い
場
合
、
た
し
か
に
一
文
字
を
圧
縮
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
文
字
数
を
圧
縮
す
る
の
な
ら
、
そ
も
そ
も
「
女
性
」
と
い
う
要
素
が
情
報
と
し
て
必
須
な

の
か
ど
う
か
が
、
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
が
必
要
な
情
報
で
あ
る
な
ら
ば
、「
男
性
」
に
つ
い
て
も
同
等
の
取
り
扱

い
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
女
性
冠
詞
の
中
に
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
複
合
語
よ
り
一
層
根
深
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、〞
女
〝
を
か
ん
む
り
に
つ
け
た
こ
と
ば
の
う
ち
、
漢
語
系
の
〞
ジ
ョ
〝
と
読
む
も
の
は
、
ジ
ョ
だ
け
を
切
り
離
し
て
も
単
語
と

し
て
は
成
立
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
性
別
が
強
く
結
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
言
語
学
で
は
「
拘
束
形
態
素
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、「
女
医
」
と
「
女
性
医
師
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
で
は
、
医
師
が
性
別
と
一
体
と
し
て
示
さ
れ
、〞
女
〝
を
切

り
離
し
て
「
医
」
と
い
う
単
語
を
残
し
た
場
合
、
意
味
が
通
ら
な
い
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、「
女
性
」
は
分
離
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

「
男
性
医
師
」
と
い
う
こ
と
ば
は
あ
っ
て
も
「
男
医
」
と
い
う
語
は
ほ
と
ん
ど
み
か
け
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
点
で
も
対
称
性
に
違

い
が

６
）

あ
る
。

一
方
、「
女
医
」
を
「
女
性
医
師
」
に
い
い
換
え
た
と
し
て
も
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
「
男
性
医
師
」
と
使
用
頻
度
が
著
し
く
違
っ

て
い
る
の
な
ら
、「
女
医
」
の
も
っ
て
い
た
性
別
に
よ
る
非
対
称
な
関
係
が
、
こ
の
表
現
に
も
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
女
性
冠
詞
の
も
つ
「
造
語
力
」、
つ
ま
り
新
し
く
こ
と
ば
を
つ
く
る
力
の
大
き
さ
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
述
べ
て
お
き
た
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
表
現
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
性
別
冠
詞
の
使
用
が
少
な
く
な
り
、
消
え
て
ゆ
く
こ
と
が
ひ
と
つ
の
目
標

7 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その２)(田中和子ほか)



に
な
る
が
、
そ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
〞
か
ん
む
り
〝、
す
な
わ
ち
「
女
〇
〇
」、「
女
子
〇
〇
」、「
女
性
〇
〇
」、「
女
流

〇
〇
」
が
、
ど
の
程
度
の
「
繁
殖
力
」
を
持
つ
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
も
し
、
あ
る
〞
か
ん
む
り
〝（
た
と
え
ば
「
女
〇
〇
」）
の
繁
殖

力
が
す
で
に
衰
え
て
お
り
、
も
は
や
新
し
い
語
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
女
医
」、「
女
優
」
な
ど
、
固
定
化
し

た
女
性
冠
詞
つ
き
表
現
を
、「
使
わ
な
い
こ
と
ば
」
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
造
語
力
の
強
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
冠
詞
は
、
前
述
の
よ
う
に
次
々
と
臨
時
一
語
を
つ
く
り
出
し
、
多
種
多
様
で
幅
広
い
表

現
を
生
み
出
す
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
、
の
ち
に
定
着
し
て
固
定
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

造
語
力
が
強
い
場
合
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
、
そ
の
根
っ
子
を
押
さ
え
る
し
か
方
法
が
な
い
。
そ
う
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
冠
詞
が
、
ど
の
程
度
の
造
語
力
を
も
つ
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
冠
詞
の
造
語
力
を
み
る
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
冠
詞
が
記
事
中
で
何
回
使
わ
れ
た
か
の
総
数
を
数
え
る
と
同
時
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
冠
詞
が
ど
の
程
度
の
種
類
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
前
者
は
「
の
べ
語
数
」、
後
者
は

「
異
な
り
語
数
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
適
宜
こ
の
二
種
類
の
語
数
を
み
る
こ
と
で
、
造
語
力
に
つ
い
て
観
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

⑶

ク
ロ
ス
集
計
に
み
る
性
別
冠
詞
の
使
用
状
況

調
査
期
間
中
の
「
女
性
冠
詞
」「
男
性
冠
詞
」
の
出
現
頻
度
を
、
新
聞
銘
柄
別
と
掲
載
紙
面
別
に
み
た
の
が
表
２
で
あ
り
、
各
銘
柄

別
と
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
に
つ
い
て
は
表
３
に
示
し
た
。

ま
ず
、
全
体
と
し
て
「
女
性
冠
詞
」
と
「
男
性
冠
詞
」
の
使
用
頻
度
を
比
較
す
る
と
、
六
〇
一
件
対
二
八
七
件
で
、
お
よ
そ
二
対
一

の
出
現
比
率
と
な
り
、
明
白
な
非
対
称
性
が
み
と
め
ら
れ
た
。

次
に
、
表
２
を
み
る
と
、
性
別
冠
詞
の
使
用
頻
度
は
掲
載
紙
面
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
全
体
を
通
し
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て
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
社
会
」
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
、
比
較
的
〞
軟
ら
か
め
〝
の
記
事
中
で
は
、
女
性
冠
詞
・
男

性
冠
詞
と
も
に
使
用
頻
度
が
高
い
。
一
方
、「
一
面
」「
総
合
・
政
治
」「
経
済
」「
科
学
」
な
ど
〞
硬
め
〝
の
記
事
で
は
頻
度
が
ぐ
っ
と

少
な
く
な
る
。
記
事
の
内
容
が
個
人
を
離
れ
、
公
的
な
性
格
を
お
び
れ
ば
お
び
る
ほ
ど
、
性
別
冠
詞
が
あ
ら
わ
れ
に
く
く
な
る
の
は
当

然
と
も
い
え
る
が
、
の
ち
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
紙
面
で
は
、
人
物
が
登
場
す
る
場
合
で
も
、
男
性
が
無
冠
詞
で
表
現
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

本
格
的
な
分
析
は
多
変
量
解
析
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
ク
ロ
ス
集
計
の
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
お
き
た

い
。第

一
に
、
性
別
冠
詞
の
種
類
が
、〞
女
〝
あ
る
い
は
〞
男
〝
の
場
合
、
毎
日
新
聞
は
、
他
紙
に
比
べ
、
そ
れ
ら
の
出
現
比
率
に
不
均

等
さ
が
目
立
つ
。
ま
ず
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
〞
女
〝
が
四
〇
件
、
掲
載
紙
面
に
占
め
る
割
合
が
三
五
・
四
％
あ
る
の
に
対
し
、

〞
男
〝
は
〇
件
で
あ
る
。
ま
た
、「
社
会
」
で
は
、〞
女
〝
が
四
二
件
、
上
記
割
合
が
三
七
・
二
％
で
〞
男
〝
は
二
八
件
、
六
二
・
二
％

で
あ
る
。
出
現
度
数
で
は
女
性
の
方
が
多
い
が
、
構
成
比
で
考
え
る
と
、
後
者
は
掲
載
紙
面
全
体
の
中
で
、
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、「
国
際
」
は
〞
女
〝
が
四
件
、
三
・
五
％
で
〞
男
〝
は
七
件
、
一
五
・
六
％
と
、
同
様
に
比
率
で
は
後
者
の
存
在
が
大
き

い
。次

に
、〞
女
子
〝〞
男
子
〝
冠
詞
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
新
聞
銘
柄
に
よ
り
、
性
別
に
偏
り
が
あ
る
掲
載
紙
面
に
違
い
が
み
ら
れ

る
。
朝
日
で
は
、〞
女
子
〝〞
男
子
〝
の
順
で
数
字
を
対
比
さ
せ
る
と
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
一
〇
件
、
二
三
・
八
％
対
〇
件
、
〇
％
、

「
地
域
」
八
件
、
一
九
・
〇
％
対
〇
件
、
〇
％
、「
社
会
」
一
七
件
、
四
〇
・
五
％
対
一
六
件
、
八
四
・
二
％
が
比
率
差
の
大
き
い
紙
面

で
あ
る
。
ま
た
、
毎
日
で
は
、「
生
活
」
一
四
件
、
二
三
・
〇
％
対
〇
件
、
〇
％
、「
地
域
」
〇
件
、
〇
％
対
四
件
、
一
一
・
四
％
、
読

売
で
は
、「
生
活
」
五
件
、
一
〇
・
九
％
対
〇
件
、
〇
％
、「
社
会
」
二
九
件
、
六
三
・
〇
％
対
三
四
件
、
八
七
・
二
％
で
の
偏
り
が
大

9 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その２)(田中和子ほか)



10國學院法學第47巻第3号 (2009)

表2 掲載紙面・新聞銘柄別にみた「女性冠詞」「男性冠詞」の出現頻度
(単位：件、( )内は％)

新聞銘柄 性別冠詞 １面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活
文化･メ
ディア

地域
スポ
ーツ

社会 合 計

朝日 女 0 3 2 0 0 2 1 25 7 2 30 72
(0.0) (4.2) (2.8)(0.0)(0.0)(2.8) (1.4) (34.7) (9.7) (2.8)(41.7)(100.0)

男 0 2 1 0 0 0 0 1 6 2 6 18
(0.0) (11.1) (5.6)(0.0)(0.0)(0.0) (0.0) (5.6)(33.3)(11.1)(33.3)(100.0)

毎日 女 0 14 4 1 0 0 3 40 4 5 42 113
(0.0) (12.4) (3.5)(0.9)(0.0)(0.0) (2.7) (35.4) (3.5) (4.4)(37.2)(100.0)

男 1 5 7 1 0 1 2 0 0 0 28 45
(2.2) (11.1)(15.6)(2.2)(0.0)(2.2) (4.4) (0.0) (0.0) (0.0)(62.2)(100.0)

読売 女 0 3 0 0 0 6 8 24 9 4 39 93
(0.0) (3.2) (0.0)(0.0)(0.0)(6.5) (8.6) (25.8) (9.7) (4.3)(41.9)(100.0)

男 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 2 6
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0)(16.7) (50.0) (0.0) (0.0)(33.3)(100.0)

〝女/男〟
冠詞小計

女 0 20 6 1 0 8 12 89 20 11 111 278
(0.0) (7.2) (2.2)(0.4)(0.0)(2.9) (4.3) (32.0) (7.2) (4.0)(39.9)(100.0)

男 1 7 8 1 0 1 3 4 6 2 36 69
(1.4) (10.1)(11.6)(1.4)(0.0)(1.4) (4.3) (5.8) (8.7) (2.9)(52.2)(100.0)

朝日 女子 3 0 1 0 0 0 1 10 8 2 17 42
(7.1) (0.0) (2.4)(0.0)(0.0)(0.0) (2.4) (23.8)(19.0) (4.8)(40.5)(100.0)

男子 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 16 19
(0.0) (5.3) (0.0)(5.3)(0.0)(5.3) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)(84.2)(100.0)

毎日 女子 5 4 4 0 0 0 14 12 0 0 22 61
(8.2) (6.6) (6.6)(0.0)(0.0)(0.0)(23.0) (19.7) (0.0) (0.0)(36.1)(100.0)

男子 2 2 1 0 0 2 0 5 4 0 19 35
(5.7) (5.7) (2.9)(0.0)(0.0)(5.7) (0.0) (14.3)(11.4) (0.0)(54.3)(100.0)

読売 女子 0 2 0 0 0 1 5 5 3 1 29 46
(0.0) (4.3) (0.0)(0.0)(0.0)(2.2)(10.9) (10.9) (6.5) (2.2)(63.0)(100.0)

男子 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 34 39
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0) (0.0) (5.1) (7.7) (0.0)(87.2)(100.0)

〝女子/男
子〟冠 詞
小計

女子 8 6 5 0 0 1 20 27 11 3 68 149
(5.4) (4.0) (3.4)(0.0)(0.0)(0.7)(13.4) (18.1) (7.4) (2.0)(45.6)(100.0)

男子 2 3 1 1 0 3 0 7 7 0 69 93
(2.2) (3.2) (1.1)(1.1)(0.0)(3.2) (0.0) (7.5) (7.5) (0.0)(74.2)(100.0)

朝日 女性 1 4 7 2 1 0 6 6 2 1 8 38
(2.6) (10.5)(18.4)(5.3)(2.6)(0.0)(15.8) (15.8) (5.3) (2.6)(21.1)(100.0)

男性 0 6 0 1 1 0 4 1 5 0 11 29
(0.0) (20.7) (0.0)(3.4)(3.4)(0.0)(13.8) (3.4)(17.2) (0.0)(37.9)(100.0)

毎日 女性 2 8 7 2 0 0 8 15 7 1 13 63
(3.2) (12.7)(11.1)(3.2)(0.0)(0.0)(12.7) (23.8)(11.1) (1.6)(20.6)(100.0)

男性 0 0 0 0 0 0 2 2 4 0 40 48
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0) (4.2) (4.2) (8.3) (0.0)(83.3)(100.0)

読売 女性 1 2 6 0 0 1 15 23 6 0 14 68
(1.5) (2.9) (8.8)(0.0)(0.0)(1.5)(22.1) (33.8) (8.8) (0.0)(20.6)(100.0)

男性 3 1 0 0 0 4 1 2 9 0 28 48
(6.3) (2.1) (0.0)(0.0)(0.0)(8.3) (2.1) (4.2)(18.8) (0.0)(58.3)(100.0)



き
い
。

〞
女
性
〝〞
男
性
〝
冠
詞
に
つ
い
て
は
、「
国
際
面
」

で
三
紙
に
違
い
が
み
ら
れ
、
朝
日
四
件
、
一
〇
・
五

％
対
六
件
、
二
〇
・
七
％
、
毎
日
二
件
、
三
・
二
％

対
〇
件
、
〇
％
、
読
売
一
件
、
一
・
五
％
対
三
件
、

六
・
三
％
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
一
方
、「
文
化
・

メ
デ
ィ
ア
」
で
は
、
朝
日
六
件
、
一
五
・
八
％
対
一

件
、
三
・
四
％
、
毎
日
一
五
件
、
二
三
・
八
％
対
二

件
、
四
・
二
％
、
読
売
二
三
件
、
三
三
・
八
％
対
二

件
、
四
・
二
％
と
、
い
ず
れ
の
新
聞
に
お
い
て
も
性

別
に
よ
る
違
い
が
み
ら
れ
た
。「
社
会
」
で
も
、「
文

化
・
メ
デ
ィ
ア
」
同
様
、
朝
日
八
件
、
二
一
・
一
％

対
一
一
件
、
三
七
・
九
％
、
毎
日
一
三
件
、
二
〇
・

六
％
対
四
〇
件
、
八
三
・
三
％
、
読
売
一
四
件
、
二

〇
・
六
％
対
二
八
件
、
五
八
・
三
％
と
、
差
が
み
ら

れ
た
。女

流
」
に
つ
い
て
は
、
毎
日
の
「
地
域
」
で
四

件
、
読
売
の
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
一
件
用
い
ら
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〝女性/男
性〟冠 詞
小計

女性 4 14 20 4 1 1 29 44 15 2 35 169
(2.4) (8.3)(11.8)(2.4)(0.6)(0.6)(17.2) (26.0) (8.9) (1.2)(20.7)(100.0)

男性 3 7 0 1 1 4 7 5 18 0 79 125
(2.4) (5.6) (0.0)(0.8)(0.8)(3.2) (5.6) (4.0)(14.4) (0.0)(63.2)(100.0)

朝日 女流 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (00.0)

毎日 女流 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0) (0.0) (0.0)(100.0) (0.0) (0.0)(100.0)

読売 女流 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0) (0.0)(100.0) (0.0) (0.0) (0.0)(100.0)

〝女流〟冠
詞小計

女流 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 5
(0.0) (0.0) (0.0)(0.0)(0.0)(0.0) (0.0) (20.0)(80.0) (0.0) (0.0)(100.0)

朝日 女性冠
詞合計

4 7 10 2 1 2 8 41 17 5 55 152
(2.6) (4.6) (6.6)(1.3)(0.7)(1.3) (5.3) (27.0)(11.2) (3.3)(36.2)(100.0)

男性冠
詞合計

0 9 1 2 1 1 4 2 11 2 33 66
(0.0) (13.6) (1.5)(3.0)(1.5)(1.5) (6.1) (3.0)(16.7) (3.0)(50.0)(100.0)

毎日 女性冠
詞合計

7 26 15 3 0 0 25 67 15 6 77 241
(2.9) (10.8) (6.2)(1.2)(0.0)(0.0)(10.4) (27.8) (6.2) (2.5)(32.0)(100.0)

男性冠
詞合計

3 7 8 1 0 3 4 7 8 0 87 128
(2.3) (5.5) (6.3)(0.8)(0.0)(2.3) (3.1) (5.5) (6.3) (0.0)(68.0)(100.0)

読売 女性冠
詞合計

1 7 6 0 0 8 28 53 18 5 82 208
(0.5) (3.4) (2.9)(0.0)(0.0)(3.8)(13.5) (25.5) (8.7) (2.4)(39.4)(100.0)

男性冠
詞合計

3 1 0 0 0 4 2 7 12 0 64 93
(3.2) (1.1) (0.0)(0.0)(0.0)(4.3) (2.2) (7.5)(12.9) (0.0)(68.8)(100.0)

総 計 女性冠
詞合計

12 40 31 5 1 10 61 161 50 16 214 601
(2.0) (6.7) (5.2)(0.8)(0.2)(1.7)(10.1) (26.8) (8.3) (2.7)(35.6)(100.0)

男性冠
詞合計

6 17 9 3 1 8 10 16 31 2 184 287
(2.1) (5.9) (3.1)(1.0)(0.3)(2.8) (3.5) (5.6)(10.8) (0.7)(64.1)(100.0)



れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、「
男
流
」
と
い
う
用
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

次
に
、
表
３
か
ら
、
女
性
冠
詞
を
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
三
紙
合
計

で
「
生
活
・
文
化
系
」
が
一
四
〇
件
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
に
占
め
る
割
合
は
五
〇
・
四
％
、「
社
会
系
」
が
一
一
一
件
、
三
九
・
九
％
と

多
く
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
は
二
七
件
、
九
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
記
事
の
〞
硬
軟
〝
で
対
照
さ
せ
て
み
と
、〞
女
〝
冠
詞
は

〞
軟
ら
か
い
〝
記
事
に
多
い
、
と
く
く
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。「
生
活
・
文
化
系
」
の
中
の
芸
能
関
係
で
「
女
優
」
の
使
用
が
、
ス
ポ
ー

ツ
で
「
女
王
」
が
、「
社
会
系
」
で
は
「
女
児
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
か
っ
た
。

ま
た
、〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
も
「
社
会
系
」
で
六
八
件
、
四
五
・
六
％
、「
生
活
・
文
化

系
」
で
六
二
件
、
四
一
・
六
％
と
多
く
、「
政
治
・
経
済
系
」
は
一
九
件
、
一
二
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、〞
女
〝
冠
詞
と
似
た
分
布
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
〞
女
子
〝
冠
詞
つ
き
の
主
要
な
こ
と
ば
は
、「
女
子
高
生
」「
女
子
生
徒
」「
女
子
大
生
」
な
ど
で
あ
り
、
学
校
の

生
徒
・
学
生
が
「
生
活
・
文
化
系
」
と
「
社
会
系
」
に
登
場
す
る
率
が
高
い
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
四
三
件
、
二
五
・
二
％
と
使
用
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、「
女
性
医
師
」「
女
性
記
者
」「
女
性
教
諭
」
な
ど
、
成
人
の
、
専
門
的
な
職
業
に
就
く
女
性
に
関
す
る
用
例
が
多

い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
女
性
の
社
会
進
出
に
と
も
な
い
、
政
治
・
経
済
分
野
で
女
性
の
活
躍
が
目
立
つ
の
は
よ
い
と
し
て
、
後
に

み
る
よ
う
に
、
男
性
冠
詞
と
は
非
対
称
で
、
そ
の
目
立
ち
方
が
、「
有
徴
の
性
」
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

そ
の
他
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
は
〞
女
流
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
生
活
・

文
化
系
」
に
登
場
し
て
い
た
。

同
じ
く
表
３
で
、
男
性
冠
詞
の
分
布
を
み
る
と
、「
社
会
系
」
で
の
使
用
比
率
が
女
性
よ
り
も
高
く
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語

は
三
六
件
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
に
占
め
る
割
合
は
五
二
・
二
％
、〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
は
、
六
九
件
、
七
四
・
二
％
に
及
ん
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表3 紙面ジャンル・新聞銘柄別にみた「女性冠詞」「男性冠詞」の出現頻度
(単位：件、( )内は％)

性別冠詞 新聞銘柄 政治･経済系 生活･文化系 社会系 合 計
女 朝日 5 37 30 72

(6.9) (51.4) (41.7) (100.0)
毎日 19 52 42 113

(16.8) (46.0) (37.2) (100.0)
読売 3 51 39 93

(3.2) (54.8) (41.9) (100.0)
〝女〟冠詞
小 計

27 140 111 278
(9.7) (50.4) (39.9) (100.0)

男 朝日 3 9 6 18
(16.7) (50.0) (33.3) (100.0)

毎日 14 3 28 45
(31.1) (6.7) (62.2) (100.0)

読売 0 4 2 6
(0.0) (66.7) (33.3) (100.0)

〝男〟冠詞
小 計

17 16 36 69
(24.6) (23.2) (52.2) (100.0)

女子 朝日 4 21 17 42
(9.5) (50.0) (40.5) (100.0)

毎日 13 26 22 61
(21.3) (42.6) (36.1) (100.0)

読売 2 15 29 46
(4.3) (32.6) (63.0) (100.0)

〝女子〟冠詞
小 計

19 62 68 149
(12.8) (41.6) (45.6) (100.0)

男子 朝日 2 1 16 19
(10.5) (5.3) (84.2) (100.0)

毎日 5 11 19 35
(14.3) (31.4) (54.3) (100.0)

読売 0 5 34 39
(0.0) (12.8) (87.2) (100.0)

〝男子〟冠詞
小 計

7 17 69 93
(7.5) (18.3) (74.2) (100.0)

女性 朝日 15 15 8 38
(39.5) (39.5) (21.1) (100.0)

毎日 19 31 13 63
(30.2) (49.2) (20.6) (100.0)

読売 9 45 14 68
(13.2) (66.2) (20.6) (100.0)

〝女性〟冠詞
小 計

43 91 35 169
(25.4) (53.8) (20.7) (100.0)

男性 朝日 8 10 11 29
(27.6) (34.5) (37.9) (100.0)

毎日 0 8 40 48
(0.0) (16.7) (83.3) (100.0)

読売 4 16 28 48
(8.3) (33.3) (58.3) (100.0)



で
い
た
。〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
も
「
社
会
系
」

が
七
九
件
、
六
三
・
二
％
と
高
い
一
方
で
、「
政
治
・
経
済

系
」
で
は
一
二
件
、
九
・
六
％
し
か
な
く
、〞
女
性
〝
冠
詞

の
場
合
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、〞
硬
い
〝
記
事
に

お
い
て
、
男
性
は
性
別
冠
詞
な
し
の
「
無
徴
」
で
表
示
さ

れ
、
女
性
は
、〞
女
性
〝
冠
詞
に
よ
っ
て
「
有
徴
の
性
」
と

し
て
表
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
よ
う
。

各
紙
で
の
女
性
冠
詞
の
使
い
方
の
違
い
を
み
る
と
、
読
売

の
「
生
活
・
文
化
系
」
で
は
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
と
な

る
語
が
四
五
件
、
六
六
・
二
％
と
、
他
紙
に
比
べ
て
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
生
活
面
で
「
女
性
医
師
」
の
他
、「
女
性
歌

手
」「
女
性
ボ
ー
カ
ル
」
な
ど
芸
能
系
の
職
業
に
就
い
て
い

る
女
性
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
分
、

読
売
で
は
「
政
治
・
経
済
系
」
で
〞
女
性
〝
冠
詞
が
使
用
さ

れ
る
頻
度
が
一
三
・
二
％
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

男
性
冠
詞
に
つ
い
て
は
、
朝
日
は
他
紙
よ
り
も
使
用
頻
度

が
低
い
が
、
そ
の
中
で
は
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
、〞
男
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〝男性〟冠詞
小 計

12 34 79 125
(9.6) (27.2) (63.2) (100.0)

女流 朝日 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

毎日 0 4 0 4
(0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

読売 0 1 0 1
(0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

〝女流〟冠詞
小 計

0 5 0 5
(0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

女性冠詞合計 朝日 24 73 55 152
(15.8) (48.0) (36.2) (100.0)

毎日 51 113 77 241
(21.2) (46.9) (32.0) (100.0)

読売 14 112 82 208
(6.7) (53.8) (39.4) (100.0)

総 計 89 298 214 601
(14.8) (49.6) (35.6) (100.0)

男性冠詞合計 朝日 13 20 33 66
(19.7) (30.3) (50.0) (100.0)

毎日 19 22 87 128
(14.8) (17.2) (68.0) (100.0)

読売 4 25 64 93
(4.3) (26.9) (68.8) (100.0)

総 計 36 67 184 287
(12.5) (23.3) (64.1) (100.0)



性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
が
八
件
、
二
七
・
六
％
と
比
率
が
高
い
、
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
同
紙
に
お
い
て
は
、「
生

活
・
文
化
系
」
で
、〞
男
〝
冠
詞
の
使
用
頻
度
が
九
件
、
五
〇
・
〇
％
と
、
相
対
的
に
高
か
っ
た
。
毎
日
は
、
男
性
冠
詞
の
使
用
頻
度

が
合
計
一
二
八
件
と
、
三
紙
中
最
も
高
く
、
中
で
も
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
「
社
会
系
」
で
二
八
件
、
六
二
・
二
％
、

「
政
治
・
経
済
系
」
で
一
四
件
、
三
一
・
一
％
、〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
「
生
活
・
文
化
系
」
で
一
一
件
、
三
一
・
四

％
と
、
相
対
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
読
売
も
「
社
会
系
」
で
〞
男
子
〝
の
使
用
頻
度
が
三
四
件
、
八
七
・
二
％
と
、
相
対
的
に

多
か
っ
た
。

⑷

女
性
冠
詞
と
男
性
冠
詞
の
比
較

女
性
冠
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
表
現
に
は
、
男
性
冠
詞
と
対つい
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
対
に
な
っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
対
照
さ
せ
た
の
が
、
表
４
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
女
・
男
冠
詞
の
対
の
合
計
が
多
い
順
に
並
べ
て
あ
る
。〞
か
ん
む

り
〝
は
、〞
女
〝
と
〞
男
〝
の
対
、〞
女
子
〝
と
〞
男
子
〝
の
対
、〞
女
性
〝
と
〞
男
性
〝
の
対
の
三
種
類
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
差
が

大
き
い
の
は
〞
女
〝
と
〞
男
〝
の
対
で
、〞
女
子
〝
と
〞
男
子
〝
の
対
お
よ
び
〞
女
性
〝
と
〞
男
性
〝
の
対
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
差

が
み
と
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
表
に
列
挙
し
た
以
外
の
冠
詞
表
現
は
、
す
べ
て
対
を
つ
く
ら
な
い
冠
詞
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
冠
詞
で

あ
っ
た
。
い
い
換
え
る
と
、
冠
詞
表
現
に
は
、
次
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
の
非
対
称
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

一

〞
男
性
〝
あ
る
い
は
〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
確
実
に
対
と
な
る
女
性
冠
詞
〞
女
性
〝
な
い
し

〞
女
子
〝
が
つ
く
語
が
存
在
し
、
そ
の
数
は
均
衡
し
て
い
る
。

二

だ
が
、「
逆
は
真
な
り
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、〞
女
性
〝
あ
る
い
は
〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
表
現
で
、
対
と
な
る
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〞
男
性
〝
冠
詞
な
い
し
〞
男
子
〝
冠
詞
つ

き
の
語
が
な
い
も
の
が
存
在
す
る
。

後
者
に
該
当
す
る
語
の
中
で
は
、「
女
子
高

生
」
が
計
四
〇
件
と
多
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
偏

り
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
例
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、〞
女
性
〝
と
い
う
か
ん
む
り
は
、
頻
度
が

一
〜
三
程
度
の
語
を
薄
く
広
く
、
多
種
類
つ
く

り
出
し
て
お
り
、
造
語
力
が
旺
盛
だ
と
い
う
点

で
、
今
後
も
注
意
深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

⑸

女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の
コ
レ
ス
ポ
ン
デ

ン
ス
分
析

以
下
で
は
、
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
が
、
新

聞
銘
柄
・
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
と
ど
の
よ
う
に
関
連

し
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ

ン
ス
分
析
を
行
っ
た
結
果
を
示
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
「
臨
時
一
語
」
は
、
一
時
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表4 紙面ジャンル別にみた「女性冠詞」と「男性冠詞」の対の比較
(単位：件)

女性冠詞
表 現

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計
男性冠詞
表 現

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

女児 20 17 105 142男児 16 12 35 63

女子生徒 9 1 18 28男子生徒 2 5 60 67

女優 5 78 4 87男優 0 4 0 4

女子学生 1 7 11 19男子学生 1 10 4 15

女性会社員 1 6 7 14男性会社員 0 2 10 12

女性教諭 1 3 2 6男性教諭 1 1 11 13

女子児童 2 1 9 12男子児童 2 0 2 4

女子高校生 1 6 7 14男子高校生 0 1 0 1

女性記者 7 3 0 10男性記者 0 1 0 1

女性社員 0 4 1 5男性社員 1 2 0 3

女性客 0 3 0 3男性客 0 3 1 4

女子中学生 0 3 2 5男子中学生 0 0 2 2

女性患者 0 1 1 2男性患者 1 1 3 5

女性正社員 1 0 0 1男性正社員 5 0 0 5

女性従業員 0 0 1 1男性従業員 0 1 2 3

女性職員 0 1 2 3男性職員 0 0 1 1

女性美容師 0 0 1 1男性美容師 0 0 3 3

女性運転手 0 1 1 2男性運転手 0 1 1 2

女子大学生 0 0 1 1男子大学生 0 1 1 2

女性歌手 0 2 0 2男性歌手 1 0 0 1

女性上司 0 1 0 1男性上司 0 1 0 1

女性看護師 0 0 1 1男性薬剤師 0 1 0 1

女性編集者 0 1 0 1男性編集者 0 1 0 1



的
に
し
か
使
わ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
出
現
頻
度
は
、
ご
く
低
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
低
頻
度
な
語
は
、
対
応
分
析
で
は
「
は
ず

れ
値
」
と
な
っ
て
う
ま
く
扱
え
ず
、
ま
た
、
冠
詞
表
現
が
あ
ま
り
多
す
ぎ
て
も
図
示
し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
頻
度
数
が
四
以
上
の
表

現
を
デ
ー
タ
と
し
た
。
そ
の
結
果
が
グ
ラ
フ
１
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
に
は
、
各
冠
詞
表
現
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
、
新
聞
銘
柄
の
位
置
づ
け
が

プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

紙
面
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
は
、
タ
テ
軸
で
あ
る
次
元
１
と
ヨ
コ
軸
で
あ
る
次
元
２
の
両
者
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
度
合
い
が
高
く
、
グ

ラ
フ
１
で
は
原
点
の
右
側
、
す
な
わ
ち
、
第
１
象
限
と
第
４
象
限
に
「
生
活
・
文
化
系
」、
左
上
の
第
２
象
限
に
「
社
会
系
」、
左
下
の

第
３
象
限
に
「
政
治
・
経
済
系
」
が
布
置
さ
れ
て
い
る
。
冠
詞
表
現
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
二
つ
の
次
元
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
、
原
点
の
左
上
で
あ
る
第
２
象
限
に
男
性
冠
詞
群
が
比
較
的
か
た
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
冠
詞
は
右
上
の
第
１
、
右
下
の

第
４
象
限
に
か
た
ま
り
、
第
３
象
限
に
も
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

紙
面
ジ
ャ
ン
ル
と
性
別
冠
詞
の
関
連
性
を
み
る
と
、「
生
活
・
文
化
系
」
で
「
女
優
」「
女
王
」「
女
性
社
員
」「
女
性
教
諭
」「
女
神
」

「
女
学
生
」「
女
子
大
生
」「
女
子
中
学
生
」「
女
子
高
生
」「
女
子
高
校
生
」
な
ど
が
近
い
位
置
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
女
性
冠
詞

と
こ
の
面
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、「
社
会
系
」
で
は
「
女
子
児
童
」「
女
児
」
の
ほ
か
、「
男
性
教
師
」「
男
性
教

諭
」「
男
性
医
師
」「
男
性
患
者
」「
男
子
生
徒
」「
男
性
会
社
員
」
な
ど
が
近
く
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
調
査
時
期
に
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
が
事
件
・
事
故
な
ど
で
社
会
面
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
読
者
に
対
し
で
き
ご
と
を
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
に
伝
え
よ
う
と
す
る
性
向
の
あ
る
こ
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
男
性
に
も
冠
詞
が
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
比
較
的
強
い
と
い
え
よ

う
。「
政
治
・
経
済
系
」
の
面
で
は
、
そ
ば
に
布
置
さ
れ
た
性
別
冠
詞
が
あ
ま
り
な
く
、
国
際
面
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
「
男
児
」「
男
子

児
童
」
や
「
女
性
記
者
」「
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」、
総
合
・
政
治
面
な
ど
で
み
ら
れ
た
「
女
性
天
皇
」
が
、
原
点
か
ら
や
や
遠
く
に

プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
性
別
冠
詞
が
こ
の
面
に
集
中
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
面
で
は
、
女
性
の
出
現
率
が
低
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い
一
方
、
男
性
は
、
性

別
冠
詞
な
し
の
〞
無

徴
〝
で
表
記
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。一

方
、
新
聞
銘
柄
に

つ
い
て
は
、
次
元
２
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
度

合
い
が
高
く
、
原
点
を

中
心
に
上
方
に
読
売

が
、
下
方
に
毎
日
と
朝

日
が
布
置
さ
れ
て
い

る
。
三
者
の
区
別
は
必

ず
し
も
明
白
で
は
な
い

が
、
読
売
で
は
「
社
会

系
」
で
性
別
冠
詞
が
使

用
さ
れ
る
度
合
い
が
高

く
、
朝
日
・
毎
日
で
は
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グラフ1 女性冠詞・男子冠詞のコレスポンデンス分析



「
生
活
・
文
化
系
」
や
「
政
治
・
経
済
系
」
で
使
用
率
が
高
い
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
性
別
冠
詞
と
の
関
係
で
み
る
と
、
三
紙
と
も

女
性
冠
詞
群
の
近
く
に
布
置
さ
れ
て
い
る
が
、
朝
日
・
毎
日
で
は
「
生
活
文
化
系
」
に
多
い
女
性
冠
詞
が
、
読
売
で
は
「
社
会
系
」
に

多
い
男
性
冠
詞
が
、
近
く
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
グ
ラ
フ
１
で
は
、
中
心
付
近
に
女
性
冠
詞
が
多
く
、
男
性
冠
詞
が
そ
れ
を
遠
巻
き
に
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
で
は
、
頻
度
の
多
い
表
現
は
原
点
に
寄
る
、
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
で
あ
る
が
、
女
性
冠
詞
と
男
性

冠
詞
の
不
均
等
な
関
係
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
点
付
近
に
は
、
生
徒
・
学
生
に
関
す
る
語
が
、
比
較
的
よ
く
ま
と
ま
っ
て

配
置
さ
れ
て
い
る
。

２

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

⑴

ク
ロ
ス
集
計
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
傾
向

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
、
三
紙
の
ど
の
掲
載
紙
面
で
使
わ
れ
て
い
た
か
を
ま
と
め
た
の
が
表
５
、
ま
た
、
三
紙
の
紙
面
ジ
ャ
ン

ル
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
表
６
で
あ
る
。

ま
ず
三
紙
別
に
み
る
と
、
表
５
に
み
る
よ
う
に
毎
日
は
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
多
い
の
に
対
し
、
読
売
、
朝
日
で
は

相
対
的
に
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
多
い
。
ま
た
、
表
６
で
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
の
傾
向
を
み
る
と
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん

だ
職
業
語
に
つ
い
て
は
、
朝
日
は
「
生
活
・
文
化
系
」
で
、
毎
日
と
読
売
は
「
政
治
・
経
済
系
」
で
出
現
頻
度
が
相
対
的
に
高
く
、
男

性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
で
は
、
朝
日
と
毎
日
は
「
社
会
系
」
で
、
読
売
は
「
生
活
・
文
化
系
」
で
出
現
頻
度
が
高
い
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
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具
体
的
な
職
業
語
に
つ
い
て
、
新
聞
銘
柄
と
掲
載
紙
面
に
分
け
て
表
７
に

示
し
た
。「
の
べ
語
数
」（
同
一
の
語
が
何
回
も
含
ま
れ
て
い
た
場
合
、
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
を
一
回
と
数
え
て
総
計
し
た
語
数
）
は
、
性
別
で
ほ
と
ん
ど
違
い

が
な
い
が
、「
異
な
り
語
数
」（
同
一
の
語
が
何
度
あ
ら
わ
れ
て
も
、
一
回
と

し
て
数
え
た
語
数
）
で
は
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
四
五
種

類
、
男
性
の
そ
れ
は
三
四
種
類
で
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
種

類
は
、
男
性
の
一
・
三
倍
に
達
し
て
い
る
。
し
か
も
、
男
性
の
性
を
含
み
込

ん
だ
職
業
語
は
、「
○
○
マ
ン
」
の
よ
う
に
、
語
尾
に
「
マ
ン
」
を
つ
け
た
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新聞銘柄別にみたジェンダーを含み込んだ職業語の出現頻度
（単位：件、（ )内は％)

国際 経済 科学 教育 生活 文化・
メディア 地域 スポーツ 社会 合 計

1 2 0 0 1 30 3 0 2 54
(1.9) (3.7) (0.0) (0.0) (1.9) (55.6) (5.6) (0.0) (3.7) (100.0)

2 2 1 0 5 5 1 1 11 38
(5.3) (5.3) (2.6) (0.0) (13.2) (13.2) (2.6) (2.6) (28.9) (100.0)

6 1 0 0 1 28 1 0 0 47
(12.8) (2.1) (0.0) (0.0) (2.1) (59.6) (2.1) (0.0) (0.0) (100.0)

3 3 0 0 10 24 0 10 23 80
(3.8) (3.8) (0.0) (0.0) (12.5) (30.0) (0.0) (12.5) (28.8) (100.0)

1 1 0 2 4 13 3 2 10 55
(1.8) (1.8) (0.0) (3.6) (7.3) (23.6) (5.5) (3.6) (18.2) (100.0)

0 2 0 3 5 9 0 7 2 30
(0.0) (6.7) (0.0) (10.0) (16.7) (30.0) (0.0) (23.3) (6.7) (100.0)

8 4 0 2 6 71 7 2 12 156
(5.1) (2.6) (0.0) (1.3) (3.8) (45.5) (4.5) (1.3) (7.7) (100.0)

5 7 1 3 20 38 1 18 36 148
(3.4) (4.7) (0.7) (2.0) (13.5) (25.7) (0.7) (12.2) (24.3) (100.0)

表6 紙面ジャンル・新聞銘柄別にみた
ジェンダーを含み込んだ職業語の
出現頻度

(単位：件、（ )内は％)

新聞 性別
政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

朝日 女性 18 34 2 54
(33.3) (63.0) (3.7) (100.0)

男性 15 12 11 38
(39.5) (31.6) (28.9) (100.0)

毎日 女性 17 30 0 47
(36.2) (63.8) (0.0) (100.0)

男性 13 44 23 80
(16.3) (55.0) (28.8) (100.0)

読売 女性 21 24 10 55
(38.2) (43.6) (18.2) (100.0)

男性 4 24 2 30
(13.3) (80.0) (6.7) (100.0)

総計 女性 56 88 12 156
(35.9) (56.4) (7.7) (100.0)

男性 32 80 36 148
(21.6) (54.1) (24.3) (100.0)



構
成
の
語
が
一
五
種
類
、
出
現
頻
度
で
男
性
合
計
の
約

四
割
（
六
四
件
）
を
占
め
て
お
り
、
表
現
の
種
類
は
少

な
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
女
性
の
そ
れ
は
か
な
り
多

様
で
あ
る
。

新
聞
銘
柄
と
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
次
節
の
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
で
み
て
ゆ
き
た

い
。
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表5 掲載紙面・

新聞 性別 １面 総合・
政治

朝日 女性 11 4
(20.4) (7.4)

男性 6 4
(15.8) (10.5)

毎日 女性 0 10
(0.0) (21.3)

男性 2 5
(2.5) (6.3)

読売 女性 6 13
(10.9) (23.6)

男性 2 0
(6.7) (0.0)

総計 女性 17 27
(10.9) (17.3)

男性 10 9
(6.8) (6.1)

表7 紙面ジャンル・新聞銘柄別にみた女性・男性の性を含み込んだ職業語

職 業 語

朝 日

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

毎 日

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

読 売

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

総 計

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

従軍慰安婦 3 0 0 3 12 0 0 12 11 0 0 11 26 0 0 26
ヒロイン 0 2 0 2 1 5 0 6 0 9 0 9 1 16 0 17

OL 1 2 0 3 0 6 0 6 0 4 0 4 1 12 0 13
看護婦 0 13 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 13
代理母 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 6 11 5 0 6 11
おかみ(さん) 8 0 0 8 0 1 0 1 0 0 0 0 8 1 0 9
娼婦 0 1 0 1 0 3 0 3 0 0 0 0 0 4 0 4
乳母 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0 0 0 0 4 0 4
ウェイトレス 0 0 0 0 1 2 0 3 0 0 0 0 1 2 0 3
マドンナ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2 1 2 0 3
ママさん医師 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3 1 2 0 3

女 慰安婦 0 0 0 0 2 0 0 2 1 0 0 1 3 0 0 3
従軍看護婦 1 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3
遊女 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3
キャリアウーマン 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 1 1 2
歌姫 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2
看板娘 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0 2
主婦パート 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
修道女 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0 2
女将 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0 2
売春婦 0 0 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 1 1 0 2
婦人 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2
保母 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 2 2
魔女 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 2
イメージガール 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
ギャル 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
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クラブママ 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
ご婦人 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
なでしこ火消し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
ネオナチ・ガール 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
パート 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
パート社員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1
バレリーナ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

性 ファースト･ナース 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1
ボンドガール 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
会社員女性 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
姑娘(クーニャン)巡査 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
女流 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
女郎 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
選炭婦 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
店のママ 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
尼さん 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1
婦長 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
保育ママさん 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
寮母 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1

合 計 18 34 2 54 17 30 0 47 21 24 10 55 56 88 12 156

OB 7 5 9 21 1 0 18 19 0 1 2 3 8 6 29 43
サラリーマン 2 1 0 3 6 12 2 20 0 4 0 4 8 17 2 27
ヒーロー 0 0 0 0 0 4 0 4 1 8 0 9 1 12 0 13
ビジネスマン 0 1 0 1 0 8 0 8 0 2 0 2 0 11 0 11
スポークスマン 1 0 0 1 4 1 2 7 0 0 0 0 5 1 2 8
ラッキーボーイ 0 0 0 0 0 2 0 2 0 2 0 2 0 4 0 4
紳士 1 0 0 1 2 1 0 3 0 0 0 0 3 1 0 4
ジェントルマン 1 1 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 1 2 0 3
英雄 2 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 3
若武者 0 0 0 0 0 2 0 2 0 1 0 1 0 3 0 3
商社マン 1 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2 0 3

男 カメラマン 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2
ワンマン 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 1 1 2
神父 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2
PRマン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
イエスマン 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
オンブズマン 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
カウボーイ 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
キーマン 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
サムライ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
サラリーマン氏 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
スーパーマン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1

性 ソムリエ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
ボールボーイ 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
ボス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
マエストロ 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
ルーキー 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
騎士 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
広告マン 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
広報マン 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
亭主 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
武者 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1
武将 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1
武人 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1

合 計 15 12 11 38 13 44 23 80 4 24 2 30 32 80 36 148



⑵

コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
に
み
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

の
傾
向

紙
聞
銘
柄
・
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
・
性
を

含
み
込
ん
だ
職
業
語
に
つ
い
て
コ
レ
ス

ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
を
行
っ
た
も
の
が
グ

ラ
フ
２
で
あ
る
。
な
お
、
職
業
語
に
つ

い
て
は
、
三
件
以
上
の
も
の
に
限
定

７
）

し
た
。

職
業
語
は
、
次
元
１
と
次
元
２
に
よ

っ
て
、
よ
く
説
明
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
と
新
聞
銘
柄
に
つ

い
て
も
二
つ
の
次
元
と
関
係
が
あ
る
も

の
の
、
相
対
的
に
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
は
次

元
１
、
新
聞
銘
柄
は
次
元
２
と
の
関
連

が
強
い
。

グ
ラ
フ
２
で
は
、
第
１
象
限
に
「
政

治
・
経
済
系
」
と
関
係
の
強
い
職
業
語
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グラフ2 ジェンダーを含み込んだ職業語のコレスポンデンス分析



が
布
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
従
軍
慰
安
婦
」
と
「
慰
安
婦
」
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
位
置
に
あ
り
、
同
義
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
国
会
等
で
「
慰
安
婦
問
題
」
が
爼
上
に
の
ぼ
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
お
か
み
（
さ
ん
）」
が
こ
の
領
域
に
出
現
し

て
い
る
の
は
、
奇
異
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
面
で
相
撲
部
屋
の
「
お
か
み
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。「
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」
が
こ
こ
に
布
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
際
面
な
ど
で
海
外
動
向
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
紙
面
ジ
ャ

ン
ル
の
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。「
代
理
母
」
は
、
母
親
が
娘
夫
婦
の
子
を
代
理
出
産
し
た
ス
ク
ー
プ
が
影
響
し
て
い
る
。

次
に
、
第
２
象
限
に
は
、
読
売
新
聞
が
布
置
さ
れ
、
そ
の
近
く
に
「
マ
ド
ン
ナ
」「
マ
マ
さ
ん
医
師
」
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
３
象
限
に
は
「
生
活
・
文
化
系
」、
第
４
象
限
に
は
「
社
会
系
」
が
布
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
３
象
限
に
は
、

「
遊
女
」「
娼
婦
」「
看
護
婦
」
と
い
っ
た
も
は
や
現
実
の
社
会
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
（
あ
る
い
は
改
変
さ
れ
て
い
る
）
語

が
み
ら
れ
る
。「
若
武
者
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
へ
の
比
喩
で
あ
る
。
こ
の
第
３
象
限
に
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」「
商
社
マ
ン
」「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
」
や
「
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
」「
Ｏ
Ｌ
」
と
い
っ
た
、〞
都
心
の
男
性
職
〝
お
よ
び
そ
れ
と
対
称
を
な
す
〞
都
心
の
女
性
職
〝
の
か

た
ま
り
も
み
ら
れ
、「
生
活
・
文
化
系
」
と
近
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
第
４
象
限
の
「
社
会
系
」
の
近
く
に
は
「
Ｏ
Ｂ
」
が
布
置
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、〞
天
下
り
〝
に
関
す
る
記
事
の
掲
載
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
象
限
に
は
朝
日
新
聞
が
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
当

紙
に
お
い
て
、
第
４
象
限
に
あ
ら
わ
れ
た
語
の
使
用
率
が
高
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
原
点
近
く
に
男
性
職
業
語
が
多
く
、
そ
の
周
り

に
女
性
職
業
語
が
多
い
。
こ
れ
は
、
女
性
職
業
語
で
は
、
低
頻
度
の
多
様
な
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ことばの出現頻度
（単位：件、（ )内は％)

スポーツ 社会 合 計

5 18 75
(6.7) (24.0) (100.0)

1 12 26
(3.8) (46.2) (100.0)

3 34 105
(2.9) (32.4) (100.0)

0 19 29
(0.0) (65.5) (100.0)

3 27 104
(2.9) (26.0) (100.0)

2 11 28
(7.1) (39.3) (100.0)

11 79 284
(3.9) (27.8) (100.0)

3 42 83
(3.6) (50.6) (100.0)



表
現
が
広
く
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
職
業
語
で
は
、「
Ｏ
Ｂ
」「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
っ
た
、
反
復
し
て
用
い
ら
れ
る
語
の
比
率
が
高
い
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
。

三
つ
の
新
聞
銘
柄
の
布
置
関
連
を
み
て
お
く
と
、
朝
日
新
聞
は
、
原
点
を

は
さ
ん
で
読
売
新
聞
と
対
極
的
な
位
置
に
あ
り
、
原
点
付
近
に
は
毎
日
新
聞

が
置
か
れ
る
と
い
う
位
置
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

３

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

⑴

ク
ロ
ス
集
計
に
み
る
傾
向

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
新

聞
銘
柄
と
掲
載
紙
面
と
で
、
お
よ
び
新
聞
銘
柄
と
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
と
で
ク
ロ

ス
集
計
を
行
っ
た
結
果
が
、
表
８
と
表
９
で
あ
る
。

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
は
、
三
紙
と
も
「
生
活
・
文

化
系
」
で
出
現
頻
度
が
高
く
、
中
で
も
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」「
生
活
」
面

で
の
使
用
が
目
に
つ
く
。
一
方
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と

ば
に
つ
い
て
は
、
三
紙
と
も
「
社
会
系
」
で
出
現
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
読
売
で
は
、
そ
れ
以
上
に
「
生
活
・
文
化
系
」
で
多
用
さ
れ
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表8 掲載紙面・新聞銘柄別にみた他者との関係で女性・男性をあらわす

新聞 性別 １面 総合・
政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化・

メディア 地域

朝日 女性 2 18 7 0 0 0 11 11 3
(2.7) (24.0) (9.3) (0.0) (0.0) (0.0) (14.7) (14.7) (4.0)

男性 6 2 0 0 0 0 2 3 0
(23.1) (7.7) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (7.7) (11.5) (0.0)

毎日 女性 2 14 10 2 0 0 17 18 5
(1.9) (13.3) (9.5) (1.9) (0.0) (0.0) (16.2) (17.1) (4.8)

男性 1 2 0 0 0 0 3 4 0
(3.4) (6.9) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (10.3) (13.8) (0.0)

読売 女性 2 6 5 3 0 6 11 27 14
(1.9) (5.8) (4.8) (2.9) (0.0) (5.8) (10.6) (26.0) (13.5)

男性 0 2 0 0 0 3 0 9 1
(0.0) (7.1) (0.0) (0.0) (0.0) (10.7) (0.0) (32.1) (3.6)

総計 女性 6 38 22 5 0 6 39 56 22
(2.1) (13.4) (7.7) (1.8) (0.0) (2.1) (13.7) (19.7) (7.7)

男性 7 6 0 0 0 3 5 16 1
(8.4) (7.2) (0.0) (0.0) (0.0) (3.6) (6.0) (19.3) (1.2)



て
お
り
、
特
に
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
面
で
使
用
が
目
立
つ
。

総
合
計
数
（
延
べ
語
数
）
で
み
る
と
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ

ら
わ
す
こ
と
ば
は
、
男
性
の
そ
れ
の
三
倍
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
を
あ
ら
わ
す
個
々
の
こ
と
ば
を
、
新

聞
銘
柄
お
よ
び
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
に
、
表
10
に
示
し
た
。
他
者
と
の
関

係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
語
は
、
異
な
り
語
数
に
お
い
て
男
性
の
約
三
倍

と
、
多
様
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
新
聞
銘
柄
と
紙
面

ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の
と
こ

ろ
で
ま
と
め
て
述
べ
た
い
。
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表9 紙面ジャンル・新聞銘柄別にみた
他者との関係で女性・男性をあら
わすことばの出現頻度

(単位：件、（ )内は％)

新聞 性別
政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

朝日 女性 27 30 18 75
(36.0) (40.0) (24.0) (100.0)

男性 8 6 12 26
(30.8) (23.1) (46.2) (100.0)

毎日 女性 28 43 34 105
(26.7) (41.0) (32.4) (100.0)

男性 3 7 19 29
(10.3) (24.1) (65.5) (100.0)

読売 女性 16 61 27 104
(15.4) (58.7) (26.0) (100.0)

男性 2 15 11 28
(7.1) (53.6) (39.3) (100.0)

総計 女性 71 134 79 284
(25.0) (47.2) (27.8) (100.0)

男性 13 28 42 83
(15.7) (33.7) (50.6) (100.0)
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表10 紙面ジャンル・新聞銘柄別他者との関係で女性・男性をあらわすことば
(単位：件)

他者との関係

朝 日

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

毎 日

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

読 売

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

総 計

政治・
経済系

生活・
文化系

社会系 合 計

主婦 7 8 9 24 6 15 21 42 0 31 11 42 13 54 41 108
～夫人 2 3 0 5 10 0 0 10 6 9 5 20 18 12 5 35
皇后 2 0 8 10 1 0 10 11 2 1 6 9 5 1 24 30
奥さん 1 5 0 6 2 3 2 7 1 4 0 5 4 12 2 18
姑 10 1 0 11 0 2 0 2 0 3 0 3 10 6 0 16
夫人 1 2 0 3 3 2 0 5 2 1 0 3 6 5 0 11
内縁の妻 1 3 0 4 0 0 0 0 2 0 2 4 3 3 2 8
ファーストレディー 1 0 0 1 2 0 0 2 3 0 1 4 6 0 1 7
嫁 0 0 0 0 1 2 1 4 0 3 0 3 1 5 1 7
愛妻 0 0 0 0 0 4 0 4 0 1 0 1 0 5 0 5

女 王女 0 0 0 0 1 1 0 2 0 2 0 2 1 3 0 4
花嫁 0 0 0 0 0 2 0 2 0 2 0 2 0 4 0 4
専業主婦 0 2 0 2 2 0 0 2 0 0 0 0 2 2 0 4
女房 0 1 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 1 3
シングルマザー 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 2
愛人 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2
新妻 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2
姫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 2 0 2
令嬢 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2
～嬢 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
～天皇妃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
～妃 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

性 お姫さま 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
かみさん 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
まな娘 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
家内 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
寡婦 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
古女房 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
妾 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1
情婦 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
新婦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1
貞女 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
内縁者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1

合 計 27 30 18 75 28 43 34 105 16 61 27 104 71 134 79 284

王子 0 1 11 12 1 0 13 14 0 2 9 11 1 3 33 37
御曹司 3 2 1 6 0 1 0 1 0 7 0 7 3 10 1 14
皇子 0 0 0 0 1 0 6 7 2 0 0 2 3 0 6 9

男 皇太子 3 0 0 3 1 4 0 5 0 0 0 0 4 4 0 8
主人 0 2 0 2 0 1 0 1 0 3 0 3 0 6 0 6
新郎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 0 2 1 3
親王 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 1 1 2

性 旦那 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
亭主 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
婿 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

合 計 8 6 12 26 3 7 19 29 2 15 11 28 13 28 42 83



⑵

コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析

に
み
る
傾
向

新
聞
銘
柄
お
よ
び
紙
面
ジ
ャ

ン
ル
、
そ
し
て
他
者
と
の
関
係

で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ

る
こ
と
ば
に
つ
い
て
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
行
っ
た
も
の

が
グ
ラ
フ
３
で
あ
る
。
な
お
、

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性

が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
に
関

し
て
は
、
使
用
頻
度
が
三
件
以

上
の
も
の
に
限
定
し
、
ま
た
、

表
記
の
ゆ
れ
を
統
一
し
た
。

「
○
○
夫
人
」
と
あ
る
の
は
、

固
有
名
詞
に
「
夫
人
」
が
つ
い

た
も
の
で
あ
る
。「
か
み
さ
ん
」

は
、「
職
業
語
」
に
も
出
て
い

る
が
、
こ
こ
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
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グラフ3 他者との関係で女性・男性をあらわす語のコレスポンデンス分析



の
は
妻
の
意
味
の
用
例
で
あ
る
。

他
者
と
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
は
、
次
元
１
と
次
元
２
の
両
方
に
関
連
が
深
く
、
グ
ラ
フ
の
右
側
が
「
社
会

系
」、
上
側
が
「
政
治
・
経
済
系
」、
下
側
に
「
生
活
・
文
化
系
」
が
布
置
さ
れ
て
お
り
、
頻
出
語
が
そ
れ
ら
の
領
域
と
関
連
す
る
形
で

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
第
２
象
限
で
は
、「
政
治
・
経
済
系
」
の
周
り
に
「
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
」「
夫

人
」「
〇
〇
夫
人
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
首
相
の
妻
で
あ
る
安
倍
昭
恵
ほ
か
、「
劉
少
奇
氏
夫
人
」「
テ
キ
サ
ス
州
知
事
夫
人
」

な
ど
、
政
治
家
の
妻
が
こ
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で
扱
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、「
社
会
系
」
の
近
く
に
は
、「
皇
太
子
」「
皇
后
」

「
親
王
」
と
い
う
皇
族
関
係
の
語
が
布
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
生
活
・
文
化
系
」
の
そ
ば
に
は
、「
嫁
」「
愛
妻
」「
花
嫁
」、
ま
た

「
奥
さ
ん
」、
そ
れ
に
「
旦
那
」
や
「
主
人
」
が
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

新
聞
銘
柄
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
判
別
力
が
な
か
っ
た
が
、
次
元
２
と
の
関
係
が
強
く
、
上
方
の
「
政
治
・
経
済
系
」
に
近
い
と
こ
ろ

に
朝
日
、
下
方
の
「
生
活
文
化
系
」
に
近
い
と
こ
ろ
に
読
売
、
原
点
付
近
に
毎
日
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

４

さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け

⑴

ク
ロ
ス
集
計
に
み
る
傾
向

最
後
に
、「
さ
ん
」
と
「
氏
」
お
よ
び
「
ち
ゃ
ん
」
と
「
君
」
の
四
種
類
の
敬
称
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
こ
れ
ら

は
、「
接
尾
辞
型
敬
称
」
と
呼
ば
れ
、
敬
称
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
敬
称
は
、
日
本
語
の
敬
語
体
系
の
一
部

で
あ
る
が
、
社
会
的
な
諸
条
件
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
敬
称
が
用
い
ら
れ
る

か

こ
こ
で
は
特
に
ど
ん
な
接
尾
型
敬
称
が
用
い
ら
れ
る
か

は
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
扱
い
の
違
い
の
指
標
と
な
り
得
る
。
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同
一
記
事
内
で
一
方
の
性
が
単
一
敬
称
で
登
場
し
た
場
合
に
つ
い
て
集
計
し
た
の
が
、
表
11
と
表
12
で
あ
る
。
三
紙
と
も
、「
氏
」

は
女
性
よ
り
男
性
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
女
性
に
対
し
て
は
、「
氏
」
よ
り
も
「
さ
ん
」
を
用
い
る
頻
度
が
高
く
、
こ
の
傾
向
は
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
全
紙
面
に
み
ら

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
敬
称
の
使
い
方
に
性
別
に
よ
る
違
い
が
あ
る
か
否
か
を
、
表
13
に
よ
っ
て
検
証
し
て
み
よ

う
。ま

ず
、
単
純
な
も
の
か
ら
み
る
と
、「
ち
ゃ
ん
」
と
「
君
」
の
使
用
実
態
は
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
少
な
く
、「
生
活
・
文
化
系
」

と
「
社
会
系
」
で
多
い
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
使
い
分
け
が
明
瞭
に
み
て
取
れ
る
分
布
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
未
成
年
の
女
子
・
男
子
へ
の
呼
び
方
慣
行
か
ら
予
想
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
新
聞
の
よ
う
な
文
字
数
の
制
約
の
強
い
媒
体
で

は
、
異
な
る
敬
称
使
用
に
よ
り
性
別
表
記
を
省
略
で
き
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ろ
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
も
そ
も
性
別
表
記

が
不
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ん
」
と
「
氏
」
に
つ
い
て
は
、「
ち
ゃ
ん
」
と
「
君
」
の
よ
う
な
明
瞭
な
相
補
的
分
布
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
が
、
性
別
に
よ
る

使
い
分
け
の
傾
向
は
み
ら
れ
る
。
表
13
中
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
政
治
・
経
済
系
」
領
域
の
女
性
に
つ
い
て
は
、「
さ
ん
」
が

「
氏
」
の
二
・
七
倍
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
の
場
合
は
〇
・
二
倍
（
つ
ま
り
「
氏
」
が
「
さ
ん
」
の
四
・
六
倍
）
と
、
逆
の

関
係
に
あ
る
。
こ
の
不
均
等
関
係
は
、「
生
活
・
文
化
系
」
と
「
社
会
系
」
と
い
う
「
ソ
フ
ト
」
な
記
事
領
域
で
は
、
さ
ら
に
大
き
く

広
が
っ
て
お
り
、
前
者
で
は
女
性
が
六
五
・
〇
倍
に
対
し
男
性
が
二
・
二
倍
、
後
者
で
は
女
性
が
一
二
九
・
〇
倍
に
対
し
男
性
は
四
・

一
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
比
率
に
は
、
新
聞
銘
柄
に
よ
っ
て
、
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
、
表
14
で
あ
る
。
読
売
で
は
、
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表11 掲載紙面・新聞銘柄別にみた敬称の出現頻度
（単位：件、（ )内は％)

敬 称 新 聞 性別 １面
総合・
政治

国際 経済 科学 教育 生活
文化･メ
ディア

地域 スポーツ 社会 総 計

氏 朝日 男性 112 390 201 73 1 0 0 87 10 64 67 1005
(11.1) (38.8) (20.0) (7.3) (0.1) (0.0) (0.0) (8.7) (1.0) (6.4) (6.7) (100.0)

女性 6 13 7 1 0 0 0 4 0 0 2 33
(18.2) (39.4) (21.2) (3.0) (0.0) (0.0) (0.0) (12.1) (0.0) (0.0) (6.1) (100.0)

毎日 男性 61 202 221 35 3 0 2 49 10 45 30 658
(9.3) (30.7) (33.6) (5.3) (0.5) (0.0) (0.3) (7.4) (1.5) (6.8) (4.6) (100.0)

女性 4 5 9 0 0 0 0 1 0 0 0 19
(21.1) (26.3) (47.4) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (5.3) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)

読売 男性 54 349 113 51 0 28 1 73 13 40 36 758
(7.1) (46.0) (14.9) (6.7) (0.0) (3.7) (0.1) (9.6) (1.7) (5.3) (4.7) (100.0)

女性 3 11 2 1 0 0 0 1 1 0 0 19
(15.8) (57.9) (10.5) (5.3) (0.0) (0.0) (0.0) (5.3) (5.3) (0.0) (0.0) (100.0)

氏」合計 男性 227 941 535 159 4 28 3 209 33 149 133 2421
(9.4) (38.9) (22.1) (6.6) (0.2) (1.2) (0.1) (8.6) (1.4) (6.2) (5.5) (100.0)

女性 13 29 18 2 0 0 0 6 1 0 2 71
(18.3) (40.8) (25.4) (2.8) (0.0) (0.0) (0.0) (8.5) (1.4) (0.0) (2.8) (100.0)

さん 朝日 男性 45 68 36 23 20 4 56 121 60 26 164 623
(7.2) (10.9) (5.8) (3.7) (3.2) (0.6) (9.0) (19.4) (9.6) (4.2) (26.3) (100.0)

女性 2 13 41 9 2 0 36 29 22 2 69 225
(0.9) (5.8) (18.2) (4.0) (0.9) (0.0) (16.0) (12.9) (9.8) (0.9) (30.7) (100.0)

毎日 男性 32 83 22 8 4 3 33 148 63 9 186 591
(5.4) (14.0) (3.7) (1.4) (0.7) (0.5) (5.6) (25.0) (10.7) (1.5) (31.5) (100.0)

女性 8 22 24 13 0 2 45 59 39 11 78 301
(2.7) (7.3) (8.0) (4.3) (0.0) (0.7) (15.0) (19.6) (13.0) (3.7) (25.9) (100.0)

読売 男性 19 32 3 4 4 56 106 128 94 35 199 680
(2.8) (4.7) (0.4) (0.6) (0.6) (8.2) (15.6) (18.8) (13.8) (5.1) (29.3) (100.0)

女性 9 13 10 1 0 30 79 47 49 5 111 354
(2.5) (3.7) (2.8) (0.3) (0.0) (8.5) (22.3) (13.3) (13.8) (1.4) (31.4) (100.0)

さん」合計 男性 96 183 61 35 28 63 195 397 217 70 549 1894
(5.1) (9.7) (3.2) (1.8) (1.5) (3.3) (10.3) (21.0) (11.5) (3.7) (29.0) (100.0)

女性 19 48 75 23 2 32 160 135 110 18 258 880
(2.2) (5.5) (8.5) (2.6) (0.2) (3.6) (18.2) (15.3) (12.5) (2.0) (29.3) (100.0)

ちゃん 朝日 男性 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 3
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (33.3) (0.0) (0.0) (33.3) (33.3) (100.0)

女性 0 1 0 0 0 0 7 5 5 2 4 24
(0.0) (4.2) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (29.2) (20.8) (20.8) (8.3) (16.7) (100.0)

毎日 男性 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 2 5
(0.0) (0.0) (20.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (20.0) (0.0) (20.0) (40.0) (100.0)

女性 0 5 1 0 0 0 0 9 0 0 27 42
(0.0) (11.9) (2.4) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (21.4) (0.0) (0.0) (64.3) (100.0)

読売 男性 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 4
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (25.0) (25.0) (50.0) (100.0)

女性 1 0 0 0 0 1 2 4 0 4 9 21
(4.8) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (4.8) (9.5) (19.0) (0.0) (19.0) (42.9) (100.0)

ちゃん」 男性 0 0 1 0 0 0 1 1 1 3 5 12
合計 (0.0) (0.0) (8.3) (0.0) (0.0) (0.0) (8.3) (8.3) (8.3) (25.0) (41.7) (100.0)
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女性 1 6 1 0 0 1 9 18 5 6 40 87
(1.1) (6.9) (1.1) (0.0) (0.0) (1.1) (10.3) (20.7) (5.7) (6.9) (46.0) (100.0)

君 朝日 男性 1 5 1 0 0 5 7 6 14 1 13 53
(1.9) (9.4) (1.9) (0.0) (0.0) (9.4) (13.2) (11.3) (26.4) (1.9) (24.5) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

毎日 男性 0 4 5 0 0 0 0 1 1 0 0 11
(0.0) (36.4) (45.5) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (9.1) (9.1) (0.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

読売 男性 0 0 0 1 0 5 2 9 3 0 0 20
(0.0) (0.0) (0.0) (5.0) (0.0) (25.0) (10.0) (45.0) (15.0) (0.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

君」合計 男性 1 9 6 1 0 10 9 16 18 1 13 84
(1.2) (10.7) (7.1) (1.2) (0.0) (11.9) (10.7) (19.0) (21.4) (1.2) (15.5) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

氏とさん併用 朝日 男性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

毎日 男性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

読売 男性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

氏」さん」 男性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
併用合計 (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

あだ名＋さん 朝日 男性 2 1 1 0 0 0 0 6 1 5 2 18
(11.1) (5.6) (5.6) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (33.3) (5.6) (27.8) (11.1) (100.0)

女性 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2
(0.0) (50.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (50.0) (0.0) (0.0) (100.0)

毎日 男性 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 8
(25.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (37.5) (37.5) (100.0)

女性 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)

読売 男性 3 1 0 1 0 0 0 0 11 6 5 27
(11.1) (3.7) (0.0) (3.7) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (40.7) (22.2) (18.5) (100.0)

女性 0 0 0 2 0 0 4 1 1 0 0 8
(0.0) (0.0) (0.0) (25.0) (0.0) (0.0) (50.0) (12.5) (12.5) (0.0) (0.0) (100.0)

あだ名＋ 男性 7 2 1 1 0 0 0 6 12 14 10 53
さん」合計 (13.2) (3.8) (1.9) (1.9) (0.0) (0.0) (0.0) (11.3) (22.6) (26.4) (18.9) (100.0)

女性 0 1 0 2 0 0 4 4 2 0 0 13
(0.0) (7.7) (0.0) (15.4) (0.0) (0.0) (30.8) (30.8) (15.4) (0.0) (0.0) (100.0)
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表12 紙面ジャンル・新聞銘柄別にみた敬称の出現頻度
（単位：件、（ )内は％)

敬 称 新聞 性別 政治・経済系 生活・文化系 社会系 総 計
氏 朝日 男性 777 161 67 1005

(77.3) (16.0) (6.7) (100.0)
女性 27 4 2 33

(81.8) (12.1) (6.1) (100.0)
毎日 男性 522 106 30 658

(79.3) (16.1) (4.6) (100.0)
女性 18 1 0 19

(94.7) (5.3) (0.0) (100.0)
読売 男性 567 155 36 758

(74.8) (20.4) (4.7) (100.0)
女性 17 2 0 19

(89.5) (10.5) (0.0) (100.0)
氏」 男性 1866 422 133 2421
合計 (77.1) (17.4) (5.5) (100.0)

女性 62 7 2 71
(87.3) (9.9) (2.8) (100.0)

さん 朝日 男性 192 267 164 623
(30.8) (42.9) (26.3) (100.0)

女性 67 89 69 225
(29.8) (39.6) (30.7) (100.0)

毎日 男性 149 256 186 591
(25.2) (43.3) (31.5) (100.0)

女性 67 156 78 301
(22.3) (51.8) (25.9) (100.0)

読売 男性 62 419 199 680
(9.1) (61.6) (29.3) (100.0)

女性 33 210 111 354
(9.3) (59.3) (31.4) (100.0)

さん」 男性 403 942 549 1894
合計 (21.3) (49.7) (29.0) (100.0)

女性 167 455 258 880
(19.0) (51.7) (29.3) (100.0)

ちゃん 朝日 男性 0 2 1 3
(0.0) (66.7) (33.3) (100.0)

女性 1 19 4 24
(4.2) (79.2) (16.7) (100.0)

毎日 男性 1 2 2 5
(20.0) (40.0) (40.0) (100.0)

女性 6 9 27 42
(14.3) (21.4) (64.3) (100.0)

読売 男性 0 2 2 4
(0.0) (50.0) (50.0) (100.0)

女性 1 11 9 21
(4.8) (52.4) (42.9) (100.0)

ちゃん」 男性 1 6 5 12
合計 (8.3) (50.0) (41.7) (100.0)
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女性 8 39 40 87
(9.2) (44.8) (46.0) (100.0)

君 朝日 男性 7 33 13 53
(13.2) (62.3) (24.5) (100.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

毎日 男性 9 2 0 11
(81.8) (18.2) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

読売 男性 1 19 0 20
(5.0) (95.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

君」 男性 17 54 13 84
合計 (20.2) (64.3) (15.5) (100.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

氏とさん併用 朝日 男性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

毎日 男性 0 1 0 1
(0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

読売 男性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

氏」
さん」
併用合
計

男性 0 1 0 1
(0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

女性 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

あだ名＋さん 朝日 男性 4 12 2 18
(22.2) (66.7) (11.1) (100.0)

女性 1 1 0 2
(50.0) (50.0) (0.0) (100.0)

毎日 男性 2 3 3 8
(25.0) (37.5) (37.5) (100.0)

女性 0 3 0 3
(0.0) (100.0) (0.0) (100.0)

読売 男性 5 17 5 27
(18.5) (63.0) (18.5) (100.0)

女性 2 6 0 8
(25.0) (75.0) (0.0) (100.0)

あだ名
＋ さ
ん 」合
計

男性 11 32 10 53
(20.8) (60.4) (18.9) (100.0)

女性 3 10 0 13
(23.1) (76.9) (0.0) (100.0)



35 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その２)(田中和子ほか)

表13 紙面ジャンル・性別からみた敬称の使い分け
（単位：件、（ )内は％)

紙面ジャンル 性別 氏 女史 さん
さんと
氏併用

ちゃん 君
あだ名
＋さん

合 計
さん」と
氏」の比

政治・経済系 女性 62 0 167 0 8 0 3 240
2.7

(25.8) (0.0) (69.6) (0.0) (3.3) (0.0) (1.3) (100.0)

男性 1866 0 403 0 1 17 11 2298
0.2

(81.2) (0.0) (17.5) (0.0) (0.0) (0.7) (0.5) (100.0)

小計 1928 0 570 0 9 17 14 2538
0.3

(76.0) (0.0) (22.5) (0.0) (0.4) (0.7) (0.6) (100.0)

生活・文化系 女性 7 1 455 0 39 0 10 512
65.0

(1.4) (0.2) (88.9) (0.0) (7.6) (0.0) (2.0) (100.0)

男性 422 0 942 1 6 54 32 1457
2.2

(29.0) (0.0) (64.7) (0.1) (0.4) (3.7) (2.2) (100.0)

小計 429 1 1397 1 45 54 42 1969
3.3

(21.8) (0.1) (70.9) (0.1) (2.3) (2.7) (2.1) (100.0)

社会系 女性 2 0 258 0 40 0 0 300
129.0

(0.7) (0.0) (86.0) (0.0) (13.3) (0.0) (0.0) (100.0)

男性 133 0 549 0 5 13 10 710
4.1

(18.7) (0.0) (77.3) (0.0) (0.7) (1.8) (1.4) (100.0)

小計 135 0 807 0 45 13 10 1010
6.0

(13.4) (0.0) (79.9) (0.0) (4.5) (1.3) (1.0) (100.0)

総 計 4984 2 5548 2 198 168 132 11034
1.1

(45.2) (0.0) (50.3) (0.0) (1.8) (1.5) (1.2) (100.0)

表14 新聞銘柄・紙面ジャンル・性別からみた敬称の使い分け
(単位：件)

新聞 紙面ジャンル 性別 氏 女史 さん
さんと氏
併用

ちゃん 君
あだ名＋
さん

合 計
さん」と
氏」の比

朝日 政治・経済系 女性 27 0 67 0 1 0 1 96 2.5

男性 777 0 192 0 0 7 4 980 0.2

小計 804 0 259 0 1 7 5 1076 0.3

生活・文化系 女性 4 0 89 0 19 0 1 113 22.3

男性 161 0 267 0 2 33 12 475 1.7

小計 165 0 356 0 21 33 13 588 2.2

社会系 女性 2 0 69 0 4 0 0 75 34.5

男性 67 0 164 0 1 13 2 247 2.4

小計 69 0 233 0 5 13 2 322 3.4

毎日 政治・経済系 女性 18 0 67 0 6 0 0 91 3.7

男性 522 0 149 0 1 9 2 683 0.3

小計 540 0 216 0 7 9 2 774 0.4

生活・文化系 女性 1 1 156 0 9 0 3 170 156.0

男性 106 0 256 1 2 2 3 370 2.4

小計 107 1 412 1 11 2 6 540 3.9

社会系 女性 0 0 78 0 27 0 0 105 －

男性 30 0 186 0 2 0 3 221 6.2

小計 30 0 264 0 29 0 3 326 8.8



「
政
治
・
経
済
系
」
で
の
男
性
の
「
氏
」
づ
け
が
、「
さ
ん
」
づ
け
の
九
・
一
倍
と
と
び
抜
け
て
多
い
。

ま
た
、「
生
活
・
文
化
系
」
で
女
性
へ
の
「
さ
ん
」
づ
け
が
「
氏
」
の
一
〇
〇
倍
を
超
え
、
性
別
に
よ

り
敬
称
を
使
い
分
け
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
毎
日
に
お
い
て
も
、「
生
活
・
文
化
系
」

で
女
性
の
「
さ
ん
」
づ
け
が
明
瞭
に
出
て
い
る
。
朝
日
は
、
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別

に
み
た
敬
称
使
用
に
お
い
て
、
女
性
と
男
性
の
開
き
が
小
さ
い
も
の
の
、
性
別
に
よ
る
使
い
分
け
の
傾

向
は
同
一
方
向
に
あ
る
。

⑵

コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
に
み
る
傾
向

敬
称
を
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
と
「
そ
の
他
の
敬
称
」
に
分
け
、
性
別
・
新
聞
銘
柄
・
紙
面
ジ
ャ
ン
ル

と
の
間
で
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
を
行
っ
た
も
の
が
グ
ラ
フ
４
で
あ
る
。

敬
称
に
つ
い
て
は
、
次
元
１
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
、「
さ
ん
」
は
グ
ラ
フ
の
左
側
、「
氏
」

は
右
側
に
き
れ
い
に
分
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。「
そ
の
他
の
敬
称
」
に
つ
い
て
は
、
次
元
２
が
か
か

わ
り
、
下
部
に
位
置
し
て
い
る
。
新
聞
銘
柄
は
、
次
元
２
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
上
方
が
毎

日
、
下
方
が
読
売
、
原
点
付
近
が
朝
日
と
い
う
布
置
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
は
「
さ
ん
」
と
、
男
性
は
「
氏
」
と
、
非
常
に
関
係
が
強
く
、
連
動
し
て
い
る
結
果
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
が
こ
れ
に
関
係
し
、「
氏
」
は
「
政
治
・
経
済
系
」
と
関
連
し
、

「
さ
ん
」
は
、「
社
会
系
」
と
関
連
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
そ
の
他
の
敬
称
」
は
グ
ラ
フ
の
下
部
の

「
生
活
文
化
系
」
に
近
い
位
置
に
あ
る
。
新
聞
銘
柄
と
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
、
敬
称
の
関
係
を
み
る
と
、
朝
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読売 政治・経済系 女性 17 0 33 0 1 0 2 53 1.9

男性 567 0 62 0 0 1 5 635 0.1

小計 584 0 95 0 1 1 7 688 0.2

生活・文化系 女性 2 0 210 0 11 0 6 229 105.0

男性 155 0 419 0 2 19 17 612 2.7

小計 157 0 629 0 13 19 23 841 4.0

社会系 女性 0 0 111 0 9 0 0 120 －

男性 36 0 199 0 2 0 5 242 5.5

小計 36 0 310 0 11 0 5 362 8.6



日
に
お
い
て
男
性
の
「
氏
」
が
「
政
治
・
経
済

系
」
の
近
く
に
布
置
さ
れ
て
い
る
点
が
目
に
つ

く
。以

上
、
本
章
で
は
四
種
類
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表

現
が
、
新
聞
銘
柄
、
掲
載
紙
面
、
紙
面
ジ
ャ
ン

ル
、
性
別
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か

を
、
ク
ロ
ス
集
計
と
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析

を
用
い
て
分
析
し
た
。

得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、

「
政
治
・
経
済
系
」「
生
活
・
文
化
系
」「
社
会

系
」
と
い
う
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
は
、
そ
こ
で
用
い

ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
と
の
関
係
が
深
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
女
性
冠
詞
は

「
生
活
・
文
化
系
」
で
使
わ
れ
る
傾
向
が
強
く

み
ら
れ
、
男
性
冠
詞
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

「
社
会
系
」
で
使
わ
れ
る
傾
向
が
強
い
。

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
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は
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
政
治
的
な
イ
ッ
シ
ュ
ー
を
反
映
し
た
語
が
使
わ
れ
、「
生
活
・
文
化
系
」
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
や
「
Ｏ

Ｌ
」
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
会
社
員
を
さ
す
語
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
は
、「
政
治
・
経
済
系
」
で
政
治
家
の
妻
が
呼
称
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、「
社
会
系
」
で
男
性
の

皇
族
が
、「
生
活
・
文
化
系
」
で
妻
や
夫
を
呼
称
す
る
語
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
関
連
性
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

敬
称
に
つ
い
て
は
、「
生
活
・
文
化
系
」
お
よ
び
「
社
会
系
」
の
「
ソ
フ
ト
」
な
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に

は
「
氏
」
の
使
い
分
け
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
。

一
方
、
新
聞
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
に
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
も
の
の
、
各
銘
柄
に
よ
り
、
傾
向
性
の
違

い
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
女
性
に
つ
い
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
男
性
に
つ
い
て
の
も
の
に
比
べ
、
出
現
頻
度
が
高
く
、
種
類
も
多
様
で
あ
る
。
性

別
冠
詞
の
〞
女
性
〝
と
〞
男
性
〝
の
よ
う
に
対
称
性
の
あ
る
表
現
は
、
そ
れ
だ
け
を
み
る
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
が
な
い
よ
う
に

み
え
る
が
、
仔
細
に
出
現
頻
度
・
出
現
率
を
観
察
す
る
と
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
扱
い
方
が
対
等
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
女

性
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
前
述
し
た
「
造
語
力
」
と
い
う
点
で
は
旺
盛
で
、
多
種
多
様
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
表
示
す
る
語
を
作

り
出
し
、
新
聞
紙
面
の
あ
ち
こ
ち
で
女
性
を
「
有
徴
の
性
」
と
し
て
提
示
し
つ
づ
け
て
お
り
、
問
題
の
根
は
深
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
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Ⅱ

投
書
欄
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

１

投
書
欄
の
性
質
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
分
析
の
意
義

⑴

投
書
欄
の
歴
史

新
聞
の
投
書
欄
は
、
記
者
が
書
く
新
聞
記
事
や
解
説
な
ど
と
異
な
り
、
読
者
の
手
に
な
る
読
者
の
意
見
が
表
明
さ
れ
る
紙
面
で
あ

り
、
そ
の
歴
史
は
古
い
。

毎
日
新
聞
の
前
身
で
あ
る
東
京
日
日
新
聞
は
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
、
現
存
す
る
最
も
古
い
日
刊
新
聞
で
あ

る
が
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
一
月
一
〇
日
の
社
告
に
よ
る
と
、
前
年
の
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
は
一
三
〇

〇
通
あ
ま
り
、
そ
の
う
ち
の
三
七
四
通
が
掲
載
さ
れ
た
と

８
）

い
う
。

同
じ
く
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）、
読
売
新
聞
一
一
月
二
日
創
刊
号
の
社
告
に
も
、「
此こ
の
新しん
ぶ
ん
は
女

童

をんなこども
の
お
し
へ
に
と
て
為ため

に
な
る
事こと
柄がら
を
誰だれ
に
で
も
分わか
る
や
う
に
書か
い
て
だ
す
趣
旨
つ
も
り

で
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
耳みみ
近ちか
い
有
益

ためになる
な
こ
と
は
文ぶん
を
談
話
は
な
し

の
や
う
に
認
したためて

御お

名な
ま
へ
所ところが
き
を
し
る
し
投よせ
書ぶみ
を
偏ひとへに
願ねが
ひ
ま
す
。」
と
、
読
者
に
投
書
を
呼
び
か
け
て

９
）

い
る
。

朝
日
新
聞
の
場
合
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
一
〇
月
二
五
日
か
ら
「
電
汁
」
欄
と
い
う
記
者
が
執
筆
す
る
欄
か
ら
始
ま
り
、
同

年
一
二
月
四
日
よ
り
「
鉄てっ
箒そう
」
と
い
う
欄
に
改
題
さ
れ
、
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
か
ら
、
時
折
読
者
か
ら
の
投
書
を
載
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
「
声
」
欄
は
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
一
一
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
て

10
）

い
る
。

女
性
専
用
の
投
書
欄
と
し
て
知
ら
れ
る
朝
日
の
「
ひ
と
と
き
」
欄
は
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
一
〇
月
、
家
庭
欄
が
戦
後
復
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活
す
る
と
と
も
に
生
ま
れ
た
。
当
初
は
作
家
、
評
論
家
な
ど
が
寄
せ
る
随
想
欄
で
あ
っ
た
が
、
翌
五
二
年
一
月
か
ら
一
般
読
者
の
投
書

も
採
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
四
月
下
旬
か
ら
は
投
書
だ
け
を
載
せ
る
よ
う
に
な

11
）

っ
た
。
毎
日
の
「
女
の
気
持
」（
七
八
年
か
ら
「
女
の

気
持
ち
」）
欄
は
、
五
四
年
三
月
一
日
、
夕
刊
最
終
面
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
当
初
は
朝
日
と
同
じ
よ
う
に
女
性
の
評
論
家
ら
が
執
筆
、

読
者
か
ら
の
投
書
を
家
庭
面
で
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
九
月
か
ら
だ
と

12
）

い
う
。

現
在
の
生
活
・
家
庭
面
が
い
わ
ゆ
る
「
婦
人
欄
」「
婦
人
面
」
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
川
嶋
保
良
に

よ
る
と
、
日
刊
紙
で
男
女
同
権
論
、
女
性
の
就
職
、
育
児
の
心
得
、
女
性
の
参
政
権
な
ど
の
女
性
問
題
を
連
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
佐

賀
新
聞
の
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
年
）
二
月
一
五
日
が
、
お
そ
ら
く
嚆
矢
な
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

13
）

あ
る
。
カ
ッ
ト
入
り
の

「
欄
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
起
源
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
お
け
る
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
三
月
六
日
の
「
家
庭
の
栞
」
欄
で

14
）

あ
り
、
一
面
を
ま
る
ま
る
あ
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
四
月
三
日
の
読
売
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
で

15
）

あ
る
。「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
に
は
、
当
初
か
ら
「
婦
人
の
声
」
と
い
う
投
書
欄
が
あ
り
、
ま
た
同
年
五
月
二
日
か
ら
は
「
身
の
上

相
談
」
が
始
ま
っ
て

16
）

い
る
。

⑵

投
書
欄
の
性
質
と
機
能

投
書
欄
に
は
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
性
質
や
機
能
が
あ
る
。

ま
ず
投
書
欄
に
は
、
電
車
の
中
で
み
た
「
ち
ょ
っ
と
い
い
こ
と
」、
街
中
で
体
験
し
た
「
腹
立
た
し
い
で
き
ご
と
」
な
ど
の
体
験
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
政
治
（
家
）
へ
の
批
判
・
提
言
、
事
件
・
事
故
に
関
す
る
感
想
、
記
事
へ
の
反
響
な
ど
、〞
森
羅
万
象
〝
が
載
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
投
書
欄
の
文
章
は
、
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
読
者
の
〞
素
〝
の
ま
ま
の
意
識
・
主
張

と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
て
い
る
。
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第
三
に
、
寄
せ
ら
れ
た
投
書
を
、
投
書
担
当
以
外
の
部
署
の
人
た
ち
が
読
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
「
社
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
投
書
に

ど
れ
ほ
ど
注
目
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
新
聞
社
に
と
っ
て
投
書
欄
は
、
読
者
モ
ニ
タ
ー
的
な
機
能
を
も
有
し
て
お
り
、

記
事
や
社
論
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
に
、
そ
れ
と
も
重
な
る
が
、
投
書
欄
は
、
読
者
と
新
聞
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
側
面
が
あ

る
。
テ
レ
ビ
局
に
も
、
膨
大
な
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、
受
け
手
の
意
見
が
毎
日
の
よ
う
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
に
載
る
回
路
が
あ
る
の
は
、
編
集
部
サ
イ
ド
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
新
聞
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
読
者
と
新
聞
社
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
投
書
を
め
ぐ
っ
て
読
者
同
士
の
紙
上
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
や
り
と

り
）
が
発
生
す
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
読
者
間
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
な
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

第
五
に
、
前
述
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
投
書
欄
は
、
読
者
に
と
っ
て
開
か
れ
た
貴
重
な
ア
ク
セ
ス
空
間
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
部
の
雑
誌
や
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
投
稿
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス

に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
が
新
聞
ほ
ど
制
度
的
に
保
証
さ
れ
た
空
間
と
は
い
い
が
た
い
。
テ
レ
ビ
に
関
し
て
は
、
欧
米
で
は
、

視
聴
者
自
ら
が
番
組
枠
を
手
に
入
れ
て
、
自
ら
の
主
張
を
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
が
み
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
そ
れ
へ
向
け
た

運
動
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
や
ブ
ロ
グ
に
対
す
る
書
き
込
み
と

も
、
大
き
く
性
質
を
異
に
し
て
い
る
の
が
新
聞
の
投
書
欄
で
あ
る
。

第
六
に
、
投
書
欄
に
は
第
二
に
あ
げ
た
読
者
の
意
識
・
主
張
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
や
思
潮
、
社

会
意
識
が
反
映
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
見
田
宗
介
が
行
っ
た
「
人
生
相
談
」
の
分
析
は
、
こ
の
点
を
解
明
し
た
社
会
学
的
研
究
の
白

眉
で
あ

17
）

ろ
う
。

第
七
に
、
新
聞
社
が
正
面
切
っ
て
い
え
な
い
部
分
を
、
投
書
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
新
聞
本
紙
は
、
一
応
、
公
正
中
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立
を
旨
と
し
て
い
る
が
、「
社
」
の
方
向
性
や
記
者
の
主
張
が
全
く
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
社
説
や
論
説
、
署

名
記
事
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
書
欄
は
、
そ
れ
ら
の
方
向
性
や
主
張
を
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
と
し

て
、
外
部
の
読
者
に
新
聞
社
の
い
い
た
い
こ
と
を
代
弁
し
て
も
ら
う
、
あ
る
い
は
補
強
し
て
も
ら
う
と
い
う
機
能
を
も
有
し
て
い
る
。

現
在
、
新
聞
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
面
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
投
書
欄
は
、
朝
日
「
声
」、
毎
日
「
み
ん
な
の
広
場
」、
読
売
「
気
流
」
で
あ
る
。

読
者
投
稿
に
は
、
こ
う
い
っ
た
投
書
欄
の
ほ
か
に
、
朝
日
「
私
の
視
点
」、
毎
日
「
発
言
席
」（
日
曜
日
）
の
よ
う
な
「
識
者
」
や
一

般
の
人
（「
私
の
視
点
」
の
み
）
が
寄
稿
す
る
批
評
・
論
文
の
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
朝
日
「
朝
日
川
柳
」「
か
た
え
く
ぼ
」、
毎
日
「
ふ
ん

す
い
塔
」「
万
能
川
柳
」、
読
売
「
よ
み
う
り
時
事
川
柳
」「
Ｕ
Ｓ
Ｏ
放
送
」
な
ど
の
よ
う
な
風
刺
・
落
首
の
応
募
コ
ー
ナ
ー
、
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー
（
投
書
欄
の
カ
ッ
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
）、
各
紙
の
歌
壇
・
俳
壇
な
ど
文
芸
コ
ー
ナ
ー
、
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
生
活
面
・
家
庭
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
朝
日
「
ひ
と
と
き
」「
男
の
ひ
と
い
き
」、
毎
日
「
女
の
気
持
ち
」「
男
の
気
持
ち
」、

読
売
「
人
生
案
内
」「
ぷ
ら
ざ
」「
子
ど
も
の
詩
」
な
ど
の
投
書
欄
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
読
者
に
よ
る
番

組
批
評
の
投
稿
や
質
問
な
ど
、
数
多
く
の
読
者
参
加
の
企
画
が
あ
る
。

中
で
も
、
生
活
面
・
家
庭
面
で
の
投
書
欄
は
、
こ
の
欄
を
も
と
に
社
会
運
動
が
形
づ
く
ら
れ
た
り
、
女
性
問
題
に
関
す
る
論
争
が
起

っ
た
り
な
ど
、
幅
広
い
社
会
的
展
開
の
歴
史
が
あ
る
。
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
米
国
の
水
爆
実
験
に
よ
り
第
五
福
龍
丸
が
被
曝
し
た
際
に
、

朝
日
の
「
ひ
と
と
き
」
欄
に
載
っ
た
、
乗
組
員
の
死
を
悼
み
、
原
水
爆
禁
止
を
訴
え
る
投
書
か
ら
、
一
九
五
五
年
、
平
和
運
動
の
「
草

の
実
会
」
が
で
き
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
日
で
は
「
女
の
気
持
ち
ペ
ン
グ
ル
ー
プ
」
が
五
六
年
に
、
読
売
で
は
「
赤
で
ん

わ
」
欄
か
ら
「
こ
だ
ま
の
会
」
が
五
七
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
投
書
者
グ
ル
ー
プ
と
し
て
で
き
て

18
）

い
る
。
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⑶

読
ま
れ
て
い
る
投
書
欄

本
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
投
書
欄
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
、
ま
た
小
説
、

マ
ン
ガ
、
広
告
な
ど
を
集
計
か
ら
除
外
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
外
部
執
筆
者
や
外
部
組
織
に
よ
る
表
現
で
あ
り
、
新
聞
社
の

社
員
で
あ
る
記
者
が
書
き
・
編
集
す
る
、
新
聞
本
紙
の
記
事
と
は
性
格
を
異
に
す
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
朝
日
新
聞
社
が
二
〇
〇
七
年
に
行
っ
た

19
）

調
査
に
よ
る
と
、「
読
者
か
ら
の
投
書
」
は
、
二
九
・
一
％
の
閲
読
率
で
、

四
七
種
の
記
事
分
数
中
、
一
五
番
目
に
位
置
づ
く
人
気
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
第
五
回
目
に
あ
た
る
〇
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
は
、
投
書
欄
に
つ
い
て
も
、
の
ち
に
み
る

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
と
と
も
に
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
本
紙
と
同
一
の
基
準
・
方
法
で
カ
ウ
ン
ト
し
、
デ
ー

タ
入
力

20
）

し
た
。
こ
こ
で
は
、
一
般
投
書
面
で
あ
る
朝
日
「
声
」、
毎
日
「
み
ん
な
の
広
場
」、
読
売
「
気
流
」
と
、
生
活
面
・
家
庭
面
の

朝
日
「
ひ
と
と
き
」、
毎
日
「
女
の
気
持
ち
」、
読
売
「
人
生
案
内
」「
ぷ
ら
ざ
」
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
そ
の
他
夕
刊
の
投
書
を
も
含

む
投
書
欄
の
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
す
る
主
な
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
「
性
別
冠
詞
」「
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
」「
他
者
と
の
関
係

で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
」「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」
に
つ
い
て
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
元
に
分
析
を
行
う
。
な
お
、
投
書

者
の
氏
名
は
、
本
稿
で
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
現
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

読
者
が
使
用
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

⑴

性
別
冠
詞
の
傾
向

投
書
欄
に
お
け
る
、〞
女
〝〞
女
性
〝〞
女
子
〝〞
女
流
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
女
性
冠
詞
お
よ
び
、〞
男
〝〞
男
性
〝〞
男
子
〝
が
か
ん
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む
り
に
つ
く
男
性
冠
詞
は
、
グ
ラ
フ
５
に
み
る
よ
う
に
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
朝
夕
刊
三
紙
合
計
で
期
間
中
に
合
計
一
九
件
使
わ
れ

て
い
た
。
新
聞
本
紙
で
使
用
さ
れ
て
い
た
八
八
八
件
に
比
べ
れ
ば
、
投
書
面
・
投
書
欄
の
ス
ペ
ー
ス
が
各
紙
と
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
ご
く
微
量
で
あ
る
。
女
性
冠
詞
は
一
二
件
、
六
三
・
二
％
に
対
し
て
、
男
性
冠
詞
は
七
件
、
三
六
・
八
％
で
あ
っ
た
。
本
紙

で
は
女
性
冠
詞
が
六
七
・
七
％
、
男
性
冠
詞
が
三
二
・
三
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
傾
向
的
に
は
本
紙
と
似
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

女
性
冠
詞
の
内
訳
は
、
表
15
に
示
し
た
よ
う
に
、「
女
児
」
の
五
件
を
筆
頭
に
、「
女
性
社
員
」
二
件
、「
女
子
高
生
」
二
件
が
次
に

続
い
た
。
冠
詞
別
に
み
る
と
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
「
女
児
」
と
「
女
優
」
で
計
六
件
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ

く
こ
と
ば
は
「
女
性
社
員
」「
女
性
局
員
」「
女
性
作
家
」
で
計
四
件
、〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
「
女
子
高
生
」
の
み

で
二
件
で
あ
っ
た
。〞
女
流
〝
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

男
性
冠
詞
の
内
訳
は
、
表
16
に
み
る
よ
う
に
「
男
児
」
が
最
多
の
六
件
、「
男
子
高
校
生
」
が
一
件
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
「
女
児
」「
男
児
」
の
語
は
、

朝
日
一
一
日
（
以
下
、
夕
刊
と
い
う
記
載

が
な
い
場
合
は
す
べ
て
朝
刊
）「
声
」
欄

の
「
ピ
ン
ク
男
児
服
な
ぜ
少
な
い
の
」
と

い
う
四
一
歳
の
「
主
婦
」
の
投
書
に
お
い

て
、「
３
歳
の
長
男
は
ピ
ン
ク
色
が
大
好

き
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ピ
ン
ク
の
男
児
服

や
靴
は
ほ
と
ん
ど
売
っ
て
い
ま
せ
ん
」

「
男
児
用
品
に
も
女
児
同
様
、
多
様
な
色
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グラフ5 投書欄における性別冠詞の
女男比(３紙合計19件)

男 冠詞
(７件)
36.8％ 女 冠詞

(12件)
63.2％

表15 女性冠詞の内訳
（単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

１ 女児 3 2 0 5
2 女性社員 0 2 0 2
女子高生 0 1 1 2

4 女優 0 0 1 1
女性局員 1 0 0 1
女性作家 0 0 1 1

合 計 4 5 3 12

表16 男性冠詞の内訳
（単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

1 男児 5 1 0 6
2 男子高校生 0 0 1 1

合 計 5 1 1 7



を
作
っ
て
ほ
し
く
思
い
ま
す
」「
ハ
ー
ト
や
花
柄
は
女
児
、
車
や
恐
竜
は
男
児
と
決
め
つ
け
る
の
は
お
か
し
く
」
な
ど
と
、
何
箇
所
か

で
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
投
書
自
体
は
、
子
ど
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と

主
張
す
る
内
容
の
も
の
で
、
併
行
し
て
「
女
」「
男
」
が
冠
詞
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

毎
日
で
二
件
み
ら
れ
た
「
女
児
」
は
、
四
日
の
生
活
家
庭
面
の
「
子
ど
も
相
談
室
」
と
い
う
読
者
か
ら
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、「
８

カ
月
女
児
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

全
体
的
に
み
れ
ば
、
女
性
冠
詞
と
男
性
冠
詞
の
使
用
頻
度
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
女
性
冠
詞
の
単
独
使
用
、
男
性
冠
詞
の
単
独
使
用

の
他
に
、
女
性
冠
詞
と
男
性
を
あ
ら
わ
す
無
徴
の
語
が
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
て
い
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ケ
ー
ス
、
こ
の
投
書
の
よ

う
に
女
性
冠
詞
と
男
性
冠
詞
が
併
行
し
て
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
単
純
集
計
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
本
紙

記
事
に
お
い
て
も
、
今
後
の
分
析
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑵

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
は
、
グ
ラ
フ
６
に
掲
げ
た
よ
う
に
三
紙
合
計
で
一
六

件
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
一
一
件
、
六
八
・
八
％
に
対
し
て
、
男
性
の
性
を

含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
五
件
、
三
一
・
三
％
で
あ
っ
た
。
本
紙
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
は
合
計
二
九
七
件
で
あ
り
、
女
性
五
〇
・
二
％
、
男
性
四

九
・
八
％
と
、
女
男
比
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
投
書
欄
は
女
性
の
職
業

語
が
多
く
使
わ
れ
る
度
合
い
が
強
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
内
訳
を
み
る
と
、
表
17
の
よ
う
に
「
婦
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グラフ6 投書欄における性別を含
み込んだ職業語の女男比
(３紙合計16件)

男性の語
を含む

語
(７件)
31.2％

女性の語
を含む

語
(11件)
68.8％



人
・
ご
婦
人
」
が
六
件
（
朝
日
に
多
い
）
と
、
過
半
数
を
占
め
て

21
）

い
る
。
本
紙
の

記
事
で
も
、
ま
た
、
日
常
語
と
し
て
も
、
半
ば
「
死
語
」
と
な
っ
て
い
る
「

ご
）

婦
人
」
が
投
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
読
者
の
年
代
や
言
語
感
覚
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
事
実
、「
婦
人
」
の
語
は
、
朝
日
一
一
日
「
声
」
欄
の

「
心
締
め
付
け
る
婦
人
ら
の
悲
鳴
」
で
、
敗
戦
時
の
武
装
解
除
後
に
出
会
っ
た
女

性
た
ち
の
こ
と
を
書
い
た
八
一
歳
の
無
職
男
性
に
よ
る
投
書
に
お
い
て
四
箇
所
で

使
わ
れ
て
い
た
。「
海
女
」
の
二
件
は
、
読
売
一
二
日
の
「
気
流
」
欄
で
、
八
〇

歳
の
農
業
従
事
者
の
男
性
の
投
書
で
使
わ
れ
て
い
る
。

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
、
表
18
の
よ
う
に
「
神
父
」
二
件
、「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
二
件
み
ら
れ
た
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
、
一
つ
は
曖
昧
な
用
法
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
職
業
の
代
表
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

⑶

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

投
書
欄
に
お
け
る
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
合
計
で
一
二
六
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
女
性
が
家
族
や

男
性
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
グ
ラ
フ
７
に
み
る
よ
う
に
、
一
一
八
件
、
九
三
・
七
％
、
男
性
が
家
族
や
女
性
と
の
関

係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
八
件
、
六
・
三
％
で
あ
っ
た
。

本
紙
で
は
、
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
合
計
三
七
〇
件
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ

れ
る
こ
と
ば
は
七
七
・
六
％
、
男
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
二
二
・
四
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
投
書
欄
の
方
が
、
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表17 女性の性を含み込んだ職業語
（単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

1 (ご)婦人 5 0 1 6
2 海女 0 0 2 2
3 パート女性 0 1 0 1
パート 0 0 1 1
代理母 0 0 1 1

合 計 5 1 5 11

表18 男性の性を含み込んだ職業語
（単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

1 神父 0 0 2 2
サラリーマン 1 0 1 2

3 ビジネスマン 1 0 0 1

合 計 2 0 3 5



女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
度
合
い
は
高
い
。
女
性
に
つ
い
て
、
家
族
や
夫
な
ど
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
が
、
読

者
の
生
活
世
界
で
は
、
よ
り
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
内
訳
を
み
る
と
、
表
19
に
示
し
た
よ
う
に
「
主
婦
」
の

九
一
件
を
最
多
に
、「
嫁
・
お
嫁
さ
ん
」
一
〇
件
、「
奥
さ
ん
」
五
件
、「
女
房
」
四
件
な
ど
が
続
い
て
い
る
。

主
婦
」
は
、
各
紙
と
も
ほ
と
ん
ど
が
投
書
者
の
肩
書
き
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
読
売
一
四
日
「
気
流
」
欄
の
「
代
理
出
産
の
子

供

法
解
釈
配
慮
必
要
」
に
「
主
婦

Ｓ
・
Ａ

28
（
長
野
県
上
田
市
）」、「
野
球
人
気
回
復
へ

巨
人
の
奮
起
期
待
」
に
「
主
婦

Ｎ
・
Ｒ

56
（
三
重
県
東
員
町
）」、
毎
日
七
日
「
女
の
気
持
ち
」
欄
で
の
「
息
子
の
新
米
」
に
「
茨
城
県
土
浦
市

Ｓ
・
Ｕ

主
婦
・

49
歳
」
と
い
っ
た
按
配
で
あ
る
。
本
紙
に
お
け
る
「
主
婦
」
の
使
用
は
、
三
紙
合
計
で
一
〇
八
件
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
九
一
件

は
、
本
紙
並
み
の
使
用
量
と
い
え
、
投
書
す
る
無
職
の
女
性
た
ち
の
「
肩
書
き
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

嫁
」
は
、
読
売
七
日
の
「
人
生
案
内
」
欄
が
数
を
押
し
上
げ
て
お
り
、「（
秋
田
・
Ｋ
子
）」
に
よ
る
「
孫
が
暴
言
、
注
意
し
た
ら
嫁

反
発
」
と
い
う
題
の
相
談
で
四
箇
所
、
映
画

監
督
の
大
森
一
樹
の
回
答
で
三
箇
所
、
ほ
か

に
も
「
姑
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い

る
。「
奥
さ
ん
」
も
読
売
三
日
の
「
人
生
案

内
」
で
、「
20
代
主
婦
」
と
い
う
相
談
者
に

よ
っ
て
二
箇
所
、
回
答
者
で
あ
る
作
家
の
立

松
和
平
に
よ
っ
て
一
箇
所
で
使
わ
れ
て
い

る
。ま

た
「
女
房
」
に
関
し
て
は
、
毎
日
八
日
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グラフ7 投書欄における他者との関係
であらわされる語の女男比
(３紙合計126件)

他者との
関係での
男性語
(８件)
6.3％ 他者との

関係での
女性語
(118件)
93.7％

表19 他者との関係で女性があらわさ
れることば

（単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

1 主婦 28 21 42 91
2 嫁・お嫁さん 0 0 10 10
3 女房 0 4 0 4
4 奥さん 1 0 4 5
5 家事手伝い 0 0 2 2
6 お姫様 1 0 0 1
秋篠宮妃 0 1 0 1
姑 0 0 1 1
転勤族の妻 0 0 1 1
お嬢様 0 0 1 1
ママ族 0 1 0 1

合 計 30 27 61 118



「
み
ん
な
の
広
場
」
欄
で
、
六
六
歳
の
無
職
男
性
が
「
作
っ
て
褒
め
ら
れ

楽
し
い
料
理
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
投
書
を
行
っ
た
際
に
、「
定
年
退
職
を
機
会
に
女
房
の
勧
め
も
あ
っ
て
始
め
た
料
理
」
と
い
う
文

章
を
は
じ
め
と
し
て
、
合
計
四
件
使
用
さ
れ
て
い
た
。

男
性
が
家
族
や
女
性
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
表
20
に
示
し
た
よ
う
に
、「
親
王
・
親

王
さ
ま
」
の
四
件
、「
婿
養
子
」
二
件
な
ど
で
、
合
計
八
件
み
ら
れ
た
。「
親
王
」
な
ど
の
語
が
多
か
っ
た

の
は
、
読
売
一
〇
月
一
日
の
「
気
流
」
欄
が
載
っ
て
い
る
投
書
面
に
、「
９
月
の
読
者
相
談
」
と
い
う

「
読
者
セ
ン
タ
ー
」
発
信
の
コ
ー
ナ
ー
が
、
前
月
九
月
六
日
の
秋
篠
宮
紀
子
が
男
の
子
を
出
産
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
読
者
か
ら
の
「
親
王
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た

の
が
原
因
し
て
い
る
。
ま
た
、「
婿
養
子
」
の
語
は
、
読
売
一
日
の
「
人
生
案
内
」
欄
で
の
、「
70
代
の
主

婦
」
に
よ
る
「
夫
は
私
の
財
産
目
当
て
だ
っ
た
？
」
と
い
う
相
談
と
作
家
・
久
田
惠
の
回
答
の
中
で
、
使
わ
れ
て
い
た
。

⑷

投
書
欄
に
お
け
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

投
書
欄
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
グ
ラ
フ
８
に
示
し
た
よ
う
に
、
合
計
一
六
件
み
ら
れ
、
女
性
に
関
す

る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
一
一
件
、
六
八
・
八
％
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
五
件
、
三
一
・
三
％
と
な
っ
た
。
多

い
数
で
は
な
い
が
、
グ
ラ
フ
９
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、「
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
」
に
関
す
る
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
特
化
し
て
六
件
み
ら
れ
、
次
い
で
「
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
」
外
見
に
関
す
る
も
の
が
二
件
み
ら
れ
る
。
一

方
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、「
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
」
外
見
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
三
件
み
ら
れ
た
。

女
性
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
毎
日
一
日
の
「
女
の
気
持
ち
」
欄
で
、
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表20 他者との関係で男性があらわさ
れることば

（単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

1 親王・親王さま 0 0 4
2 婿養子 0 0 2 2
3 内親王 0 0 1 1
王子 0 0 1 1

合 計 0 0 8 8



七
一
歳
の
「
主
婦
」
が
「
花
も
嵐
も
」
と
い
う
題
で
寄
せ
た
「『
可
愛

い
子
供
は
女
の
生
命

い
の
ち
）

な
ぜ
に
淋
し
い
子
守
唄
』
と
の
歌
詞

は
、
女
性
な
ら
胸
に
染
み
込
む
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
歌
詞
は
、
母
親
の
心
理
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
も
あ

る
。
読
売
二
日
の
く
ら
し
面
に
お
け
る
投
書
欄
「
ぷ
ら
ざ
」
に
は
、

「（
東
京
都
板
橋
区

Ｙ
・
Ｔ

66
）」
と
い
う
女
性
が
、「
今
の
若
い
女

性
は
、
電
車
の
中
で
化
粧
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
人
目
を
気
に
し

な
い
も
の
と
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
ジ
ー
ン
ズ
の
穴
か
ら
下
着
が
見
え

て
も
平
気
だ
と
は
…
」
と
い
う
、
女
性
の
心
理
や
行
動
を
決
め
つ
け
る

か
の
よ
う
な
文
章
を
寄
せ
て

い
る
。

女
性
の
容
姿
、
服
装
、
外

見
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
と
し
て
は
、
朝
日
二

日
「
ひ
と
と
き
」
欄
で
の
、

四
七
歳
の
「
総
菜
店
勤
務
」

の
女
性
が
綴
る
、
か
つ
て
の

自
分
（
投
書
者
の
女
性
）
の
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グラフ9 投書欄における性別ステレオタイプ表現の内訳

男性の容姿、服装、年齢など女性の容姿、服装、年齢など

心理、行動、役割など心理、行動、役割など

その他男性ステレオタイプその他女性ステレオタイプ

男性は父になるとの前提女性は母になるとの前提

父親の心理、行動、役割など
固定化

母親の心理、行動、役割など
固定化

その他父親ステレオタイプその他母親ステレオタイプ

夫の役割に関するもの主婦の役割に関するもの

その他男性の性的存在等
その他女性の性的存在、妻・嫁・
姑役割等

0 1 2 3 401234567

2

6

1

1

1

0

0

0 0

0

0

0

0

1

1

3女
／
男
ら
し
さ

母
親
／
父
親
ら
し
さ

女性のステレオタイプ表現
(３紙合計11件) (単位：件)

男性のステレオタイプ表現
(３紙合計５件) (単位：件)

グラフ8 投書欄におけるステレ
オタイプ表現の女男比
(３紙合計16件)

男性ステレオ
タイプ表現
(５件)31.2％

女性ステレオ
タイプ表現
(11件)68.8％



写
真
に
つ
い
て
夫
か
ら
「
美
人
だ
ね
」
と
い
わ
れ
、
こ
の
と
こ
ろ
忙
し
く
て
写
真
の
よ
う
に
笑
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、「
今
日

か
ら
き
れ
い
に
な
る
努
力
を
し
て
み
よ
う
」
と
決
意
す
る
投
稿
や
、
読
売
一
日
「
人
生
案
内
」
欄
の
「（
茨
城
・
Ｔ
子
）」
に
よ
る
「
夫

は
私
の
財
産
目
当
て
だ
っ
た
？
」
と
い
う
投
書
の
「
美
人
で
も
な
い
私
の
婿
養
子
に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
い
う
記
述
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

男
性
に
関
し
て
は
、
読
売
、
三
日
「
人
生
案
内
」
欄
の
、「（
千
葉
・
Ｏ
子
）」
に
よ
る
「
夫
の
先
輩
と
〞
再
会
〝
心
揺
れ
る
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
、「
思
い
が
け
ず
彼
（
か
つ
て
交
際
を
断
っ
た
夫
の
先
輩
）
が
現
れ
、
相
変
わ
ら
ず
の
男
性
的
な
魅
力
と
、
申
し
分
の

な
い
家
庭
人
ぶ
り
に
、
自
分
の
決
断
を
悔
や
み
ま
し
た
」
と
い
っ
た
文
章
に
、
男
性
の
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
外
見
に
関
す
る
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
と
夫
役
割
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
投
書
欄
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
数
こ
そ
少
な
い
な
が
ら
、
読
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
言
語

感
覚
が
比
較
的
出
や
す
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
読
者
と
の
回
路
を
つ
く
り
、
読
者
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
は

も
と
よ
り
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
回
路
が
読
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
言
語
を
無
自
覚
・
無
批
判
に
拡
大
再
生
産
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
新
聞
が
本
紙
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
ば
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
ば
を
、
日
常
語
と
し
て
普
及
し
て
ゆ
く
機
能
を
少
な
か
ら
ず
担
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
投
書
欄
に

関
し
て
も
、
読
者
の
言
語
空
間
を
巻
き
込
ん
で
い
く
仕
掛
け
が
、
新
聞
社
サ
イ
ド
に
あ
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ

22
）

な
い
。
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Ⅲ

テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

１

テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
の
性
質
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
分
析
の
意
義

⑴

最
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面

本
調
査
研
究
で
は
、
テ
レ
ビ
面
お
よ
び
ラ
ジ
オ
面
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
投
書
欄
と
同
じ
く
、
新
聞
社
が
直
接
タ
ッ
チ
す
る
記
事
で

は
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
ト
対
象
か
ら
除
外
し
て
き
た
が
、
今
回
は
別
集
計
が
で
き
る
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
ト
作
業

を
行
っ
た
。

日
本
新
聞
協
会
が
二
〇
〇
七
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ

23
）

る
と
、「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
表
」
の
閲
読
率
は
八
〇
・
六
％
（
女
性
八

六
・
六
％
、
男
性
七
四
・
〇
％
）
の
高
き
に
達
し
、
全
記
事
ジ
ャ
ン
ル
中
第
一
位
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
社
が
〇
七
年
に
行
っ
た

24
）

調
査
に
お
い
て
も
、「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
欄
」
は
七
〇
・
一
％
の
閲
読
率
で
、
第
一
位
の
「
事
件
・
事
故
」
七
〇
・
三
％
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
高
閲
読
率
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
が
な
け
れ
ば
、
新
聞
の
定
期
購
読
率
は
て
き
め
ん
に
下
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
面
は
新
聞
に
と
っ
て
重
要
な
〞
商
品
〝
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ほ
ど
読
者
に
と
っ
て
は
日
常

化
し
た
紙
面
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
改
め
て
そ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
着
目
す
る
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
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⑵

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
歴
史
と
現
状

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
に
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
読
売
新
聞
は
、
同
年
一
一
月
一
五
日
に
「
よ
み
う
り

ラ
ヂ
オ
版
」
を
創
設
、
大
い
に
販
売
部
数
を
伸
ば
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
各
新
聞
社
は
、
紙
面
に
ラ
ジ
オ
欄
を
設
け
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
戦
後
の
一
九
五
七
年
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
よ
び
民
間
放
送
局
の
日
本
テ
レ
ビ
に
よ
る
テ
レ
ビ
本
放
送
が
開
始
さ
る
と
と
も

に
、
テ
レ
ビ
欄
が
創
設
さ
れ
て
、「
ラ
ジ
オ
欄
・
テ
レ
ビ
欄
」
と
総
称
（「
ラ
テ
欄
」
な
ど
と
略
称
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て

六
〇
年
代
に
は
、
地
上
波
Ｖ
Ｈ
Ｆ
テ
レ
ビ
局
の
数
も
増
え
、
七
〇
年
代
に
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
局
、
八
〇
年
代
以
降
は
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）、
通

信
放
送
（
Ｃ
Ｓ
）
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
放
送
形
態
の
多
様
化
に
と
も
な
っ
て
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し
、
番
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
も
格
段
に
増

え
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
局
も
中
波
局
・
短
波
局
に
加
え
て
、
七
〇
年
代
以
降
、
Ｆ
Ｍ
局
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
テ
レ
ビ
面
、
ラ
ジ
オ
面
が
独
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
面
を
ま
る
ま
る
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
今
や

主
要
な
新
聞
に
は
、
朝
夕
刊
に
連
日
掲
載
さ
れ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
だ
け
で
な
く
、
そ
の
週
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
番
組
案
内
を
載
せ
る

面
が
、
週
一
回
ペ
ー
ス
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
テ
レ
ビ
面
お
よ
び
ラ
ジ
オ
面
は
、
専
門
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
表
配
信
会
社
「
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
」
と
「
日
刊
編
集

セ
ン
タ
ー
」
が
制
作
し
、
各
紙
に
配
信
し
て
い
る
。
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
は
、
毎
日
、
読
売
、
日
経
な
ど
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の

情
報
を
配
信
し
て
い
る
。
一
方
、
日
刊
編
集
セ
ン
タ
ー
は
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
の
編
集
・
制
作
を
行
う
朝
日
新
聞
系
列
の
会
社
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
共
同
配
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
番
組
表
の
表
現
に
関
し
て
は
各
紙
ご
と
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
番
組

表
下
の
番
組
紹
介
欄
や
解
説
欄
（
朝
日
「
試
写
室
」「
ウ
ォ
ッ
チ
」、
毎
日
「
視
聴
室
」、
読
売
「
試
写
室
」
な
ど
）
で
取
り
上
げ
る
番

組
や
記
述
内
容
は
、
各
紙
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
番
組
表
は
、
番
組
タ
イ
ト
ル
が
掲
げ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
を
短
縮
し
た
説
明
調
の
文
章
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
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り
、
長
文
化
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
高
い
視
聴
率
を
取
り
た
い
た
め
に
、〞
煽
り
文
句
〝

が
多
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

朝
日
の
場
合
、
本
調
査
を
開
始
し
た
一
九
八
五
年
一
〇
月
朝
刊
の
テ
レ
ビ
面
ス
ペ
ー
ス
は
、
全
一
五
段
中
七
段
分
を
占
め
て
い
た

が
、
第
五
回
調
査
の
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
朝
刊
の
テ
レ
ビ
面
は
、
全
一
五
段
の
う
ち
、
地
上
波
放
送
の
番
組
案
内
が
九
段
分
へ
と
、
ス

ペ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
に
文
字
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
っ
た
ぶ
ん
、
字
詰
め
が
減
っ
て
行
数
が
増
え
た
た
め
も
あ
る

が
、
テ
レ
ビ
の
一
番
組
あ
た
り
の
時
間
枠
が
ワ
イ
ド
化
し
、
説
明
書
き
が
よ
り
増
え
た
た
め
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
八

五
年
一
〇
月
一
日
朝
刊
番
組
表
に
掲
載
さ
れ
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
夕
方
六
時
か
ら
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ス
ー
パ
ー
タ
イ
ム
」
の
説
明
文

は
、「
三
浦
和
義
追
及
ギ
リ
ギ
リ
の
大
詰
め
▽
新
体
操
男
版
▽
ワ
イ
ン
騒
動
地
元
ル
ポ
」
の
二
八
文
字
（
▽
記
号
除
く
）
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
〇
六
年
一
〇
月
二
日
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
フ
ジ
テ
レ
ビ
夕
方
四
時
五
五
分
か
ら
七
時
ま
で
の
「
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
の
説
明
文
は
、「
安
倍
新
首
相
が
国
会
論
戦
▽
兵
庫
国
体
に
斎
藤
旋
風
▽
子
連
れ
マ
マ
の
再
出
発
／〞
年
の
差
〝
結
婚
新
時
代
／
夫

は
14
歳
年
下
イ
ケ
メ
ン
／
家
事
と
育
児
…
日
々
献
身
／
突
然
の
病
…
試
さ
れ
る
絆
▽
デ
ィ
ー
プ
運
命
の
決
戦
／
世
界
一
の
夢
」（
／
印

は
改
行
の
意
）
と
、
時
間
枠
の
延
び
に
と
も
な
っ
て
行
数
も
増
え
、
八
二
文
字
（
▽
記
号
除
く
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、「
子
連
れ
マ
マ
の
再
出
発
」
の
〞
煽
り
〝
は
、「
子
連
れ
マ
マ
」「〞
年
の
差
〝」「
14
歳
年
下
」「
イ
ケ
メ
ン
」「
日
々

献
身
」「
突
然
の
病
」「
試
さ
れ
る
絆
」
な
ど
、
ほ
ぼ
全
て
の
語
句
が
〞
彼
女
の
不
幸
〝
を
表
象
し
て
い
る
と
と
も
に
、〞
不
幸
の
物
語
〝

を
構
成
し
て
お
り
、
読
者
・
視
聴
者
は
、
こ
の
「
ド
ラ
マ
」（
番
組
は
ニ
ュ
ー
ス
だ
が
）
を
ど
う
し
て
も
み
た
い
と
い
う
気
に
さ
せ
ら

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
三
紙
朝
夕
刊
に
お
け
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
し
て
、「
性
別
冠
詞
」「
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業

語
」「
他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
」「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」、
そ
し
て
「
意
識
的
に
人
名
を
下
の
名
で
呼
ぶ
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表
現
」
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
分
析
を
試
み
る
。
番
組
表
現
を
例
示
す
る
際
に
は
、
内
容
を
あ
ら
わ
す
表
現

（
カ
ウ
ン
ト
し
た
表
現
）
を
最
初
に
示
し
、
そ
の
あ
と
カ
ッ
コ
内
に
番
組
名
、
放
送
局
名
、
掲
載
日
の
順
で
表
示
す
る
。

２

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
好
む
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

⑴

性
別
冠
詞
の
傾
向

最
初
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
性
別
冠
詞
を
み
る
と
、
グ
ラ
フ
10
に
示
し
た
よ
う
に
三
紙
朝
夕
刊
合
計
で
三
〇
五
件
、
う
ち
女
性

冠
詞
が
大
多
数
の
二
九
五
件
、
九
六
・
七
％
を
占
め
、
男
性
冠
詞
は
一
〇
件
、
三
・
三
％
と
い
う
数
値
と
な
っ
た
。
新
聞
本
紙
の
女
性

冠
詞
六
七
・
七
％
、
男
性
冠
詞
三
二
・
三
％
に
比
べ
る
と
、
極
端
に
女
性
冠
詞
に
偏
っ
て
お
り
、
こ
の
面
が
い
か
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ

イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
表
現
を
し
て
い
る
か
の
一
端
が
垣
間
み
え
る
。

次
に
、
女
性
冠
詞
の
分
布
を
み
る
と
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
最
多
で
一

八
八
件
、
女
性
冠
詞
の
う
ち
六
三
・
七
％
、
次
い
で
〞
女
子
〝
六
七
件
、
同
二
二
・
七
％
、

〞
女
性
〝
三
五
件
、
同
一
一
・
九
％
、
そ
し
て
〞
女
流
〝
五
件
、
同
一
・
七
％
で
あ
っ
た
。

本
紙
の
女
性
冠
詞
（
合
計
六
〇
一
件
）
の
分
布
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
六
・
三
％
、
二
四
・
八

％
、
二
八
・
一
％
、
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に
お
い
て
は
、〞
女
〝

が
つ
く
語
が
一
七
ポ
イ
ン
ト
高
く
、〞
女
性
〝
の
つ
く
語
が
一
六
ポ
イ
ン
ト
低
い
。
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
面
で
は
、〞
女
〝
と
い
う
他
の
女
性
冠
詞
よ
り
も
や
や
生
な
ま
し
い
か
ん
む
り

を
つ
け
た
こ
と
ば
が
多
く
用
い
ら
れ
、
よ
り
女
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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グラフ10 テレビ・ラジオ面における
性別冠詞の女男比
(３紙合計305件)

男性冠詞
(10件)
3.3％

女 冠詞
(29件)
96.7％



〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
で
最
も
多
か
っ
た
も
の
は
、
表
21
に
み
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
が
芸
能
人
を
扱
っ
た

紙
面
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
た
「
女
優
」
の
七
八
件
で
、〞
女
〝
冠
詞
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
「〞
大
物
女
優
と
深
夜
密
会

ド
ラ
イ
ブ
〝」（「
ザ
・
ワ
イ
ド
」
日
本
テ
レ
ビ
、
二
日
）、「
朝
ド
ラ
女
優
VS
芸
人
連
合
VS
女
子
ア
ナ
」（「
ロ
ン
ド
ン
ハ
ー
ツ
２
０
０
６

秋
民
放
各
局
完
全
同
時
中
継
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
三
日
）、「
有
名
女
優
が
九
死
に
一
生
」（「
衝
撃
ス
ク
ー
プ
裏
の
ウ
ラ
」
日
本
テ
レ
ビ
、

七
日
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
以
下
「
女
児
」
三
〇
件
、「
女
医
」
一
九
件
、「
女
王
」
一
五
件
な
ど
が
続
い
た
。
二
位
の
「
女
児
」

は
、「
小
６
女
児
自
殺
で
市
教
委
が
隠
ぺ
い
疑
惑
に
反
論
」（「
と
く
ダ
ネ
！
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
三
日
）、「
小
６
女
児
自
殺
は
い
じ
め
原

因
と
一
転
認
め
市
長
ら
遺
族
に
謝
罪
」（「
み
の
も
ん
た
の
朝
ズ
バ
ッ
！
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
六
日
）
な
ど
の
よ
う
に
、
本
紙
で
も
多
く
扱
わ
れ

て
い
た
小
学
生
女
子
の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
、
こ
の
ほ
か
に
は
、
他
の
女
の
子
の
殺
人
事
件
を
報
じ
る
番
組

で
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
美
女
医
が
警
告

犬
に
寄
生
虫
」（「
ラ
ジ
か
る
ッ
」
日
本
テ
レ
ビ
、
三
日
）、「
自
分
の
死
体
を
解
剖
し

た
女
医
⁉
」（「
法
医
学
教
室
の
事
件
フ
ァ
イ
ル
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
七

日
）
な
ど
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
番
組
は
「
女
医
」
も
〞
好
き
〝
な
よ
う

で
あ
る
。

〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
22
に
示
し
た
よ
う
に
、

「
女
性
刑
事
」
九
件
が
最
多
で
、「
美
人
女
性
刑
事
コ
ン
ビ
が
覆
面
パ
ト

カ
ー
」（「
踊
る
！
大
警
察
24
時
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
一
一
日
）、「
女
性
刑

事
あ
の
未
解
決
事
件
に
挑
む
」（「
Ｊ
チ
ャ
ン
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
五

日
）
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
が
み
ら
れ
た
。

〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
23
に
み
る
よ
う
に
、
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表21 女性冠詞〝女〟のつくことば
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 女優 78
2 女児 30
3 女医 19
4 女王 15
5 女社長 11
6 女帝 7
7 女神 5

女弁護士 5
9 女格闘家 4
10 女スパイ 3
11 女テロリスト 2

女戦士 2
女主人 2

14 女芸人 1
女警察署長 1
女学生 1
女店主 1
女官長 1

合 計 188



そ
の
半
数
を
「
女
子
ア

ナ
」（
三
三
件
）
が
占
め

て
い
る
。
そ
の
表
現
た
る

や
す
さ
ま
じ
く
、「
全
国

の
女
子
ア
ナ
VS
細
木
…
強

烈
ダ
メ
出
し
連
発
で
号
泣

者
が
続
出
」（「
ズ
バ
リ
言

う
わ
よ
！
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
三

日
）、「
全
国
女
子
ア
ナ
VS

南
キ
ャ
ン
赤
っ
恥
対
決
」（「
超
豪
華
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ハ
プ
ニ
ン
グ
大
賞
２
０
０
６
秋
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
六
日
）、「
女
子
ア
ナ
の
結
婚
し
た
い

大
物
は
…
」（「
ジ
ャ
ン
ク
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
夢
の
超
大
物
ア
ス
リ
ー
ト
豪
傑
伝
説
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
八
日
）
の
よ
う
に
、
全

く
タ
レ
ン
ト
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
の
多
く
は
、
一
〇
月
と
い
う
番
組
編
成
替
え
の
時
節
柄
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
番
組
で
は
な

く
、
時
間
枠
を
延
ば
し
た
特
別
編
成
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
も
の
」
で
目
立
っ
て
い
る
。「
女
子
ア
ナ
」
と
い
う
業
界
独
特
の
略
称
は
す
っ

か
り
定
着
し
、
九
〇
年
代
か
ら
の
「
女
子
ア
ナ
ブ
ー
ム
」
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
が
な
い
。
テ
レ
ビ
局
は
「
女
子
ア

ナ
」
を
売
り
も
の
に
し
、
番
組
も
「
女
子
ア
ナ
」
で
視
聴
率
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、「
女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
と
い
う
略
さ
な
い
表
現
も
二
件
み
ら
れ
、
こ
れ
を
足
せ
ば
「
女
子
○
○
」
の
半
数
を
超
え
る
。
こ

れ
に
対
し
、
後
述
す
よ
う
に
「
男
子
ア
ナ
」「
男
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
は
皆
無
、
ま
た
「
男
性
ア
ナ
」「
男
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
も
み
ら

れ
な
か
っ
た
（「
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
は
一
件
み
ら
れ
る
）。
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表22 女性冠詞〝女性〟のつくことば
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 女性刑事 9
2 女性記者 3

女性タレント 3
4 女性アーティスト 2

女性歌手 2
女性上司 2

7 女性アクロバット芸人 1
女性医師 1
女性格闘家 1
女性患者 1
女性曲芸師 1
女性校長 1
女性仕掛け人 1
女性社長 1
女性トップアスリート 1
女性マネジャー 1
女性レゲエシンガー 1
女性アナウンサー 1
女性シンガー 1
女性捜査官 1

合 計 35

表23 女性冠詞〝女子〟のつくことば
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 女子アナ 33
2 女子高生 14
3 女子大生 11
4 女子軍団 3
5 女子アナウンサー 2
6 女子高校生 1

女子生徒 1
女子中学生 1
女子マネ 1

合 計 67



以
下
、「
女
子
高
生
ド
ラ
イ
バ
ー
の
〞
飲
酒
事
故
〝
は
な
ぜ
罪
に
問
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
」（「
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
一

二
日
）、「
女
子
高
生
組
長
誕
生
‼
」（「
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
一
三
日
）
な
ど
「
女
子
高
生
」
一
四
件
、「
女
子
大
生
と

前
座
落
語
家
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
一
期
一
会
」
一
三
日
）
な
ど
、「
女
子
大
生
」
一
一
件
が
続
く
が
、
こ
れ
ら
は
本
紙
に
も
登
場
件
数
の
多
い

も
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
テ
レ
ビ
・
新
聞
と
も
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
女
性
の
若
さ
と
性
を
表
象
し
た
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

〞
好
き
〝
な
よ
う
で
、
作
り
手
お
よ
び
読
み
手
・
視
聴
者
の
男
性
た
ち
の
好
奇
な
ま
な
ざ
し
が
み
え
隠
れ
す
る
。

〞
女
流
〝
は
、
表
24
の
よ
う
に
、「
女
流
作
家
」
の
三
件
を
は
じ
め
と
し
て
、
五
件
み
ら
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
、
性
別
冠
詞
の
九
六
・
七
％
を
も
占
め
る
女
性
冠
詞
に
対
し
て
、
合
計
一
〇
件
、
三
・
三
％
に
と
ど
ま
る
男
性
冠
詞

を
、
表
25
で
一
括
し
て
み
て
み
る
と
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、「
男
児
」
の
み
で
三
件
、〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ

く
こ
と
ば
は
、「
男
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
」「
男
性
社
員
」
な
ど
三
種
類
で
五
件
、〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、「
男
子

モ
デ
ル
部
員
」「
男
子
高
校
生
」
の
み
で
二
件
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
極
端
な
量
的
対
照
性
は
、
女
性
た
ち
が
、
テ
レ
ビ
番
組
や
番
組
面
に

お
い
て
、
い
か
に
大
事
な
〞
売
り
物
〝
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
顕
著
に

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
さ
に
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
の
商
品
化
で
あ
る
。

⑵

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に
あ
ら
わ
れ
た
性
別
冠
詞
に
つ
い
て
は
、
極
端
な
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
非
対
称
性
が
み
ら
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業

語
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
グ
ラ
フ
11
に
み
る
よ
う
に
、
総
計
一
三
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表24 女性冠詞〝女流〟のつくことば
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 女流作家 3
2 女流棋士 1

女流初段 1

合 計 5

表25 男性冠詞がつくことばの内訳
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 男児 3

2 男性コーラスグループ 2
男性社員 2

4 男性ピアノ弾き語りアーティスト 1

4 男子モデル部員 1
男子高校生 1

合 計 10

＊順位は男性冠詞全体のもの



〇
件
の
う
ち
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
八
一
件
、
六
二
・
三
％
、
男
性
の
性
を

含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
四
九
件
、
三
七
・
七
％
と
な
っ
た
。
本
紙
で
は
合
計
二
九
七
件
中
、

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
五
〇
・
二
％
、
男
性
の
そ
れ
は
四
九
・
八
％
と
全
く

半
々
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
職
業
語
に
関
し
て
も
、
や
は
り
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に

お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
非
対
称
性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

表
26
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
ト
ッ
プ
は
「
歌
姫
」
一
一

件
で
、「
今
夜
限
定
ラ
イ
ブ
で
は
歌
姫
・
ケ
イ
コ
も
登
場
」（「
ズ
バ
リ
言
う
わ
よ
！
」
Ｔ
Ｂ

Ｓ
、
三
日
）、「
歌
姫
絢
香
と
マ
ジ
対
決
」（「
音
楽
戦
士
」
日
本
テ
レ
ビ
、
六
日
）、「
新
歌
姫

ベ
ア
フ
ッ
ト
登
場
」（「
リ
ア
リ
テ
ィ
２
」
Ｊ－

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
、
一
三
日
）
な
ど
、
歌
番
組
の
案

内
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
る
。

次
に
多
い
の
は
、「
若

お
か
み
」
八
件
で
、
た
と

え
ば
「
温
泉
若
お
か
み
の

殺
人
推
理
・
飛
驒
高
山

〜
幻
の
名
酒
連
続
殺
人
‼

冷
や
さ
れ
た
死
体
の
謎
…

嫁
姑
の
推
理
対
決
⁉
」
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グラフ11 テレビ・ラジオ面における
性別を含み込んだ職業語の
女男比(３紙合計130件)

男性の
語を含む

語
(4件)
37.7％

女性の
語を含む

語
(81件)
62.3％

表26 女性の性を含み込んだ職業語
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 歌姫 11
2 若おかみ 8
3 ヒロイン 7
4 OL 5
5 ギャル 4

代理母 4
魔女 4

8 女将 3
ミス・ユニバース 3

10 家政婦 2
準ミス知花 2
部長OL 2
ミス中央 2
ヤマンバ 2
巫女 2

16 おかみ 1
キャバ嬢 1
ギャル社長 1
コールガール 1
侍女 1
女郎 1
シングルマザー 1
シンデレラ 1
スケバン刑事 1
ナース 1
売春婦 1
ホステス 1
ママ 1
ミス知花 1
メイド 1
レディース 1
準ミス 1
女中衆 1
新メイド 1
芸者 1

合 計 81



（「
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
四
日
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ド
ラ
マ
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
（「
温
泉
」

「
若
お
か
み
」「
飛
驒
高
山
」
等
）
と
、
一
種
の
小
道
具
（「
殺
人
」「
幻
の
名
酒
」「
死
体
」
等
）
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
コ
ピ

ー
を
読
む
だ
け
で
、
内
容
が
推
し
は
か
ら
れ
、
ド
ラ
マ
性
（「
推
理
」「
冷
や
さ
れ
た
死
体
」「
謎
」「
嫁
姑
」「
対
決
」
等
）
が
感
じ
ら

れ
る
。
ほ
か
に
、「
旅
館
女
将
」（「
一
期
一
会
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、
七
日
）
な
ど
の
「
女
将
」（
三
件
）
や
「
お
か
み
」（
一
件
）
も
あ
り
、

メ
デ
ィ
ア
は
宿
や
飲
み
屋
の
「
お
か
み
」
が
〞
好
み
〝
で
あ
る
ら
し
い
。

若
お
か
み
」
に
続
く
の
は
、「
ヒ
ロ
イ
ン
」
の
七
件
、「
Ｏ
Ｌ
」
の
五
件
な
ど
で
あ
る
。「
ヒ
ロ
イ
ン
」
と
「
Ｏ
Ｌ
」
の
語
は
、
番
組

表
で
使
わ
れ
る
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
番
組
解
説
欄
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、「
ミ
ス
」
も
多
く
用
い

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
関
連
し
た
語
で
あ
る
。「
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
」
の
三
件
を
は
じ

め
と
し
て
、

ミ
ス
」
が
つ
く
も
の
を
全
部
合
計
す
る
と
九
件
に
達
し
、
二
位
に
浮
上
す
る
。
テ
レ
ビ
と
い
う
も
の
が
、
女
性
の

容
姿
」

や
「
身
体
」
を
売
り
に
し
て
い
る
こ
と
を
、
如
実
に
示
す
事
例
で
あ
る
。

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
、
表
27
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

「
警
察
Ｏ
Ｂ
連
続
殺
人
の
ナ
ゾ
！
つ
い
に
父
の
死
の
真
相
明
ら
か
に
！
」

（「
ア
ン
フ
ェ
アth

e sp
ecia

l

・
コ
ー
ド
ブ
レ
ー
キ
ン
グ

暗
号
解
読
」

フ
ジ
テ
レ
ビ
、
三
日
）、「
エ
リ
ー
ト
警
視
と
人
情
弁
護
士
Ｏ
Ｂ
二
人
の
捜
査

本
部
」（「
再
会
殺
人
事
件
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
三
日
）
な
ど
、「
Ｏ
Ｂ
」
が

最
多
で
一
二
件
、
次
い
で
「
ホ
ス
ト
に
聞
い
た
〞
世
渡
り
が
上
手
そ
う
な
有

名
人
〝」（「
ザ
・
ワ
イ
ド
」
日
本
テ
レ
ビ
、
一
三
日
）
の
よ
う
に
、
ブ
ー
ム

と
い
わ
れ
る
「
ホ
ス
ト
」
九
件
が
続
い
た
。
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表27 男性の性を含み込んだ職業語
(単位：件)

順位 表 現 合計

1 OB 12
2 ホスト 9
3 サラリーマン 5
4 営業マン 4
5 スポーツマン 3

文士 3
7 Ｇメン 2

英雄 2
紳士 2

10 親方 1
カメラマン 1
貴公子 1
ヒーロー 1
ビジネスマン 1
メンズ 1
若だんな 1

合 計 49



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
、
合
計
五
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
が
、
内
訳
は
、
明
ら
か
に
男
性
を
意
味
す
る
用
法
が
一
件
、
女
男
を
含
め

た
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
が
二
件
、
職
業
の
代
表
と
し
て
挙
げ
る
用
法
が
二
件
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
営
業
マ
ン
」「
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
」「
Ｇ
メ
ン
」「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
な
ど
、「
マ
ン
」
の
つ
く
職
業
語
が
、
本
紙
同
様
、
少
な
か
ら
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑶

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
合
計
で
二
五
九
件
が
数
え
ら
れ
た
。
内
訳
を
み
る
と
、
グ
ラ
フ
12
に
掲
げ
た

よ
う
に
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
二
〇
一
件
、
七
七
・
六
％
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る

こ
と
ば
は
五
八
件
、
二
二
・
四
％
み
ら
れ
た
。
こ
の
値
は
、
偶
然
に
も
、
本
紙
で
は
総
数
に
し
て
三
七
〇
件
あ
っ
た
同
表
現
中
の
、
女

性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
（
七
七
・
六
％
）、
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
（
二
二
・
四
％
）
の
比
率
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。

表
28
は
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
順
位
表
で
あ

る
が
、
最
多
は
「
夫
人
」
関
連
で
、
合
計
四
八
件
み
ら
れ
た
。
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が

あ
ら
わ
さ
れ
る
語
全
体
の
う
ち
、
四
分
の
一
近
く
が
「
夫
人
」
関
連
の
語
と
い
う
こ
と
に

な
る
。「
夫
人
」
が
つ
く
語
は
、
①

妻
の
名
＋
夫
人
」、
②

夫
人
」
単
独
、
③

夫
の
肩

書
き
＋
夫
人
」、
④

夫
の
姓
＋
夫
人
」、
⑤
そ
の
他
の
五
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
表
28
を
み
る
と
、
①
の
用
例
で
あ
る
「
昭
恵
夫
人
」
が
一
七
件
と
ト
ッ
プ
で
、
九
月

に
小
泉
純
一
郎
首
相
に
替
わ
っ
て
総
理
の
座
に
つ
い
た
安
倍
晋
三
新
首
相
の
妻
と
し
て
数

多
く
登
場
し
て
い
る
。「
総
理
の
電
撃
訪
問

韓
流
大
好
き
昭
恵
夫
人
も
」（「
報
道
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
九
日
）、「
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
昭
恵
夫
人
は
韓
流
フ
ァ
ン
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グラフ12 テレビ・ラジオ面におけ
る他者との関係であらわ
される語の女男比(３紙
合計259件)

他者との
関係での
男性語
(58件)
22.4％ 他者との

関係での
女性語
(201件)
77.6％



初
仕
事
は
？
」（「
み
の
も
ん
た
朝
ズ
バ
ッ
！
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
九
日
（
翌
日
は
休
刊
日
に
つ
き
一
〇
日
の
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
））
の
よ
う
に
、

新
聞
本
紙
と
同
様
、「
首
相
の
妻
」
の
動
向
が
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
中
身
は
、「
韓
流
フ
ァ
ン
」
で
あ
る

こ
と
へ
の
言
及
で
あ
っ
て
、
外
交
や
政
治
的
な
能
力
な
い
し
そ
れ
へ
の
期
待
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
れ
と
、

「
デ
ビ
夫
人
VS
ピ
ー
コ
軍
団
が
大
激
突
」（「
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
所
」
日
本
テ
レ
ビ
、
一
五
日
）
の
よ
う
に
、
タ
レ
ン
ト
と
し
て

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
へ
の
登
場
度
が
高
い
「
デ
ビ
夫
人
」
の
八
件
を
足
す
と
、「
妻
の
名
＋
夫
人
」
は
合
計
二
五
件
と
な
る
。

次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、「
ゴ
ヤ
と
公
爵
夫
人
の
か
な
わ
ぬ
恋
」（「
迷
宮
美
術
館
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
六
日
）
な
ど
の
「
公
爵
夫
人
」
六
件
、

お
よ
び
「
安
倍
首
相
夫
人
の
外
交
術
」（「
知
的
冒
険
ハ
ッ
ケ
ン
‼
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
七
日
）
に
典
型
的
な
「
安
倍
首
相
夫
人
」
三
件
の

「
夫
の
肩
書
き
＋
夫
人
」
で
、
合
計
九
件
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
安
倍
総
理
＆
夫
人
訪
韓
」（「
や
じ
う
ま
プ
ラ
ス
」
テ
レ
ビ
朝
日
、

九
日
（
翌
日
休
刊
に
つ
き
一
〇
日
分
））
の
よ
う
な
「
夫
人
」
の
単
独
使
用
が
八
件
、「
夫
の
姓
＋
夫
人
」
の
「
安
倍
夫
人
」
が
六
件
で
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表28 他者との関係で女性があらわ
されることば

(単位：件)

順位 表 現 合計

1 夫人 48
昭恵夫人 (妻の名＋夫人) (17)
デビ夫人 (妻の名＋夫人) (8)
夫人 (夫人単独) (8)
安倍夫人 (夫の姓＋夫人) (6)
公爵夫人 (夫の肩書＋夫人) (6)
安倍首相夫人(夫の肩書＋夫人) (3)

2 嫁 28
3 姑 22
4 奥様 21
5 主婦 17
6 令嬢 9
7 お嬢様・お嬢さん 5

姉さん女房 5
9 兄嫁 4

新妻 4
11 ファーストレディー 3

プリンセス天功 3
鬼嫁 3
人妻 3

15 歌姫 2
家事手伝い姫 2
マダム 2
愛娘 2
嫁姑 2
姫・姫さま 2

21 かおる姫 1
皇后 1
しゅうと 1
シンデレラ 1
西太后 1
セレブ奥様 1
太后 1
女房 1
プリンセス 1
プリンセス・アリエル 1
社長令嬢 1
新婦 1
弟嫁 1
富豪娘 1

合 計 201



そ
れ
に
続
い
て
い
る
。

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
語
で
次
に
多
い
の
は
、「
嫁
」
の
二
八
件
、「
姑
」
の
二
二
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
「
嫁
」「
姑
」

関
連
で
は
、
ほ
か
に
「
兄
嫁
」
と
い
う
こ
と
ば
が
四
件
、「
鬼
嫁
」
が
三
件
、「
嫁
」
と
「
姑
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
嫁
姑
」
が
二

件
、「
弟
嫁
」
が
一
件
み
ら
れ
た
。
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
、「
嫁
25
人
VS
姑
25
人
号
泣
者
続
出
壮
絶
バ
ト
ル
を
細
木
怒
り
の
徹
底
仲

裁
」（「
幸
せ
っ
て
何
だ
っ
け
修
羅
場
必
至
嫁
姑
大
戦
争
Ｓ
Ｐ
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
六
日
）、「
人
生
相
談
・
こ
ん
な
姑
は
イ
ヤ
だ
」（「
こ
た

え
て
ち
ょ
ー
だ
い
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
一
二
日
）、「
姑
達
と
仁
義
な
き
戦
い
」（
同
日
同
番
組
）
な
ど
の
よ
う
な
「
嫁
と
姑
の
対
立
」
は
、

ド
ラ
マ
で
あ
れ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
れ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
で
あ
れ
、
ま
た
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
あ
れ
、
視
聴
者
の
興
味
を
惹
く
た

め
の
「
永
遠
の
テ
ー
マ
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
夫
人
、
嫁
、
姑
に
次
ぐ
四
位
以
下
の
語
を
み
る
と
、「
奥
様
」「
令
嬢
」「
お
嬢
様
」「
マ
ダ
ム
」「
セ
レ
ブ
奥
様
」「
社
長
令

嬢
」「
富
豪
娘
」
な
ど
、
日
本
で
も
一
九
九
〇
年
代
中
ば
以
降
顕
在
化
し
た
「
格
差
社
会
」
に
あ
っ
て
、
視
聴
者
の
〞
高
階
層
〝
へ
の

憧
憬
を
あ
お
る
よ
う
な
表
現
が
目
立
っ
て
い
る
。「
見
た
め
20
代
実
は
40
代
セ
レ
ブ
奥
様
の
若
肌
を
保
つ
５
つ
の
秘
密
」（「
朝
は
ビ
タ

ミ
ン
！
」
テ
レ
ビ
東
京
、
六
日
）
な
ど
は
、「
セ
レ
ブ
」
で
あ
り
か
つ
「
若
さ
を
保
つ
」
と
い
う
、
二
重
の
憧
れ
を
満
た
し
て
く
れ
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
主
婦
」
の
語
が
二
一
件
と
、「
奥
様
」
の
二
二
件
に
次
い
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る

が
、「
ス
タ
ー
に
変
身
・
29
歳
主
婦
」（「
２
時
っ
チ
ャ
オ

」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
二
日
）、「
つ
い
に
発
見

究
極
の
光
熱
費
節
約
ス
ゴ
イ
主
婦
」

（「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
」
日
本
テ
レ
ビ
、
四
日
）
の
よ
う
に
、
非
日
常
と
日
常
の
両
極
を
揺
れ
動
く
の
が
、
テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
「
主

婦
」
像
で
あ
る
。

一
方
、
男
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
表
現
は
、
表
29
に
示
し
た
よ
う
に
、「
王
子
」
が
五
一
件
と
、
男
性
表
現
全
体
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
〇
六
年
夏
の
高
校
野
球
甲
子
園
大
会
で
有
名
に
な
っ
た
「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」
こ
と
、
斎
藤
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祐
樹
選
手
の
こ
と
で
あ
る
。「
ハ
ン
カ
チ
王
子
国
体
出
場
（「
ス
ポ
ー
ツ
魂
」
テ
レ
ビ
東
京
、
一
日
）

と
い
う
こ
と
で
再
度
話
題
と
な
り
、
各
局
は
、「
再
び
ハ
ン
カ
チ
王
子
の
人
気
が
過
熱
？
球
場
に
女

性
殺
到
」（「
イ
ブ
ニ
ン
グ
５
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
二
日
）
と
い
っ
た
形
で
扱
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は

新
聞
本
紙
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、「
皇
太
子
」
の
語
が
三
件
み
ら
れ
た
。

⑷

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
は
、
視
聴
し
て
も
ら
う
た
め
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
惹
句
に
満
ち
て
い
る
。

当
然
、
紋
切
り
型
の
表
現
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
面
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
グ
ラ
フ
13
に
示
し
た
よ
う
に
、
合
計

二
四
三
件
み
ら
れ
た
が
、
内
訳
は
、
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
一
八
六
件
、
七

六
・
五
％
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
五
七
件
、
二
三
・
五
％
で
あ
る
。

こ
の
値
は
、
本
紙
の
傾
向
と
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
。
新
聞
本
紙
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ

男
性
の
容
姿
・
服
装
な
ど
に
ふ
れ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
も
増
え
て
き
て
お
り
、
女
男
の

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
比
率
は
接
近
し
つ
つ
あ
る
。
〇
六
年
調
査
で
は
、
本
紙
の
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現
は
、
女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
二
五
一
件
、
五
四
・
八
％
に
対
し
て
男
性
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
は
四
五
八
件
、
四
五
・
二
％
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に

お
い
て
は
、
お
よ
そ
八
対
二
で
、
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
方
が
圧
倒
的
に

多
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
は
、
内
容
説
明
文
の
全
般
的
な
セ
ン
セ

63 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その２)(田中和子ほか)

表29 他者との関係で男性があらわ
されることば

(単位：件)

順位 表 現 合計

1 王子 51
2 皇太子 3
3 お婿さん 1

ダンナ 1
花婿 1
亭主 1

合 計 58

グラフ13 テレビ・ラジオ面における
ステレオタイプ表現の女男比
(３紙合計243件)

男性ステレオ
タイプ表現
(57件)
23.5％

女性ステレオ
タイプ表現
(18件)
76.5％



ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
加
え
、
女
性
に
つ
い
て
の
紋
切
り
型
の
デ
ィ
ス
ク
ー

ル
に
よ
っ
て
、
視
聴
者
を
惹
き
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
内
訳
を
み
る
と
、
グ
ラ
フ
14

に
示
し
た
よ
う
に
、
か
な
り
の
部
分
を
「
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
外

見
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
件
数
は
一
二
四

件
、
比
率
に
し
て
六
六
・
七
％
に
達
し
た
。「
２
０
０
６
秋
民
放
各
局
完

全
同
時
中
継

Ｔ
Ｖ
局
の
芸
人
美
女
軍
団
が
完
全
包
囲
」（
ロ
ン
ド
ン
ハ

ー
ツ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
三
日
）、「
全
国
・
小
さ
な
村
の
大
ス
タ
ー

島
で

唯
一
の
美
人
医
師
」（「
日
曜
ビ
ッ
グ
」
テ
レ
ビ
東
京
、
八
日
）、「
金
髪
美

女
記
者
が
発
見
・
Ｍ
Ｌ
Ｂ
祐
ち
ゃ
ん
フ
ィ
ー
バ
ー
と
は
？
」（「
Ｊ
ス
ポ
」

Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
八
日
）、「
元
局
ア
ナ
美
人
妻
」（「
サ
ン
デ
ー
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
Ｔ

Ｂ
Ｓ
、
八
日
）、「
中
継
ラ
ジ
か
み
甘
い
楽
園

女
子
の
性
病
美
女
医
警
告

（「
ラ
ジ
か
る
ッ
」
日
本
テ
レ
ビ
、
九
日
（
翌
日
休
刊
に
つ
き
一
〇
日

分
））、「
演
歌
超
好
き
・
米
国
富
豪
社
長
が
美
人
歌
手
に
求
愛
」（「
世
界

バ
リ
バ
リ
バ
リ
ュ
ー
」
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
一
一
日
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
面
は
「
美
人
」
も
〞
お
好
き
〝
だ
。

心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
一
六
件
み

ら
れ
、
た
と
え
ば
「
午
前
５
時
・
愛
か
正
義
か
揺
れ
る
女
心
…
究
極
の
決
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グラフ14 テレビ・ラジオ面における性別ステレオタイプの内訳

女
／
男
ら
し
さ

母
親
／
父
親
ら
し
さ

女性のステレオタイプ表現
(３紙合計186件)(単位：件)

男性のステレオタイプ表現
(３紙合計57件) (単位：件)

男性の容姿、服装、年齢など女性の容姿、服装、年齢など

男性の心理、行動、役割など女性の心理、行動、役割など

その他男性ステレオタイプその他女性ステレオタイプ

男性は父になるとの前提女性は母になるとの前提

父親の心理、行動、役割など母親の心理、行動、役割など

その他父親ステレオタイプその他母親ステレオタイプ

夫の役割に関するもの主婦の役割に関するもの

その他男性の性的存在等
その他女性の性的存在、妻・嫁・
姑役割等
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断
！
」（「
24
Ⅳ
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
九
日
（
翌
日
休
刊
に
つ
き
一
〇
日
分
））、「
女
の
意
地
バ
ト
ル
始
動
」（「
愛
エ
プ
ロ
ン
」
テ
レ
ビ
朝

日
、
一
一
日
）
や
「
コ
ン
ビ
ニ
女
心
戦
略
」（「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
一
三
日
）
と
い
っ
た
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。

壮
絶
・
不
妊
と
の
闘
い

旧
家
に
嫁
い
だ
39
歳
妻
…
体
外
受
精
７
回
目
も
失
敗

夫
の
苦
悩
」（「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
」
日
本
テ
レ
ビ
、

三
日
）
と
い
う
番
組
は
、「
女
性
は
母
に
な
る
と
の
前
提
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
で
あ
る
が
、「
旧
家
に
嫁
い
だ
」
と
い
う
表
現
は

「
妻
役
割
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
し
て
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
先
に
例
と
し
て
あ
げ
た
「
温
泉
若
お
か
み
の
殺
人
推

理
・
飛
驒
高
山
〜
幻
の
名
酒
連
続
殺
人
‼
冷
や
さ
れ
た
死
体
の
謎
…
嫁
姑
の
推
理
対
決
⁉
」（「
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
一

四
日
）
は
、「
若
お
か
み
」
が
「
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
」
外
見
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
る
と
と
も
に
、「
嫁
姑
」
も
「
妻

役
割
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
番
組
説
明
の
コ
ピ
ー
文
に
お
け
る
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
ま
こ

と
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
目
立
っ
た
の
が
、
女
性
を
「
性
的
存
在
」
と
し
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
す
る
表
現
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
杉
本
彩
米
倉
涼
子

が
語
る
大
人
の
女
の
モ
テ
術
・
石
田
純
一
、
ジ
ロ
ー
ラ
モ
、
艶
男
達
の
メ
ガ
ネ
に
か
な
う
い
い
オ
ン
ナ
は
？
あ
な
た
の
艶
度
ア
ッ
プ
」

（「
さ
ら
に
！
モ
テ
る
女
へ
の
道
２
０
０
６
オ
ー
タ
ム
」
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｆ
Ｍ
、
九
日
）、「
ロ
デ
オ
＆
悩
殺
ミ
ニ
ス
カ
」（「
ぷ
っ
す
ま
」

テ
レ
ビ
朝
日
、
九
日
（
翌
日
休
刊
に
つ
き
一
〇
日
分
））、「
相
沢
咲
姫
楽
ヒ
ミ
ツ
の
性
」（「
ラ
ジ
か
る
ッ
」
日
本
テ
レ
ビ
、
九
日
（
翌

日
休
刊
に
つ
き
一
〇
日
分
））、「
少
女
達
の
性
事
情
」（「
ザ
・
ワ
イ
ド
」
日
本
テ
レ
ビ
、
一
一
日
）、「
森
ク
ミ
豊
乳
プ
レ
ー
」（「
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
超
Ｄ
Ｘ
」
日
本
テ
レ
ビ
、
一
二
日
）
な
ど
、
男
性
の
好
色
な
ま
な
ざ
し
に
応
え
る
か
の
よ
う
な
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
を
強
調
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
男
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
グ
ラ
フ
14
に
み
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
容
姿
等
に
関
す
る
言
及
を
中
心
と
し
た
も
の
が
二

四
件
で
、
第
二
位
を
占
め
る
が
、
女
性
の
そ
れ
の
五
分
の
一
で
し
か
な
い
。「
夫
は
14
歳
年
下
イ
ケ
メ
ン
」（「
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
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フ
ジ
テ
レ
ビ
、
二
日
）、「
脇
甘
い
？
民
主
イ
ケ
メ
ン
議
員
の
系
譜
を
徹
底
検
証
」（「
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
二
日
）、

「
イ
ケ
メ
ン
が
ア
イ
ド
ル
が
お
笑
い
が
…
号
泣
ダ
ン
ス
」（「
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ダ
ン
ス
Ｓ
Ｐ
」
日
本
テ
レ
ビ
、
七
日
）
な
ど
の
よ
う
に
、「
イ

ケ
メ
ン
」
は
テ
レ
ビ
に
お
け
る
大
事
な
要
素
で
あ
り
、
女
性
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
男
も
顔
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

イ
ケ
メ
ン
」
と
い
う
、「
ル
ッ
ク
ス
の
い
い
男
性
」
を
あ
ら
わ
す
比
較
的
新
し
い
語
と
並
ん
で
、「
ち
ょ
い
不ワ
良ル
オ
ヤ
ジ
」
と
い
う

こ
と
ば
も
、
調
査
時
点
の
流
行
語
で
あ
っ
た
。
番
組
表
で
は
、
男
性
の
「
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
」
を
固
定
化
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
と
し
て
、「
ち
ょ
い
不
良
オ
ヤ
ジ
対
決
」（「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
２
０
０
６
秋
の
祭
典
Ｓ
Ｐ
！
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
七
日
）
を
は

じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
か
使
わ
れ
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
不
良
っ
ぽ
い
中
年
男
性
が
カ
ッ
コ
イ
イ
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方

で
、「
結
婚
で
き
な
い
女
VS
超
ダ
メ
男
」（「
だ
め
ん
ず
う
ぉ
〜
か
〜
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
二
日
）
の
よ
う
に
、「
ダ
メ
男
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
の
レ
ッ
テ
ル
も
、
テ
レ
ビ
欄
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
今
や
「
お
バ
カ
」
と
か
「
ダ
メ
男
」
な
ど
が

〞
売
り
〝
に
な
る
時
代
な
の
で
あ
る
。
加
え
て
目
立
っ
た
の
が
、「
Ａ
ボ
ー
イ
お
乳
に
爆
走
」（「
ぶ
っ
コ
ギ
」
日
本
テ
レ
ビ
、
三
日
）、

「
袋
と
じ
は
男
の
ロ
マ
ン
？
」（「
未
来
創
造
堂
」
日
本
テ
レ
ビ
、
一
三
日
）
な
ど
の
男
性
の
性
的
な
行
動
や
心
理
に
関
す
る
表
現
で
あ

っ
た
。「
袋
と
じ
」
と
は
、
雑
誌
で
過
激
な
ヌ
ー
ド
グ
ラ
ビ
ア
な
ど
の
ペ
ー
ジ
が
袋
状
に
閉
じ
て
製
本
さ
れ
、
内
容
が
ひ
と
目
で
は
わ

か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
二
人
の
男
の
生
き
様
」（「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
八

日
）
と
い
っ
た
旧
来
の
紋
切
り
型
の
表
現
も
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
「
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
」
に
関
す
る
表
現
は
最
多
の
二
八
件
が

数
え
ら
れ
た
。

な
お
、
男
性
の
「
性
的
存
在
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
〇
件
で
あ
っ
た
。
全
般
的
に
、
女
性
は
容
姿
な
ど
外
見
に
特
化

さ
れ
、
次
い
で
性
的
存
在
や
妻
役
割
、
嫁
役
割
、
姑
な
ど
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
一
方
男
性
は
、
心
理
、
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行
動
等
に
関
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
が
、
容
姿
等
に
関
す
る
言
及
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
男
性
は
性
的
な
行
為
主
体
と
し

て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
、
性
的
な
対
象
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

⑸

人
物
を
意
識
的
に
下
の
名
の
み
で
扱
う
表
現

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
は
、
芸
能
関
係
が
多
く
扱
わ
れ
る
た
め
も
あ
っ
て
か
、
タ
レ
ン
ト
や
ア
イ
ド
ル
を
下
の
名
で
呼
称
す
る
傾
向
が

強
い
。「
愛
ち
ゃ
ん
注
目
生
出
演
輝
く
春
へ
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
一
二
日
）、「
興
毅
の
お
気
に
入
り
メ
ガ
ネ
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
、
一
二

日
）、「
聖
子
＆
明
菜
＆
中
山
美
穂
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
三
日
）、「
紳
助
が
古
畑
警
部
に
返
信
Ｓ
Ｐ
」（
日
本
テ
レ
ビ
、
一
四
日
）
な
ど

の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
歌
手
、
タ
レ
ン
ト
司
会
者
な
ど
、
女
男
を
問
わ
ず
名
の
み
で
登
場
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
こ
こ
で
は
番

組
名
は
カ
ッ
ト
し
た
）。
そ
れ
で
も
女
男
で
比
較
し
て
み
る
と
、
女
性
が
名
の
み
で
呼
ば
れ
る
頻
度
が
よ
り
高
く
、
グ
ラ
フ
15
に
示
し

た
よ
う
に
、
合
計
二
七
〇
件
の
う
ち
、
女
性
が
一
六
〇
件
、
五
九
・
三
％
に
対
し
、
男
性
は

一
一
〇
件
、
四
〇
・
七
％
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
先
に
も
紹
介
し
た
「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」
が
再
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、「
祐
ち

ゃ
ん
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
日
）「
ハ
ン
カ
チ
王
子
コ
ロ
コ
ロ
ゆ
う
ち
ゃ
ん
登
場
？
」（
テ
レ

ビ
東
京
、
一
三
日
）
な
ど
、
斎
藤
佑
樹
選
手
の
下
の
名
が
目
立
っ
た
。
対
象
へ
の
〞
親
密

性
〝
が
増
す
と
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
ぶ
傾
向
が
高
ま
る
と
さ
れ
る
が
、「
巨
泉
が
胃

が
ん
友
だ
ち
の
王
監
督
マ
ル
秘
情
報
初
公
開
」（
テ
レ
ビ
東
京
、
二
日
）、「
裕
次
郎
も
通
っ

た
奇
跡
の
鍼
灸
医
」（
テ
レ
ビ
東
京
、
二
日
）
な
ど
は
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。
一

方
、「
村
尾
＆
星
野
仙
一
＆
真
央
」（
日
本
テ
レ
ビ
、
二
日
）、「
珠
緒
＆
梅
宮
は
大
暴
走
」
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（
テ
レ
ビ
朝
日
、
六
日
）
な
ど
の
よ
う
に
、
男
性
は
姓
ま
た
は
フ
ル
ネ
ー
ム
な
の
に
対
し
て
女
性
は
名
の
み
と
い
う
、
二
重
規
準
表
現

の
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

そ
の
典
型
が
、
調
査
期
間
中
に
国
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
新
首
相
の
安
倍
晋
三
総
理
と
田
中
真
紀
子
衆
議
院
議
員
の
や
り
と
り
を

報
じ
る
テ
レ
ビ
欄
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
対
決
速
報

安
倍
首
相
VS
真
紀
子
議
員
」（「
ザ
・
ワ
イ
ド
」
日
本
テ
レ

ビ
、
六
日
）、「
真
紀
子
議
員
VS
安
倍
総
理

予
算
委
で
直
接
対
決
」（「
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
六
日
）、「
安
倍
VS
真
紀
子
軍

配
は
」（「
ニ
ュ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
六
日
）、「
真
紀
子
が
総
理
に
怒
る
」（「
ズ
ー
ム
イ
ン
‼
サ
タ
デ
ー
」
日
本
テ
レ

ビ
、
七
日
）、「
真
紀
子
節
さ
く
裂
」（「
ウ
ェ
ー
ク
！
」
日
本
テ
レ
ビ
、
七
日
）、「
真
紀
子
氏
メ
ッ
タ
斬
り
」（「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
テ
レ

ビ
朝
日
、
七
日
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
局
の
ニ
ュ
ー
ス
シ
ョ
ー
は
、
い
ず
れ
も
判
で
押
し
た
よ
う
に
田
中
真
紀
子
に
つ
い
て
の
み
下

の
名
で
表
示
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
本
紙
で
も
同
様
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
み
ら
れ
た
か
ら
、
女
性
に
対
す
る
こ
う
し
た
〞
見

方
〝
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
全
体
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
男
性
の
政
治
家
が
全
て
姓
や
フ
ル
ネ
ー
ム
で
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。「
慎
太
郎
知
事
も
ぶ
然
」（
テ
レ
ビ
朝

日
、
六
日
）、「
３
年
間
で
４
５
０
０
万
円
た
ま
る
？
カ
ラ
ク
リ
に
宗
男
が
実
態
暴
露
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
四
日
）、「
岐
阜
が
裏
金
を

超
え
る
使
い
道
…
激
論
康
夫
VS
さ
つ
き
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、
一
四
日
）
の
よ
う
に
、
名
だ
け
で
扱
わ
れ
る
タ
レ
ン
ト
化
し
た
男
性
の
政

治
家
も
、
現
在
は
皆
無
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、「
慎
太
郎
」
は
石
原
慎
太
郎
都
知
事
、「
宗
男
」
は
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
、「
康
夫
」

は
田
中
康
夫
参
議
院
議
員
（
当
時
）、
そ
し
て
女
性
で
名
の
み
表
示
の
「
さ
つ
き
」
は
片
山
さ
つ
き
衆
議
院
議
員
（
当
時
）
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
田
中
真
紀
子
と
同
様
に
、
い
ず
れ
も
ひ
と
癖
も
ふ
た
癖
も
あ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
度
も
高
い
政
治
家
た
ち
で
は
あ

る
が
、
新
聞
本
紙
は
「
慎
太
郎
」「
宗
男
」「
康
夫
」
と
い
う
表
現
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
。
一
方
、
テ
レ
ビ
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
物
を
身

近
に
し
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
（
視
聴
者
）
が
、
そ
れ
ら
の
人
物
と
擬
似
親
密
圏
を
形
成
す
る
装
置
と
し
て
の
機
能
を
、
よ
り
顕
著
に
発
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揮
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
イ
ケ
メ
ン
」「
ダ
メ
男
」、
そ
し
て
男
性
に
対
す
る
下
の
名
の
み
の
呼
称
使
用
に
よ
り
、
量
的

に
は
女
性
に
対
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
男
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
も
消
費
し
て
や
ま
な
い
と
い
う
点
で
、
テ
レ
ビ
は
新
聞
を
凌
駕

し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

考
え
て
み
る
と
、
新
聞
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に
よ
っ
て
部
数
を
伸
ば
し
、
一
方
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
新
聞
の
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
面
に
よ
っ
て
視
聴
者
を
獲
得
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
両
メ
デ
ィ
ア
は
〞
共
存
共
栄
〝
し
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
民
放
テ
レ
ビ
各
局
（
さ
ら
に
一
部
ラ
ジ
オ
局
）
は
、
い
ず
れ
も
経
営
的
・
人
事
的
に
新
聞
社
の
系
列
下
に
あ
る
。
新
聞
倫
理
綱
領

で
「
人
権
の
尊
重
」
や
「
品
格
」
を
掲
げ
る
新
聞
は
、
傘
下
で
あ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
、
さ
ら
に
は
人
を
消
費
し

蕩
尽
す
る
番
組
表
現
の
現
状
を
、
黙
認
し
た
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
問
わ
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Ⅳ

少
年
と
は
誰
か

１

標
準
」
と
し
て
の
男
性

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
に
よ
る
一
九
九
六
年
以
降
の
三
回
に
わ
た
る
調
査
で
は
、
多
用
さ
れ
る
職
業
語
で
あ
る
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て

25
）

き
た
。
こ
れ
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、「
男
性
の
勤
め
人
」
と

い
う
用
法
以
外
に
、
女
性
・
男
性
を
含
む
勤
め
人
一
般
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
新
た
な
「
女
性
隠
し
」
を
生
み
出
し
て
い
る
と
懸
念
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
語
尾
の
「
マ
ン
」
の
部
分
に
性
が
組
み
込
ま
れ
、
受
け
手
に
男
性
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
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ば
し
ば
女
男
両
方
を
さ
す
用
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
中
村
桃
子
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、「
マ
ン
」（m

a
n

）
が
男
を
あ
ら
わ
す
と

同
時
に
、（
英
語
に
お
け
る
）「
文
法
規
則
」
に
よ
り
、「
人
間
」
一
般
を
も
あ
ら
わ
す
こ
と
か
ら
、
あ
た
か
も
男
が
人
間
の
代
表
、
人

間
の
基
準
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

26
）

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
本
研
究
で
は
、
新
聞
に
お
け
る
こ
と
ば
・
表
現
の
「
男
性
標

準
」
と
し
て
提
示
し
て
き
た
。

今
回
は
、「
少
年
」「
青
年
」
と
い
う
語
に
関
し
て
の
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
先
に
分
析
し
た
、「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
と
違
っ
て
、
一
見
中
立
を
装
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
「
少
」
に
も
「
青
」
に
も
「
年
」
に
も
、
性
が
表

示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
、「
男
性
標
準
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
る
上
で
、
参
考

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

２

新
聞
紙
面
に
お
け
る
「
少
年
」
の
用
法

少
年
」
と
は
、
確
か
に
字
面
の
上
で
は
、
女
男
を
含
む
年
少
者
で
あ
る
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
ば
は
同
時
に
、
男
性
の
年
少
者
を

も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
む
し
ろ
実
際
の
用
法
で
は
、
圧
倒
的
に
男
性
の
年
少
者
を
さ
す
場
合
が
多
い
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
、
表

30
に
示
し
た
と
お
り
、
少
年
と
い
う
語
が
合
計
二
〇
三
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
う
ち
、
明
ら
か
に
男
性
を
あ
ら
わ
す
用
法
が
三
紙
合
計
で

一
五
五
件
、
全
体
の
七
六
・
四
％
を
占
め
て
い
た
。
一
方
、
年
少
の
女
・
男
両
方
を
含
む
用
法
は
、
法
律
関
係
の
用
語
（
少
年
法
、
少

年
事
件
、
少
年
院
な
ど
）
や
団
体
・
機
関
な
ど
を
示
す
も
の
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
な
ど
）
が
主
で
、
三
紙
合
計
で

四
二
件
、
二
〇
・
七
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
少
年
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
女
男
両
性
を
含
め
た
表
現
と
し
て
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る

記
事
は
、
一
〇
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
一
見
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
外
観
を
装
い
な
が
ら
、
実
際
に

は
男
性
を
さ
す
「
少
年
」
と
い
う
こ

と
ば
を
紙
面
で
多
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
た
、
男
性
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

「
少
年
」
を
女
性
と
男
性
の
双
方
を

包
摂
す
る
法
律
用
語
等
と
し
て
、
吟

味
す
る
こ
と
な
く
使
い
続
け
る
こ
と

に
よ
り
、
新
聞
は
、
人
間
の
元
型
を

暗
黙
の
う
ち
に
男
性
と
み
な
す
「
男

性
標
準
」
な
見
方
を
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
読
者
に
対
し
補
強
す
る

役
割
を
、
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、「
少
年
」
を
集
計
す

る
際
に
参
考
と
し
て
数
え
あ
げ
た

「
少
女
」
は
、
三
紙
合
計
一
四
二
件

と
、「
明
ら
か
に
男
性
を
あ
ら
わ
す
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表30 記事中で使用されている「少年」の使われ方の内訳
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合 計

少年 39 少年 31 少年 45
少年少女 3 少年時代 3 少年時代 6
少年時代 2 勤労少年 2 少年少女 1
不良少年 2 少年期 2 映画少年 1
ブディア少年 2 少年少女 1 少年愛 1

明らかに
男性

西山少年
少年兵
少年誌

1
1
1

チャンバラ少年
天文少年
オシム少年

1
1
1

少年の表情
サッカー少年
野球少年

1
1
1

155

美少年 1 前田少年 1 少年野球部員 1
少年成長もの 1
少年忍者漫画 1

小 計 52 小 計 43 小 計 60

少年 7 少年刑務所 4 少年犯罪 4
少年法 3 少年 3 少年事件 2
少年犯罪 2 少年法 2 少年野球 1
スポーツ少年団 2 少年審判 2 スポーツ少年団 1

女男両方 少年事件 1 少年院 1 少年審判 1
少年刑務所 1 少年捜査課 1 42
少年野球チーム 1 少年育成課 1

少年刑務所 1
少年法 1

小 計 17 小 計 12 小 計 13

あいまい 少年たち 5 － 0 少年たち 1 6

小 計 5 小 計 0 小 計 1

少女 29 少女 58 少女 40
少年少女 3 少女歌手 1 少女漫画 1
少女時代 2 少女漫画 1 少年少女 1

少女 少女漫画 2 少年少女 1 142
美少女 2
少女言語 1

小 計 39 小 計 61 小 計 42



少
年
」
の
件
数
と
近
似
し
た
数
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
少
年
漫
画
」
と
「
少
女
漫
画
」、「
少
年
時
代
」
と
「
少
女
時
代
」
の

よ
う
な
対
比
が
あ
り
、「
少
年
」＝

年
少
の
男
性
を
さ
ら
に
印
象
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
に
、「
少
年
」
の
各
用
法
の
典
型
的
な
記
事
例
を
示
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、「
少
年
」
が
年
少
の
男
性
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
記
事
を
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
く
。

本
屋
さ
ん
ま
で
ふ
ら
ふ
ら
歩
い
て
い
た
ら
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
少
年
に
追
い
抜
か
れ
た
。
ち
ら
っ
と
見
え
た
横
顔
か
ら
、
か

つ
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
近
所
の
少
年
と
分
か
る
」（
読
売
、
六
日
）

古
い
教
室
で
少
年
が
不
思
議
な
同
級
生
と
出
会
う
」（
朝
日
、
一
日
）

寮
を
の
ぞ
く
と
少
年
が
声
を
か
け
て
き
た
。『
こ
ん
に
ち
は
』。
声
の
ぬ
く
も
り
に
居
場
所
を
感
じ
た
。」（
毎
日
、
九
日
）

以
上
は
、「
少
年
」
が
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
だ
が
、「
少
年
」
と
「
少
女
」
が
対
で
用
い
ら
れ
て
い
る
記
事
の
例
と
し
て

は
、「
小
学
生
ら
３
人
放
火
９
件
」
の
見
出
し
が
つ
い
た
「
３
人
は
伊
勢
原
市
の
同
じ
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
。
少
年
２
人
が
火
を

つ
け
、
少
女
は
見
張
り
役
だ
っ
た
と
い
う
」（
読
売
、
六
日
夕
刊
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
女
男
両
性
を
含
む
用
法
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
総
数
は
四
二
件
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
「
少
年
法
」「
少
年
審
判
」

「
少
年
刑
務
所
」
と
い
っ
た
法
律
関
係
用
語
が
占
め
、
三
二
件
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
用
法
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
恐

喝
と
詐
欺
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
「
少
女
」
の
事
件
を
伝
え
る
、「
運
転
手
は
、
少
女
の
乱
行
を
知
り
、
そ
し
て
、
寂
し
さ
も
知
っ
て
い

た
。
…
…
た
だ
、
群
馬
県
の
少
年
院
に
入
る
少
女
に
、
手
紙
を
出
そ
う
と
思
っ
て
い
る
」（
毎
日
、
一
四
日
夕
刊
）
と
い
う
記
事
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
少
女
」
も
罪
を
犯
せ
ば
「
少
年
院
」
に
入
る
と
い
う
わ
け
だ
。
少
年
法
で
は
、「
第
二
条

こ
の
法

律
で
「
少
年
」
と
は
、
二
〇
歳
に
満
た
な
い
も
の
を
い
い
、「
成
人
」
と
は
、
満
二
〇
歳
以
上
の
者
を
い
う
」
と
の
み
定
義
さ
れ
て
お

り
、
性
別
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。「
少
年
」
は
「
少
女
」
を
も
包
摂
す
る
の
で
あ
る
。

72國學院法學第47巻第3号 (2009)



こ
の
ほ
か
、
女
男
双
方
を
含
む
少
年
の
用
法
と
し
て
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」「
少
年
野
球
チ
ー
ム
」
の
よ
う
に
、
団
体
名
や
ス
ポ

ー
ツ
名
と
結
び
つ
い
た
形
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
男
両
方
を
含
む
用
法
に
お
い
て
は
、「
少
年
＋
α
」
と
い
う
使
い

方
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

少
年
＋
α
」
と
い
う
使
い
方
以
外
で
、「
少
年
」
が
「
女
男
両
方
」
を
さ
す
用
例
と
し
て
は
、
毎
日
七
日
夕
刊
の
「
飛
ば
な
い
球
投

手
救
う
」
と
い
う
見
出
し
で
、
野
球
の
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
て
い
る
記
事
中
の
「
少
年
か
ら
社
会
人
ま
で
」
や
毎
日
一
四
日

の
「
富
山
の
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
発
足
」
と
い
う
見
出
し
の
つ
い
た
記
事
中
に
あ
る
「
少
年
向
け
巡
回
野
球
教
室
な
ど
を
通
じ
て
地
域
へ
の
浸

透
を
図
り
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
少
年
の
『
親
殺
害
』
急
増
」（
朝
日
、
一
四
日
夕
刊
）
で
は
、「
少
年
」
と
い
う
語
が
五

回
出
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、「
少
年
＋
α
」
が
す
べ
て
女
男
両
方
を
含
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
、
逆
は
必
ず
し
も
真
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
「
少
年
誌
」「
少
年
時
代
」
な
ど
は
、
男
性
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、「
少
年
＋
α
」
と
い
う
使
い
方
に
触
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、「
α
＋
少
年
」
と
い
う
表
現
の
中
の
少
年
は
、
一
転

し
て
男
性
を
さ
す
も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
「
少
年
」
と
「
野
球
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
も
、「
野
球
少
年
」
と
な
る
と
、

表
20
の
一
段
目
に
分
類
し
た
よ
う
に
、
野
球
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
男
の
子
の
意
味
と
な
る
。「
チ
ャ
ン
バ
ラ
少
年
」
や
「
映
画
少
年
」

な
ど
も
、「
男
性
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
少
年
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
に
、「
名
前
＋
少
年
」
と
い
う
表
現
が
登
場
す
る
。「
ブ
デ
ィ
ア
少
年
」（
朝
日
、
一
四
日
）、「
オ
シ
ム
少
年
」（
毎

日
、
一
三
日
）
な
ど
で
あ
り
、
合
計
五
件
み
ら
れ
た
。
一
方
、「
少
女
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
名
前
＋
少
女
」
の
例
は
一
件

も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
「
青
年
」
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
、「
タ
カ
ノ
青
年
」（
読
売
、
四
日
夕
刊
）
と
し

て
登
場
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
「
男
性
」
で
あ
る
。

男
性
は
、
○
○
少
年
↓
○
○
青
年
↓
○
○
氏
（
さ
ん
）
と
い
う
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
だ
が
、
女
性
の
成
長
過
程
は
ど
の
よ
う
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に
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
少
女
」
と
「
少
年
」
に
は
、
成
長
の
概
念
が
違
っ
て
付
与
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

27
）

う
か
。
い
み
じ
く

も
「
少
年
成
長
も
の
」
な
る
語
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
新
番
組
の
紹
介
記
事
で
あ
る
が
、「
日
本
テ
レ
ビ
系
で
一
六
日
か
ら

始
ま
る
『
結
界
師
』
は
、『
週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
』
で
連
載
中
の
渡
辺
イ
エ
ロ
ウ
の
漫
画
が
原
作
だ
。
…
…『
原
点
回
帰
し
た
王
道
の
少

年
成
長
も
の
を
送
り
出
し
た
い
』
と
、
制
作
す
る
読
売
テ
レ
ビ
の
諏
訪
道
彦
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」（
読
売
、
一
二
日
夕
刊
）
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
「
少
年
」
も
、
男
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
が
、
読
み
手
に
男
性
を
想
定
し
た
『
少
年
サ
ン
デ
ー
』
の
連
載
漫
画
が
原
作

で
あ
る
。「
王
道
の
少
年
成
長
も
の
」
の
世
界
に
は
、「
少
女
」
が
主
人
公
と
し
て
登
場
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
表
30
の
三
段
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
男
性
の
み
を
さ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
女
男
両
方
を
さ
す
の
か
が
あ
い
ま

い
な
表
現
と
し
て
、「
少
年
た
ち
」
が
六
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朝
日
七
日
夕
刊
に
は
、「
日
本
の
Ｓ
Ｆ
イ
ラ
ス
ト
の
先

駆
者
、
小
松
崎
茂
の
世
界
を
紹
介
す
る
『
ぼ
く
ら
の
小
松
崎
茂
展
』
が
、
…
…
始
ま
っ
た
。
昭
和
の
少
年
た
ち
を
夢
中
に
さ
せ
た
船

舶
、
航
空
機
の
絵
や
プ
ラ
モ
デ
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
特
撮
映
画
の
メ
カ
の
模
型
な
ど
、
…
…
展
示
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
は
た
し

て
小
松
崎
茂
の
イ
ラ
ス
ト
に
夢
中
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
女
の
子
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
少
年
た
ち
」
の
「
た
ち
」

に
は
、
年
少
の
女
性
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
い
た
と
し
て
も
、「
少
年
た
ち
」
と
い
う
語
が

使
わ
れ
た
途
端
に
、
そ
の
主
体
と
し
て
の
輪
郭
は
あ
い
ま
い
と
な
り
、「
少
年
」
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
年
少
の
男
性
と
と
も
に
年
少
の
女
性
の
存
在
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
る
「
少
年
少
女
」
と
い
う
用
法
も
、
合
計
五
件
み
ら

れ
た
。
そ
の
な
か
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
今
し
が
た
あ
い
ま
い
な
例
と
し
て
出
し
た
「
ぼ
く
ら
の
小
松
崎
茂
展
」
に
つ
い
て
の
、
日

付
は
違
う
が
、
同
じ
朝
日
新
聞
で
、
漫
画
家
の
永
井
豪
の
談
話
の
形
で
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
、「
私
が
小
松
崎
先
生
の
作
品
と
出
合
っ

た
の
は
、
幼
児
の
頃
、
兄
た
ち
が
愛
読
し
て
い
た
『
冒
険
活
劇
文
庫
』
の
絵
物
語
「
地
球
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
だ
っ
た
。
…
…
バ
グ
ァ
彗
星
人
と

い
う
恐
ろ
し
い
宇
宙
人
や
、
美
し
い
顔
の
少
年
、
少
女
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
」「
先
生
の
作
品
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
キ
ャ
ラ
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ク
タ
ー
に
美
し
さ
が
あ
る
こ
と
だ
。
美
少
年
、
美
少
女
が
生
き
生
き
と
描
か
れ

て
い
て
楽
し
い
」（
朝
日
、
三
日
夕
刊
）
と
あ
る
こ
と
だ
。
こ
こ
で
は
、
話
者

の
永
井
が
視
覚
的
に
「
少
女
」
と
判
断
で
き
る
イ
ラ
ス
ト
を
み
た
が
ゆ
え
に
、

年
少
の
女
性
の
存
在
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
ひ
と
た
び
そ
れ
に
夢
中
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
記
述
す
る
段
に

な
る
と
、
先
に
み
た
記
事
例
の
よ
う
に
、
不
特
定
多
数
の
年
少
者
の
中
に
「
少

女
」
が
い
た
か
ど
う
か
は
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

３

新
聞
紙
面
に
お
け
る
「
青
年
」
の
用
法

次
に
、「
少
年
」
か
ら
少
し
成
長
し
た
「
青
年
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

表
31
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
体
で
五
三
件
が
数
え
ら
れ
た
中
、
明
ら
か
に
男

性
を
あ
ら
わ
す
用
法
は
、
三
紙
合
計
で
四
四
件
、
八
三
・
〇
％
を
占
め
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
、
女
男
両
方
を
含
む
用
法
は
、
九
件
、
一
七
・
〇
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
表
面
上
は
非
性
的
で
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
体
裁
を
装
っ
た
「
青

年
」
が
、
そ
の
実
男
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
色
濃
く
投
影
し
た
こ
と
ば
で
あ

る
こ
と
が
、
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

青
年
」
が
明
ら
か
に
男
性
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
記
事
の
一
例
と
し
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表31 記事中で使用されている「青年」の使われ方の内訳
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合 計

青年 11 青年 6 青年 17
文学青年 2 青年医師 2 青年医師 1

明らかに
男性

政治青年
青年部長

1
1

自閉症青年
青年文士

1
1

タカノ青年 1 44

小 計 15 小 計 10 小 計 19

青年 2 青年期 2 青年期 1
青年スポーツ 1 青年団 1

女男両方 青年議会 1 9
青年会館 1

小 計 3 小 計 5 小 計 1

あいまい － 0 － 0 － 0 0

小 計 0 小 計 0 小 計 0

青少年
－

青少年
青少年時代

5
1

青少年 4
10

小 計 0 小 計 6 小 計 4



て
は
、
飲
酒
運
転
事
故
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
扱
っ
た
新
聞
週
間
の
記
事
に
お
け
る
「
近
所
の
住
民
や
同
僚
ら
は
、『
子
供
や
お
年
寄
り
に

も
優
し
く
明
る
い
青
年
』
と
口
を
そ
ろ
え
た
」（
読
売
、
一
三
日
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
女
男
を
含
め
た
若
年
の
人
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
青
年
」
は
、
先
の
「
少
年
」
同
様
、
お
も
に
「
青
年
団
」「
青
年
議
会
」

の
よ
う
な
、
団
体
名
や
議
会
名
な
ど
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
仏
独
歴
史
教
科
書
づ
く
り
の
き
っ
か
け
が
「
両
国
合
同
の

青
年
議
会
」
で
あ
っ
た
と
解
説
す
る
毎
日
九
日
の
記
事
な
ど
が
、
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、「
青
年
期
」
は
、
一
般
的
に
は
女
男
両
方
を
含
む
表
現
で
あ
る
が
、
今
回
は
、「
二
人
は
と
も
に
明
治
の
世
に
青
年
期
を

過
ご
し
た
」（
読
売
、
一
三
日
）
や
、「（
加
藤
高
明
の
）
イ
ギ
リ
ス
モ
デ
ル
は
青
年
期
か
ら
徹
底
し
て
の
こ
と
な
の
だ
」（
毎
日
、
八

日
）
と
い
っ
た
記
事
に
お
い
て
、
男
性
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
。
も
し
記
事
に
登
場
す
る
人
物
が
女
性

の
み
だ
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
か
興
味
深
い
が
、
今
回
の
調
査
の
範
囲
で
は
、
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。女

男
両
方
を
含
む
「
青
年
」
が
単
独
で
使
用
さ
れ
て
い
る
記
述
と
し
て
は
、
朝
日
の
「
ベ
ト
ナ
ム
で
は
…
…
仏
の
植
民
地
支
配
に
反

発
し
、
運
動
に
共
鳴
す
る
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
た
」（
四
日
夕
刊
）
と
、「
か
つ
て
は
多
く
の
青
年
の
命
を
奪
っ
た
結
核
」（
一
四
日
）

の
二
件
が
み
ら
れ
た
。

中
村
桃
子
は
、
先
に
引
用
し
た
著
作
の
中
で
、「
人
間
」
と
「
男
性
」
お
よ
び
「
女
性
」
の
関
係
、
な
ら
び
に
女
男
を
含
め
た
年
少

者
を
さ
す
「
少
年
」
と
男
性
の
年
少
者
を
さ
す
「
少
年
」
お
よ
び
女
性
の
年
少
者
を
さ
す
「
少
女
」
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
図
式
化
し
て

28
）

い
る
が
（
図
１
ａ
、
図
１
ｂ
）、「
青
年
」
と
い
う
こ
と
ば
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
図
式
化
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
青
年
」
に

は
、「
少
年
」
の
対
で
あ
る
「
少
女
」
に
対
応
す
る
、「
青
女
」
と
い
う
用
語
は
み
あ
た
ら
ず
、
そ
れ
に
か
わ
る
こ
と
ば
と
し
て
、
と
き

に
「
娘
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
（
図
１
ｃ
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
人
間
の
原
イ
メ
ー
ジ
は
男
性
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
新
聞
の
紙
面
上
で
は
、
男
性
を
暗
黙
の
標
準
と
み
な
す
言
語
・

表
現
実
践
は
、
い
ま
だ
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。

『
少
女
少
年
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
の
序
章
に
お
い
て
、
吉
田
司
雄
は
、
明
治
期

の
〞
少
年
〝
雑
誌
を
分
析
し
て
、
一
八
九
〇
年
ご
ろ
（
明
治
二
〇
年
代
前
半
）
の

雑
誌
『
少
年
園
』
の
表
紙
に
女
男
の
子
ど
も
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
少
年
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
女
男
両
性
を
含
み
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
一
八
九
五
年
ご
ろ
（
明
治
二
〇
年
代
後
半
、
日
清
戦
争
の
こ

ろ
）
か
ら
、「
雄
々
し
い
少
年
」
が
描
か
れ
だ
す
。
さ
ら
に
、『
少
年
世
界
』
誌

が
、「
少
女
欄
」
を
創
設
し
、「
少
女
」
が
「
少
年
」
に
包
含
さ
れ
、
真
の
「
少

年
」
た
る
男
子
の
劣
位
項
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
、
吉
田
は
考
察
し
て

29
）

い
る
。

こ
の
図
式
が
、
一
〇
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

少
年
」
は
、
本
来
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
「
少
女
」
と
対
の
こ
と
ば
と
し
て
使
用
す
る
と
、
少
年

＝

男
性
の
年
少
者
を
、
く
っ
き
り
と
際
だ
た
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

女
性
の
年
少
者
と
男
性
の
年
少
者
を
対
等
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
片
方
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
こ
と
ば
を
、
も
う
一
方
に
有

徴
性
を
帯
び
た
こ
と
ば
を
対
置
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
少
年
」
を
、
女
男
両
性
を
含
む
こ
と
ば
と
し
て
残
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
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図1 人間、少年、青年

ａ ｂ

human
人間>

若い人>

man
男>

woman
女>

少年」

男の若い人>

少女」

女の若い人>

ｃ

青 年
若年の人>

青年

若年の男性>

娘

若年の女性>

出典：ａとｂは、中村桃子『ことばのフェミニズム』
勁草書房、1995年、25頁および31頁にもとづく。



男
性
の
年
少
者
を
あ
ら
わ
す
新
語
（
た
と
え
ば
「
少
男
」）
の
創
出
を
も
、
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
だ
ろ
う
。
青
年
に
関

し
て
は
、
そ
の
下
位
分
類
を
「
青
男
・
青
女
」
と
す
る
こ
と
を
一
案
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
耳
慣
れ
な
い
う
ち
は
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
洗
練
の
余
地
も
多
く
残
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
新
し
い
こ
と
ば
を
つ
く
り
出
し
、
積
極
的
に
使
っ
て
い
く
中
で
こ
そ
、
よ
り
よ
い
代
替
案
に
行
き
つ
く
こ
と
も

可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
第
五
回
調
査
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
分
析
を
加
え
た
。

ま
ず
、
新
聞
銘
柄
、
掲
載
紙
面
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
の
三
つ
を
変
数
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
単
純
集
計
や
二
重
ク
ロ
ス
集
計
に

よ
っ
て
み
て
き
た
「
性
別
冠
詞
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
」「
他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
」、
そ

し
て
「『
さ
ん
』
と
『
氏
』
の
敬
称
の
使
い
分
け
」
に
関
し
、
新
た
に
三
重
ク
ロ
ス
集
計
な
ら
び
に
多
変
量
解
析
の
手
法
を
用
い
て
、

分
析
を
行
う
こ
と
を
試
み
た
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
記
事
で
は
な
い
た
め
に
調
査
対
象
と
し
て
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
表
現
に
つ
い
て
、「
性
別
冠
詞
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
」「
他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
」「
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、「
少
年
」
と
「
青
年
」
と
い
う
こ
と
ば
の
使
用
状
況
の
分
析
を
通
し
て
、
新
聞
が
、
男
性
を
人
間
の
標
準
と
み
な
す
「
隠
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れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
流
布
す
る
役
割
を
、
日
常
的
に
担
っ
て
い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

女
性
強
調
表
現
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
よ
り
詳
細
な
統
計
的
解
析
か
ら
は
、
掲
載
紙
面
、
特
に
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
と
の
間
に
、
強
い
関
連

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
新
聞
銘
柄
と
の
一
定
程
度
の
関
連
も
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
女
性
強
調
表
現
と
男
性
強
調
表
現
の
分
量
お
よ
び
種
類
の
比
較
に
お
い
て
は
、
女
性
強
調
表
現
の
方
が
出
現
頻
度
が
高
く
か

つ
種
類
も
多
く
み
ら
れ
、
女
性
を
有
徴
化
す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
、
男
性
表
現
と
の
間
の
不
均
衡
が
目
立
っ
た
。

さ
ら
に
、「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
関
す
る
統
計
的
解
析
か
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
い

ま
だ
〞
健
在
〝
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

投
書
欄
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
の
分
析
か
ら
は
、
掲
載
面
が
限
定
さ
れ
て
い
る
関
係
上
、
数
量
的
に
は
少
な
い
も
の
の
、
新
聞
本
紙

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
女
性
強
調
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
投
書
欄
に
投
稿
す
る
読
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
言
語
感
覚
は
、

た
と
え
ば
本
紙
で
は
ほ
と
ん
ど
眼
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
「
主
人
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
そ
こ
で
は
い
ま
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
な
ど
か
ら
推
察
し
て
、
新
聞
の
作
り
手
以
上
に
保
守
的
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
に
お
け
る
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
い
う
〞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
氾
濫
〝
の

実
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
が
女
性
を
売
り
物
に
し
て
な
り
立
っ
て
い
る
現
状
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
た
だ
、
人

名
を
下
の
名
の
み
で
扱
う
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
男
性
も
、
テ
レ
ビ
と
い
う
〞
怪
物
〝
の
前
で
は
、「
ひ
と
」
と
し
て
の
存
在
を

剥
奪
さ
れ
が
ち
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

少
年
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
字じ
面づら
か
ら
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
み
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
圧
倒
的
に
男
性
の
年
少
者
を
さ
す
語
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
法
律
用
語
な
ど
で
は
女
男
を
含
む
年
少
者
を
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
な
が

ら
、
そ
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
や
は
り
男
性
で
あ
る
。
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少
年
」
に
対
し
て
は
、「
少
女
」
と
い
う
語
が
存
在
す
る
も
の
の
、「
少
男
」
と
い
う
こ
と
ば
は
な
く
、
若
い
人
一
般
を
含
意
す
る

少
年
と
、
女
性
の
み
を
さ
す
「
少
女
」
は
、
対
称
的
で
対
等
な
用
語
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。「
青
年
」
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

本
紙
記
事
の
み
な
ら
ず
、
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
な
ど
、
新
聞
紙
面
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
お
い
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
男
性
か
ら
区
別
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
造
語
さ
れ
、
多
種
多
様
に
用
い
ら
れ
、〞
繁
殖
〝
し
て
い
る
。
ま
た
、「
少
年
」
や

「
青
年
」
の
よ
う
に
、
一
見
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
あ
る
こ
と
を
装
い
な
が
ら
、
そ
の
実
男
性
を
表
現
し
て
い
る
語
も
、
そ

れ
ら
が
も
つ
影
響
力
に
つ
い
て
の
吟
味
が
な
い
ま
ま
、
日
々
の
紙
面
で
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
ば
・
表
現
は
、
新
聞
の
作
り
手
が
意
識
さ
え
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
紙
面
上
で
は
減
ら
し
て
ゆ
け
る
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
、
新
聞
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
最
も
高
い
信
頼
性
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
語
義
を
解
説
す
る
な
ど
し
て
、

読
者
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
テ
レ
ビ
な
ど
他
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
ま
た
教
育
、

政
治
、
世
論
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ
新
聞
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
し
、
自
ら
を
意
識
化
し
、
そ
れ
を
変
革
し
て
行
く
こ
と
の
意

義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

こ
と
ば
は
変
化
し
、
ま
た
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
こ
と
ば
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の

み
な
ら
ず
男
性
も
ま
た
、
性
の
く
び
き
や
思
い
込
み
か
ら
よ
り
自
由
に
な
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
新
聞
は
、
自
ら
の
紙
面
が
こ
と
ば
と
表

現
を
め
ぐ
る
政
治
的
ア
リ
ー
ナ
で
も
あ
る
こ
と
を
、
い
ま
一
度
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注１
）

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』
第
五
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
四
六
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
〜
一
三
四
頁
、
参
照
。

２
）

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
に
お
い
て
女
性
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン

80國學院法學第47巻第3号 (2009)



ダ
ー
』
第
四
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
四
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
八
六
〜
一
八
八
頁
、
一
四
七
〜
一
五
〇
頁
参
照
。

３
）

田
中
和
子
他
、
前
掲
、
二
〇
〇
九
年
、
五
八
頁
。

４
）

大
隅
昇
「
対
応
分
析
法
・
数
量
化
法
Ⅲ
類
の
考
え
方
」、
二
〇
〇
六
年
。h

ttp
: //w

m
rev

iew
.co
m
q
u
est.co

.jp
/w
m
tip
s /p

d
f /20060910 3.p

d
f

５
）

伊
藤
雅
光
『
計
量
言
語
学
入
門
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
四
一
頁
。

６
）

記
号
論
的
に
い
え
ば
、
対
称
的
な
二
項
対
立
で
は
な
く
、
有
徴
性
の
し
く
み
を
つ
か
っ
て
性
別
を
暗
示
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

７
）

職
業
語
は
、
性
別
冠
詞
つ
き
表
現
に
比
べ
種
類
（
異
な
り
語
数
）
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
閾
値
を
下
げ
て
表
示
さ
れ
る
数
を
調
整
し
た
。

８
）

杉
浦
正
『
新
聞
事
始
め
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
二
三
七
頁
。

９
）

影
山
三
郎
『
読
者
の
言
論

増
補
版
・
新
聞
投
書
論
』
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
一
九
七
六
年
、
九
〇
頁
。

10
）

同
書
、
一
四
三
〜
一
四
四
頁
。

11
）

同
書
、
二
二
二
〜
二
二
三
頁
。

12
）

毎
日
新
聞
社
生
活
家
庭
部
編
『
女
の
気
持
ち
﹇
二
〇
〇
一
・
四
〜
二
〇
〇
三
・
一
〇
﹈』
求
龍
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
二
二
二
〜
二
二
四
頁
。

13
）

川
嶋
保
良
『
婦
人
・
家
庭
欄
こ
と
始
め
』
青
蛙
房
、
一
九
九
六
年
、
六
〇
頁
。

14
）

同
書
、
一
五
八
頁
。

15
）

同
書
、
八
九
頁
。

16
）

同
書
、
一
六
六
頁
。

17
）

見
田
宗
介
『
現
代
日
本
の
精
神
構
造
』
弘
文
堂
、
一
九
六
五
年
。
本
書
所
収
の
「
現
代
に
お
け
る
不
幸
の
諸
類
型

日
常
性

の
そ
こ
に
あ
る

も
の
」
で
は
、
読
売
新
聞
の
人
生
相
談
が
分
析
さ
れ
、
た
と
え
ば
「
欠
乏
と
不
満
」「
孤
独
と
反
目
」「
不
安
と
焦
燥
」「
虚
脱
と
倦
怠
」
の
四
つ
の
基
本

類
型
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。

18
）

こ
れ
ら
、
家
庭
面
（
生
活
面
）
に
お
け
る
女
性
の
投
稿
者
た
ち
が
つ
く
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
投
稿
集
と
し
て
、
た
と
え
ば
①
影
山
三
郎
・
中
村
智

子
・
草
の
実
会
編
『
女
に
と
っ
て
の
戦
争﹇
１
﹈

ひ
と
と
き
」
欄
の
三
〇
年
か
ら
』、
お
よ
び
『
女
に
と
っ
て
の
戦
争﹇
２
﹈

ひ
と
と
き
」
欄
の

三
〇
年
か
ら
』
田
畑
書
店
、
一
九
八
二
年
、
②
毎
日
新
聞
女
の
気
持
ち
ペ
ン
グ
ル
ー
プ
『
復
刻
版

女
の
気
持

創
刊
号
〜
二
十
五
号

』
女
の
気

持
ち
ペ
ン
グ
ル
ー
プ
神
戸
会
、
二
〇
〇
四
年
、
③
女
の
気
持
ち
ペ
ン
グ
ル
ー
プ
・
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
学
芸
部
『
別
冊
・
復
刻
版

女
の
気
持
ち

戦
争

特
集
』
女
の
気
持
ち
ペ
ン
グ
ル
ー
プ
神
戸
会
、
二
〇
〇
七
年
、
④
読
売
新
聞
婦
人
部
・
こ
だ
ま
の
会
編
『
女
が
つ
づ
る
二
五
年
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
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二
年
、
な
ど
が
あ
る
。

19
）

朝
日
新
聞
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
『
二
〇
〇
七
年

新
聞
読
者
基
本
調
査

結
果
集
計
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。

20
）

た
だ
し
、『
国
学
院
法
学
』
第
四
六
巻
第
四
号
掲
載
の
前
稿
で
用
い
た
集
計
デ
ー
タ
に
は
、
従
前
通
り
、
こ
れ
ら
投
書
等
の
デ
ー
タ
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。

21
）

婦
人
」
を
「
職
業
語
」
に
分
類
し
て
い
い
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
女
性
の
性
を
含
む
職
業
語
に
分
類
し
て
き
た
の
で
、

今
回
も
そ
れ
に
準
じ
た
。

22
）

た
と
え
ば
、
投
書
欄
の
紙
面
で
、「
投
稿
に
あ
た
っ
て
」
の
告
知
に
際
し
て
、「
本
紙
で
は
、『
主
人
』
や
『
主
婦
』
と
い
う
こ
と
ば
は
、
か
く
か
く

し
か
じ
か
の
理
由
、
方
針
に
よ
り
使
わ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
解
説
や
表
明
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

23
）

日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
新
聞
広
告
Ⅱ

購
買
満
足
と
新
聞
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

二
〇
〇
七
年
全
国
新
聞
メ

デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
調
査
」
報
告
書
』
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
〇
八
年
。

24
）

朝
日
新
聞
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
調
査
。

25
）

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
は
女
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
一

九
九
六
年
調
査
よ
り

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
六
巻
一
号
、
一
三
七
〜
一
四
四
頁
、
田
中
和
子
他
、
前
掲
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
六
〜
一
一
三
頁
、

お
よ
び
田
中
和
子
他
、
前
掲
、
二
〇
〇
九
年
、
八
三
〜
八
七
頁
参
照
。

26
）

中
村
桃
子
『
こ
と
ば
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
四
頁
。
こ
れ
を
中
村
は
、「
人
間＝

男
観
」
と
呼
ん
で
い
る
。
同
書
、
二

五
頁
。

27
）

た
と
え
ば
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
、
杉
山
光
信
・
杉
山
恵
美
子
訳
『

子
供

の
誕
生

ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
期
の
子
供
と
家
族
生
活
』

み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
に
、
そ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
人
生
の
諸
時
期
に
対
す
る
専
門
こ
と
ば
は
、
古
代
以
降
さ
ま
ざ
ま
あ

っ
た
が
（
子
ど
も
、
小
児
、
若
者
、
青
春
期
の
少
年
、
老
人
、
老
衰
な
ど
）、
そ
の
実
（
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
殊
に
フ
ラ
ン
ス
）
中
世
の
社
会
で
は
、

子
ど
も
が
〞
女
手
〝
を
必
要
と
し
な
く
な
る
と
、
す
ぐ
に
大
人
の
社
会
に
属
し
て
い
く
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
他
家
に
奉
公
に
出
さ
れ
る
た
め
、
子

ど
も
な
い
し
青
少
年
と
奉
公
人
と
の
間
に
は
あ
い
ま
い
さ
が
あ
る
。「
青
年
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
少
年
期
と
大
人
と
の
間
の
時
期
と
し
て
位
置
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
近
世
以
降
の
学
校
教
育
の
変
遷
に
関
連
し
て
い
る
。「
青
年
」
は
、
学
業
生
活
の
後
期
な
い
し
終
了
後
の
、
実
生
活
を
送
ら
な

い
時
期
を
さ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
も
そ
も
「
少
女
」
は
、
学
校
に
は
属
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
少
女
」
に
は
「
青
年
期
」
は
な
い
。
女
性
は
、
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「
少
女
」
の
次
に
は
、「
女
」
に
な
る
し
か
な
か
っ
た
。

28
）

中
村
桃
子
、
前
掲
書
、
二
五
頁
お
よ
び
三
一
頁
。

29
）

飯
島
祐
子
、
島
村
輝
、
高
橋
修
、
中
山
昭
彦
編
『
少
女
少
年
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
〜
一
二
頁
。

＊
共
同
執
筆
者

田
中
和
子
（
国
学
院
大
学
法
学
部
教
員
）、
諸
橋
泰
樹
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
員
）、
岡
野
雅
雄
（
文
教
大
学
情
報
学
部
教
員
）、
須
藤
典
子

（
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
教
員
）
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